
 

射水市教育委員会６月定例会次第 

日　時　令和７年６月２３日（月） 

午後３時００分から 

場　所　本庁舎４階　会議室４０１ 

 

１　会議録の承認　 

 

２　事務局報告事項 

（１）令和７年６月市議会定例会開催状況について　　　　　　　　　　　 資料 1 

（２）射水市立新湊放生津小学校改修工事（電気設備）請負契約について　 資料 2 

 

３　協議事項 

（１）教育に関する事務の点検・評価報告書（案）について（令和６年度分） 

　　　　　　　　　（学校教育課、生涯学習・スポーツ課、子育て支援課） 資料 3 

 

４　議案 

（１）指定管理者の名称等の変更について　　　（生涯学習・スポーツ課） 資料 4 

 

５　各課等の連絡事項及び報告事項 

（１）令和８年射水市重点事業について　（学校教育課、生涯学習・スポーツ課） 資料 5 

（２）令和７年度射水市教育行政要覧        　　　　　　（学校教育課） 資料 6 

（３）射水市イングリッシュ・キャンプの実施について　　（学校教育課） 資料 7 

（４）令和７年度学校医、学校歯科医及び学校薬剤師一覧表（学校教育課） 資料 8 

（５）「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」保存修理事業について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習・スポーツ課） 資料 9 

（６）令和７年度教育講演会【実施要項】二次案内（案）　（教育センター） 資料 10 

（７）令和７年度射水市マイスター教員事業について　　  （教育センター） 資料 11 

（８）令和７年度「学び高め合う集団づくり支援事業」について 

                                                      （教育センター） 資料 12 

（９）令和７年度小学校におけるプログラミング教育推進事業について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育センター） 資料 13 

（10）教育委員会行事予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資料 14 

 

６　その他 

　　 

※次回教育委員会の開催日時について  

７月定例会　７月２５日（水）　午前１０時から　本庁舎３階会議室３０４
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令和７年６月市議会定例会開催状況について（教育委員会関係） 

 
１　教育委員会関係議案等　 

　 
議案第４８号　令和７年度射水市一般会計補正予算（第１号） 
議案第５７号　射水市立新湊放生津小学校改修第１工区（建築主体）工事請負契約について  

　　議案第５８号　射水市立新湊放生津小学校改修第２工区（建築主体）工事請負契約について  
　　議案第５９号　射水市立新湊放生津小学校改修第３工区（建築主体）工事請負契約について  
　　議案第６０号　射水市立新湊放生津小学校改修（機械設備）工事請負契約について 
　　議案第６１号　損害賠償額の決定について 
 
２　代表質問、一般質問（※発言順） 
 

（１）代表質問　６月１２日（木） 
 

○　大垣　友和　議員（自民射水の会） 
　　１　教育について 
　　（１）新湊放生津小学校の子どもたちへのエールと運営方針について 
　　（２）今後の学校プールと水泳授業の見通しについて 
 
　〇　石田　勝志　議員（いみず志政会） 
　　１　児童数の推移について 
　　（１）今後の児童数・学級数の推移と学校の統合等の見通しについて 
　　（２）小規模特認校設置について 
 
　〇　津田　信人　議員（自民議員会） 
　　１　屋外における児童生徒の安全確保について 
　　（１）屋外における安全確保の判断について 
　　（２）屋外での安全対策について 
　　 

（２）一般質問　６月１３日（金） 
　　〇　根木　武良　議員 

　　　１　学校給食の公会計化について 

 

 

　　 

資料１
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　　〇　西元　勇司　議員（いみず志政会） 

　　　１　ワークセンター射水の目的と活用状況について 

　　　（１）教育相談室、教科書センター、教育支援センターの設置目的と利用人数等について 

　　　（２）教育支援センター、教育相談室等の本庁舎や重複機関への移転の見解について 

　 

　　〇　高畑　吉成　議員（自民射水の会） 

　　　１　子育てしやすいまちづくりと保護者の不安の解消について 

　　　（１）居場所としての図書館について 

　　　（２）放課後児童クラブについて 

 

　　〇　杉浦　実　議員（自民射水の会） 

　　　１　２０２５射水ベイエリア賑わい創出について 

　　　（１）２０周年記念事業（ラジオ体操）の取組について 

　　　（２）オリバースポーツフィールド射水再開について 

 

３　総務文教常任委員会　　６月１７日（火） 

 
付託案件 
議案第５７号　射水市立新湊放生津小学校改修第１工区（建築主体）工事請負契約について  

　　議案第５８号　射水市立新湊放生津小学校改修第２工区（建築主体）工事請負契約について  
　　議案第５９号　射水市立新湊放生津小学校改修第３工区（建築主体）工事請負契約について  
　　議案第６０号　射水市立新湊放生津小学校改修（機械設備）工事請負契約について 
　　議案第６１号　損害賠償額の決定について 

 
報告事項 
　・学校体育館への空調設備導入について　　　　　　　　　　　　（学校教育課） 
　・学校給食費の増額改定及び補助追加について　　　　　　　　　（学校教育課） 
　・とやまっ子さんさん広場の開設について　　　　　　（生涯学習・スポーツ課） 
　・巡回ラジオ体操・みんなの体操会について　　　　　（生涯学習・スポーツ課） 
 

４　予算特別委員会　　　６月２４日（火）・２５日（水） 

 

 

５　本会議　　　　　　　６月２６日（木）



議案第６５号 

射水市立新湊放生津小学校改修（電気設備）工事請負契約に 

ついて 

制限付き一般競争入札に付した射水市立新湊放生津小学校改修（電気設備）

工事について、下記のとおり請負契約を締結するため、地方自治法（昭和２２

年法律第６７号）第９６条第１項第５号及び射水市議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例（平成１７年射水市条例第５０号）第２

条の規定により、議会の議決を求める。 

記  

１　契 約 の 目 的　　射水市立新湊放生津小学校改修（電気設備）工事 

２　契 約 の 方 法　　制限付き一般競争入札による契約 

３　契 約 金 額　　４１９，１００，０００円 

　　　　　　　　　　　（うち消費税等　３８，１００，０００円） 

４　契約の相手方　　赤尾電設・東和電設射水市立新湊放生津小学校改修（電

気設備）工事共同企業体 

　　　　　　　　　　代表者　射水市新開発５４８番地２ 

　　　　　　　　　　　　　　赤尾電設株式会社射水 

　　　　　　　　　　　　　　所長　赤尾　みき 

　　　　　　　　　　構成員　射水市塚越１６８２番地 

　　　　　　　　　　　　　　有限会社東和電設 

　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　大亀　文雄　 

 

　　令和７年６月２６日　提　　出 

射水市長　夏　野　元　志　

i099026
テキストボックス
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議案第６５号 

　射水市立新湊放生津小学校改修（電気設備）工事請負契約について 
（説　明） 

　制限付き一般競争入札に付した射水市立新湊放生津小学校改修（電気設備）工事について、

次のとおり請負契約を締結したいので、議会の議決を求めるもの（地方自治法第９６条第１

項第５号、同法施行令第１２１条の２の２第１項（別表第３）、射水市議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条）。 
 

 工事区分 契約金額 契約の方法 契約の相手方 工　　期

 電気工事 419,100,000円 

（うち消費税等 

38,100,000円）

制限付き一般

競争入札によ

る契約

赤尾電設・東和電設射水市立新湊

放生津小学校改修（電気設備）工

事共同企業体 
 
代表者 
射水市新開発548番地2 
赤尾電設株式会社射水 
所長　赤尾　みき 
 
構成員 
射水市塚越1682番地 
有限会社東和電設 
代表取締役　大亀　文雄　

契約締結の日 
～ 

令和8年11月30日



 

 

 

 

 

 

令和７年度 

 教育に関する事務の点検及び評価報告書 

　　　　　　　　　　　　（令和６年度分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　令和７年７月 

射水市教育委員会 
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ア 個別最適な学びと協働的な学びの推進　 

イ 学力の向上 

ウ 小中学校の連携　　　　　　　　　　  

エ 学校図書館の充実 
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イ 関係機関との連携強化 
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ア ふるさと射水への愛着を育む教育の充実 
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ア あたたかな家庭環境づくりの啓発 

イ 子どもの成長段階に応じた「親学び」への支援 

（10） 地域における子どもの成長支援・・・・・・・・・・・・・・・・４６　 

ア 地域での教育の推進と指導者の確保    

イ 多世代交流機会の充実 

ウ 安全な子どもの居場所の確保 

（11） 生涯学習活動の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９ 

ア ニーズに応じた生涯学習機会の充実    

イ 郷土について学ぶ機会の充実 

ウ 生涯学習の新たな在り方の検討・推進 エ 図書館機能の充実 

（12） 文化財の保存と活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５４ 

ア 文化財の保存・継承                

イ 文化財の活用と積極的な発信 

ウ 文化資源・伝統文化の保存・継承・活用 

（13） スポーツ・レクリエーションの推進・・・・・・・・・・・・・・５９ 

ア 各種スポーツ団体の活動支援    　 　 

イ 施設の充実、利用促進 

ウ スポーツを支える指導者の育成・確保  

エ 選手の育成強化 

 

　２　教育委員会会議の開催状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・６３ 

 

Ⅴ　　学識経験者の意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６７

 

【商標について】 

　本報告書に掲載されている社名及び製品名は、各社の商標又は登録商標です。 

　本文では、これらを一般名詞として使用する意図はありません。
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Ⅰ　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律※」では、教育委員会の権限に

属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならない旨を

規定しています。 

本市においては、平成２７年２月に「射水市教育振興基本計画」を策定し、　

令和２年２月に中間見直しを行い、教育に関する様々な施策を展開するととも

に、毎年度、その成果等に係る点検評価を実施してきました。 

この間、少子高齢化や人口減少の進行はもとより、新型コロナウイルス感染

症の拡大による影響、ＤＸの推進、誰一人取り残さない共生社会の実現、精神的

豊かさの重視等、教育に関する現状や環境が急速に変化していること、また、　

第３次射水市総合計画の理念や方向性等との整合を図るため、計画期間を１年

前倒しし、令和６年度を初年度とする「第２期射水市教育振興基本計画（令和　

６年度～令和１０年度）」を令和６年２月に策定しました。 

本市教育の総合的かつ計画的な推進を図るための指針である「第２期射水市

教育振興基本計画」に基づく教育施策の執行状況等について、点検及び評価を

行うとともに、その結果及び学識経験者の意見を付した報告書を作成・公表す

ることにより、計画の実行性を確保し市民の皆様への説明責任を果たしてまい

ります。 

令和７年７月 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射水市教育委員会 

 

 
※地方教育行政の組織及び運営に関する法律　[抜粋] 

 

第26条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任さ

れた事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任され

た事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２　教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。
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Ⅱ　第２期射水市教育振興基本計画　　　　　　　　　　　 

１　施策の体系 

（１）基本理念　【本市教育施策の展開に当たっての基本理念・目指す人間像】 

　 

 　　豊かな人間性と創造性を備えた、たくましい人材の育成、  

　　　　 射水市を担い、様々な分野で活躍できる人づくり  

　　 

（２）基本目標　【本市教育の基本理念を踏まえた５つの基本目標】  

将来を担う子どもたちをはじめ、市民一人ひとりが、それぞれの個性

や価値観を尊重し、違いを認め合い、自分らしい「しあわせ」を実現  

できる教育を目指します。 

 

　　　① 自他ともに認め合い、豊かな心を育みます 

　　  　　変化が激しく予測困難な社会を生きるためには、様々な人々とのかかわり 

の中で、自分のよさや可能性を知り、自分に自信をもつことが重要になります。 

自己肯定感を高めるなど、自他の敬愛と協力を大切にしながら、創造性や豊か 

な情操と道徳心を養います。 

  

　　　② 果敢にチャレンジし、生き抜く力を培います  

　　　　　夢や目標に向かって、困難にもひるまず挑戦し続け、粘り強く努力すること 

は大切なことです。各分野に興味・関心を有する子どものすそ野を拡大し、そ 

の才能を見いだして、チャレンジ精神や創造性などを一層伸ばします。 

  

　　　③ ふるさとを愛し、健やかな心と体を育てます  

豊かな地域資源が輝きを放つふるさといみずを愛することは、射水の絆づく 

りとコミュニティの育成に重要なことです。射水で育ったことに誇りをもち、 

健康でたくましい心と体を養います。 

  

　　　④ 学校、家庭、地域が一体となって、健やかな成長を支えます  

子どもは、家庭で育て、学校で鍛え、地域で磨くことによって成長すると言 

われるように、それぞれが役割を果たし、一体となって育てることが大切です。  

学校、家庭、地域並びに関係機関が協力・連携して、子どもたちの健やかな成 

長を社会全体で支える体制をつくります。 

  

　　　⑤ 生涯を通じて学び、体験する、活動を支援します  

市民一人ひとりが、ライフスタイルに応じて、楽しくスポーツや生涯学習 

活動に取り組むことは、自分らしく暮らす精神的な豊かさを実感するために 

大切なことです。活動環境の充実や地域での主体的な活動を支援します。 
 

（３）基本的施策　【基本目標を達成するための施策の柱】  

 

 
１３の 基 本 的 施 策 （ 施 策 の 柱 ） に 基 づ き 、  

４３の 主 な 取 組 を 設 け 、 教 育 施 策 を 展 開  
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Ⅲ　令和７年度点検及び評価の実施方法　　　　　　　　　 

１　点検・評価の実施方法 

第２期射水市教育振興基本計画に位置付けた１３の基本的施策を構成する　

計４３の主な取組ごとに、令和６年度における事務事業の執行状況や参考指標

の進捗を踏まえ「主な取組状況」、「主な成果・課題及び今後の方向性」について

記載し、点検評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　基本的施策の評価及び指標に対する実績について 

（１）基本的施策の評価 

　　　各基本的施策の評価は、構成する主な取組の進捗状況等を踏まえ、「順調に

進んでいる」「概ね順調に進んでいる」「やや遅れている」「遅れている」に区

分し、自己評価します。 

　　　〇　順調に進んでいる 

　　　　　基本的施策を構成する主な取組の実績や成果が十分であり、順調に進捗 

していると判断できる 

　　　〇　概ね順調に進んでいる 

　　　　　基本的施策を構成する主な取組の実績や成果がある程度あり、概ね順調 

　　　　に進捗していると判断できる 

　　　〇　やや遅れている 

　　　　　基本的施策を構成する主な取組の実績や成果があまり見られず、進捗が 

　　　　やや遅れていると判断できる 

　　　〇　遅れている 

　　　　　基本的施策を構成する主な取組の実績や成果がなく、進捗が遅れている 

　　　　と判断できる 

（２）参考指標 

　　　指標目標値に対する令和６年度実績値及び前年度増減を記載しています。 

第２期射水市教育振興基本計画　基本的施策　　（主な取組の数）　　　

（１） 確かな学力の定着　　　　　　　　　　　　　　（４）　　　　　　　

（２） 豊かな心と健やかな体の育成　　　　　　　　　（６）　　　　

（３） 特別支援教育の充実　　　　　　　　　　　　　（２）　　　　　　　　

（４） 郷土愛を育む教育の充実　　　　　　　　　　　（２）　　　　　　

（５） 国際化、情報化に対応した教育の充実　　　　　（２） 

（６） 教育環境の整備　　　　　　　　　　　　　　　（４） 　 　　　　　　　　　

（７） 信頼される教育の推進　　　　　　　　　　　　（３）　　　　　　　

（８） 幼児教育の推進　　　　　　　　　　　　　　　（４）　　　　　　　　　　　

（９） 家庭の教育力の向上支援　　　　　　　　　　　（２）　　　　　

（10） 地域における子どもの成長支援　　　　　　　　（３）　　　

（11） 生涯学習活動の推進　　　　　　　　　　　　　（４）　　　　　　　　

（12） 文化財の保存と活用　　　　　　　　　　　　　（３）　　　　　　　　

（13） スポーツ・レクリエーションの推進　　　　　　（４） 

　計　　基本的施策　１３　　　　　　　　　主な取組（４３）
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Ⅳ　点検及び評価の報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１　基本的施策に基づく主な取組の状況 

 

ア 個別最適な学びと協働的な学びの推進 

【取組の基本方向】 

　　  ・知識及び技能の確実な習得とともに、思考力・判断力・表現力、学びに向かう力、人間

性等の育成を図ります。 

　　　・児童生徒１人１台学習専用端末の環境を活かして、一人ひとりの能力や特性に応じた個

別最適な学びや子どもたち同士の協働的な学びを推進します。 

 

【主な取組状況】 

・課題設定や展開の工夫により､学習活動の質の向上と若手教員への指導技術の継承を目

的として教員が取り組むべき最低限の基準や指導のポイント等をまとめた「授業力向上 

射水トライアル３点セット」を活用し、児童生徒の主体的な学びを支援した。 

・ＩＣＴ活用の実践事例や教材等のデータを各教員がいつでも活用できるよう公開してい

る。蓄積されたデータに簡単に使える教材例を追加し、ＩＣＴ活用指導力の向上を図っ

た。 

 基本的施策（１）確かな学力の定着

 
【施策の方向性】 

個々の状況に応じた多様な学びの実現を目指すとともに、学習指導要領の着実な実施のも

と、基本的な知識や技能を確実に習得し、主体的・協働的に学び、お互いに高め合うことの

できる児童生徒を育成します。

 
【評  　価】 概ね順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　個別最適な学びと協働的な学びの推進 

　・「授業力向上 射水トライアル３点セット(*1)」等の実践・活用 

　・ＩＣＴ支援員(*2)の配置及びＩＣＴ活用実践事例データの蓄積・各校での共有 

　・問題発見・解決能力等、児童生徒の資質・能力の育成に係る実践研究を行う令和の 

とやま型教育推進校(*3)の指定 

　・デジタル教科書やＡＩドリル(*4)等学習支援ソフトの日常的な活用を推進

 イ　学力の向上 

　・全国学力・学習状況調査の結果分析及び射水市の取組の提示 

　・「とやま型学力向上プログラムⅢ期」の取組を推進 

　・ティーム・ティーチング指導員(*5)の配置 

　・外国語活動指導員とＡＬＴ(*6)の配置 

　  ・家庭学習の促進とＡＩドリル等学習支援ソフトの積極的な活用 

　　・「小学生学び応援塾」の実施

 ウ　小中学校の連携 

　・中学校区を単位とした各種研修会等での情報交換の実施及び合同研修等の推進 

　　・９年間を見通した視点からの小・中学校間の垣根を越えた授業の参観

 エ　学校図書館の充実 

　・全小・中学校への学校司書(*8)の配置と資質向上 

　・教員、学校司書等による読書への関心を高める取組の推進 

　・学校図書の計画的な更新
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・ＩＣＴ支援員６名を配置し、教員へはＩＣＴ機器を活用した授業事例の提案、児童生徒

へは授業中に補助を行った。また、指導者用デジタル教科書、ＡＩドリル等の教材を日

常的に活用するための支援を行った。 

・中学校２校とその校区の小学校を「令和のとやま型教育推進校」に指定し、講師の招聘

等を含めた研修会を通して、実践的な研究を推進した。【放生津小、新湊小、大門小、大

島小、新湊中、大門中】 

 

　　【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・令和のとやま型教育推進校では、それぞれの学校の実態に応じて、問題発見・解決型学

習やＩＣＴ教育等の研究テーマを設定し、児童生徒が問題意識を高め、解決に向けた実

践研究を進めることができた。外部講師を招いて行った講演会や研究授業等が児童生徒

の主体的な学びや深い学びにつながっており、今後も様々な取組を推進する。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 

 

 指標名 指標の説明

 課題の解決に向けて、自分

で考え、自分から取り組む

児童生徒の割合

小学6年生、中学3年生全員を対象とした全国学力・学習状

況調査で「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と 

答えた児童生徒の率

 基準年度 

(令和5年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校79.7％ 

中学校83.2％
増加

小学校79.9％ 

中学校81.2％

小学校79.7％ 

中学校83.2％

小学校　0.2％ 

中学校△2.0％

 ＊1  「授業力向上　射水トライアル３点セット」 
教師の授業力向上を目指し、①射水スタンダード～授業のＡＢＣ～（授業の基本的な進め方をまとめたもの）、②授

業研究協議ステージアップ（授業研究の協議会での教師の発言の高まりを目指したもの）、③授業力向上のちょいテ

ク（授業の中で個を生かし集団を伸ばす具体的な手立てをまとめたもの）①②③をまとめて、「授業力向上　射水トラ

イアル３点セット」としている。

 ＊2  ＩＣＴ支援員 
ソフトウェアの活用やネットワークなどに関する技術や知識、教育現場で実際に行われている教育活動や教職員組

織の理解、問題解決のためのコミュニケーション力等、様々な実践的能力を備えた学校ＩＣＴの専門家

 ＊3  令和のとやま型教育推進校 
「問題発見・解決能力」等の各テーマに基づき、子どもたちに必要な資質・能力の育成に向けた実践研究を推進す

る学校

 ＊4  ＡＩドリル 
学習専用端末に導入されたソフトウェアを活用し、児童生徒一人ひとりの学習の習熟度に応じてＡＩが問題を選択・

提示するドリルのこと。
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イ 学力の向上 

【取組の基本方向】 

      ・児童生徒の実態を把握し、家庭学習も含めた学習習慣の定着を図り、学力向上に向けた

取組を推進します。 

 

【主な取組状況】 

・校長会、教頭会、教務主任会、生徒指導協議会の代表で構成する学力向上委員会を設置

した。全国学力・学習状況調査の各教科、質問紙の結果分析を基に、確かな学力の定着

及び令和の時代に求められる学校教育の実現を図るため、具体的な学力向上、授業力向

上の取組を推進する「今後の射水市の取組」や「セルフチェックシート」を作成し、各

学校に配布した。 

・射水スタンダード委員会において、「授業力向上 射水トライアル３点セット」の１つで

ある「授業力向上のちょいテク」を、県事業「とやま型学力向上プログラムⅢ期」を視

点として改訂し、児童生徒の問題発見・解決能力の育成を目指した授業改善に取り組ん

だ。 

・ティーム・ティーチング指導員を８名配置し、一人ひとりに寄り添ったきめ細かな学習

指導・生徒指導の充実を図った。 

・小学校高学年「外国語」にＡＬＴ５名、小学校中学年「外国語活動」に外国語活動指導

員４名を配置し、小学校における外国語の学習の充実に努めた。 

・授業や家庭学習において、一人ひとりに応じた主体的な学びの幅が広がるように、学習

専用端末を用いたＡＩドリル等の学習支援ソフトの積極的な活用を支援した。 

・小学校３年生の希望者を対象に、学習支援員(*7)が算数の学力補充を目的とした放課後

学習を行う「小学生学び応援塾」を５校で開催し、学習のつまずきに対する支援を行っ

た。 

 

　　【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・ティーム・ティーチング指導員､ＡＬＴ及び外国語活動指導員の配置や小学生学び応援

塾の開催は、一人ひとりの学力や学習意欲を高めるだけでなく、学級集団全体の学びを

高める効果をあげていることから、今後も継続していく。 

・若手教員の増加に伴い、授業力向上や指導技術の継承が本市の喫緊の課題である。引き

続き授業の質の向上を図るとともに家庭での学習の質と量の改善が図られるように、学

校と家庭が連携した取組を推進する。 

・全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙の結果から、家庭学習の取組時間の減少が伺え

る。家庭学習の成果が実感できる授業づくりや、家庭学習におけるＡＩドリル等の学習

支援ソフトの活用を工夫するなど、家庭学習の習慣化を図る取組に努める。 
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【指標に対する進捗状況】 

※　第２期射水市教育振興基本計画掲載の「家で自分で計画を立てて勉強している児童生徒の割合」について、 

　　令和６年度全国学力・学習状況調査質問紙において調査項目なしのため、上記の２つの指標に変更 

 

（用語解説） 

 

 

 指標名 指標の説明

 
「授業がよくわかる」児童

生徒の割合

各小・中学校が全ての児童生徒に実施するアンケートで「当

てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた児童生徒

の率

 基準年度 

(令和4年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校93.4％ 

中学校85.9％
100％

小学校　93.3％ 

中学校　88.2％

小学校　92.5％ 

中学校　83.6％

小学校 0.8% 

中学校 4.6%

 ＊5  ティーム・ティーチング指導員 
教科担当の教員が進める授業の中で、教員と連携しながら、生徒の理解度に合わせながら学習指導にあたる教員

免許を有する者

 ＊6  ＡＬＴ：外国語指導助手（Assistant Language Teacher の略称） 
小・中学校等の外国語教育において、教員を補佐する立場として配置された英語を母語とする外国人。学級担任

や教科担当指導教員の指導のもと、授業の打ち合わせ、教材作成の補助及び言語活動における児童生徒に対する

指導の補助等を行う。

 ＊7  学習支援員 

小学校 3 年生の希望者を対象に、算数の基礎学力の定着を図るために、放課後補充学習事業として実施する「小

学生学び応援塾」で学習支援を行う者

 指標名 指標の説明

 児童生徒が、学校の授業時

間以外に、普段（月曜日から

金曜日）、１日当たりどれく

らいの時間、勉強するかの

割合（※）

小学6年生、中学3年生全員を対象とした全国学力・学習状

況調査で「1時間以上」と答えた児童生徒の率

 基準年度 

(令和 5年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校57.4％ 

中学校62.0％
増加

小学校48.9％ 

中学校60.1％

小学校57.4％ 

中学校62.0％

小学校△8.5% 

中学校△1.9%

 指標名 指標の説明

 児童生徒が、土曜日や日曜

日など学校が休みの日に、 

１日当たりどれくらいの時

間、勉強するかの割合（※）

小学6年生、中学3年生全員を対象とした全国学力・学習状

況調査で「2時間以上」と答えた児童生徒の率

 基準年度 

(令和 5年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校23.7％ 

中学校43.5％
増加

小学校16.4％ 

中学校35.0％

小学校23.7％ 

中学校43.5％

小学校△7.3% 

中学校△8.5%
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ウ 小中学校の連携 

【取組の基本方向】 

　    ・小・中学校において、義務教育９年間で育成する児童生徒の資質・能力の共有を図り、

指導方法や指導体制を共通理解するなど、連携を密にした学びの体制づくりに取り組み

ます。 

 

【主な取組状況】 

・教頭会、教務主任会、生徒指導協議会の各会合や研修会等で、中学校区単位の情報交換

を密にし、学習面・生活面等の課題を焦点化して、各中学校区での重点的な取組を推進

した。 

・９年間の子どもの成長を見通した児童生徒の理解を深めるために、マイスター教員の公

開授業や各学校の学校訪問研修等の授業を参観する機会を設けた。 

 

　　【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・中学校区の学校が連携して行っている家庭学習強化週間や、テレビ・ゲームの時間等を

見直すメディアコントロール週間等の取組が、児童生徒が家庭での過ごし方やルールを

自分で考える姿につながっている。家庭学習の充実を図るためにも、今後も課題を整理

し、現状にあった取組を推進する。 

・小・中学校が連携して授業を参観し合う取組が、校種の垣根を超えた学級づくり、授業

づくり、特別支援教育等の理解を深める機会となっている。子どもたちがスムーズに成

長するための支援を充実させるために、今後も学びの体制づくりを推進していく。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

※　第２期射水市教育振興基本計画掲載の「前年度までに近隣の中学校（小学校）と授業研究を行うなど、合同で研

修を行っている学校の割合」について、令和６年度全国学力・学習状況調査学校質問紙において調査項目なしのた

め、指標を変更 

 

 

 指標名 指標の説明

 前年度までに近隣の中学校

（小学校）と、教科の教育課

程の接続や、教科に関する

共通の目標設定等、教育課

程に関する共通の取り組み

を行っている学校の割合

（※）

全国学力・学習状況調査の学校質問紙において、「よく行った」

「どちらかといえば行った」と答えた学校の率

 基準年度 

(令和5年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校13.3％ 

中学校16.7％
増加

小学校20.0％ 

中学校16.7％

小学校13.3％ 

中学校16.7％

小学校6.7% 

中学校0.0%
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エ 学校図書館の充実 

【取組の基本方向】 

　・本に親しむことは、発達段階に応じ、言葉を学ぶ、感性を磨く、表現力を高める、豊か 

な創造力を育むことにつながります。教員、学校司書、児童生徒からなる図書委員を中

心とし、学校全体で読書への関心、意欲を高める取組や工夫に努めるとともに、学校図

書館の積極的な利用促進に取り組みます。 

 

【主な取組状況】 

・全小・中学校に学校司書を配置し、学校司書を対象に研修会を実施した。 

・全小・中学校において、学校図書館を利用する授業や図書委員会活動の工夫を行うなど

学校司書と児童生徒や教員が連携し、学校図書館の効果的な活用に取り組んだ。 

・学校図書館の充実を図るため、小学校で３，８７２冊、中学校で１，８９４冊購入し図

書の計画的な更新を図った。また、学校司書用パソコンにデジタル教科書を導入した。 

 

　　【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・学校司書の研修会を年２回開催し、専門家による講義や実践練習及び学校訪問を実施し

た。学校司書の意欲やスキルを高めるとともに、他校の図書室における取組の情報を共

有することで学校図書館運営の充実を図ることができた。今後も学校司書の資質向上を

図るための研修会を実施する。 

・年間１人当たりの学校図書館での貸出冊数について小学校が減少となったが、学校図書

の更新整備を図り、また図書委員会活動におけるイベント企画、地域ボランティアの読

み聞かせ、学校司書によるオリエンテーションの実施等により、読書への関心や意欲を

高める取組を推進し、学校図書館の利用促進を図ることができた。今後は、学校図書館

が校内における児童生徒の居場所的役割を担うなど、多様な活用も促進する。　　　 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 

 指標名 指標の説明

 年間１人当たりの学校図書

館での貸出冊数
児童生徒が１年間に学校図書館で借りた冊数

 基準年度 

(令和4年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校67.2冊 

中学校10.5冊
増加

小学校63.6冊 

中学校10.5冊

小学校67.1冊 

中学校10.3冊

小学校△3.5冊 

中学校　0.2冊

 ＊8　学校司書 
学校図書館の運営の改善、向上を図り、児童生徒や教員による学校図書館の利用促進に資するため、専ら学校図

書館の職務に従事する職員
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 ア いじめ防止対策、人権教育の推進 

【取組の基本方向】 

　　　・いじめが起こりにくい、いじめを許さない学校・学級風土の醸成に努めます。 

　　　・いじめの積極的認知や情報共有の徹底、校内支援体制と相談体制の充実を図ります。 

　　　・子どもの健全育成を目指し、家庭、学校、地域の一層の連携を図ります。 

 

 

 基本的施策（２）豊かな心と健やかな体の育成

 
【施策の方向性】 

すべての子どもたちに、豊かな心を育み、たくましく生きるための健やかな身体を育てる

とともに、多様性を認め合いながら主体的に学べるよう、学校、家庭、地域が一体となって

子どもたちを育てます。

 
【評  　価】 概ね順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　いじめ防止対策、人権教育の推進 

　・いじめが起こりにくい、いじめを許さない学校・学級風土の醸成 

　・「学び高め合う集団づくり支援事業(*1)」推進校の指定 

　・全小・中学校でのＷＥＢＱＵ調査（*2)の実施と結果分析及び活用の推進 

　・いじめの未然防止や早期発見・早期対応への組織的な対応と指導体制の点検及び 

見直し 

　・射水市児童生徒サポートネットワーク連絡協議会の開催

 イ　学校教育における相談体制の充実 

　・マイサポーター制度(*3)による相談しやすい雰囲気づくり 

　・気がかりポスト(*4)の位置付けと情報共有 

　・スクールカウンセラー(*5)、スクールソーシャルワーカー(*6)の効果的な配置 

　・小・中学校家庭教育専門支援員(*7)の配置 

　・教育支援センター(*8)における社会的自立に向けた支援及び民間機関との連携 

　・校内教育支援センター(*9)の充実 

　・ヤングケアラー(*10)の早期発見と適切な実態把握及び関係機関との連携

 ウ　体力の向上、心身の健康づくり 

・体力向上研究会の開催 

　・射水っ子体力アップ応援事業の実施 

　・小児生活習慣病予防検診の実施 

　・すこやか教室の実施

 エ　多様な価値観や背景をもつ児童生徒への支援の充実 

　・外国人相談員(*11)等による支援 

　・言語翻訳機の活用 

　・性の多様性への対応

 オ　学校部活動の段階的な地域展開の推進 

　・部活動指導員（*12）の配置 

　・部活動の地域展開

 カ　学校給食の充実、食育の推進 

・県内・国内産食材の活用 

　・安全・安心な学校給食の提供及び食育の推進
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【主な取組状況】 

・全小・中学校では、「いじめをなくす射水市民五か条」を各教室に掲示し、児童生徒のい

じめ防止に対する意識の醸成を図るとともに、「射水市子ども条例」のリーフレットを

児童生徒に配布し、子どもの人権と自他尊重を大切にすることの周知を図った。 

・「学び高め合う集団づくり支援事業」の推進校として、射北中学校区及び小杉中学校区

の小・中学校８校を指定した。教育アドバイザーから、学級づくり、特別支援教育、支

援が必要な児童生徒の早期発見のためのスクリーニングシートの実施方法等について

指導を受け、学校の課題解明方法を学び、実践した。 

・ＷＥＢＱＵ調査の結果分析から、不満足群の児童生徒への個別の意図的な言葉かけや、

ソーシャルスキルトレーニング、対人関係ゲーム等を実施した。教員のスキルを高め適

切な対応策を講じることにつなげた。 

・「学校のいじめ防止基本方針」に基づき、児童生徒への定期的なアンケート調査や面談

を行った。また、学級担任以外に相談できる教職員を児童生徒が指名する「マイサポー

ター制度」を実施するとともに「気がかりポスト」を設置し、学校全体で、いじめの未

然防止や早期発見・早期対応の対策に取り組んだ。 

・射水市児童生徒サポートネットワーク連絡協議会を設置し、地域、教育、人権分野等の

関係機関による連携を図るとともに、各中学校区単位では、家庭、地域、学校が定期的

に意見交換等を行った。 

 

　　【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・「いじめをなくす射水市民五か条」や「射水市子ども条例」の活用により、児童生徒のい

じめ防止に対する意識の醸成を図ることができた。今後も、学校の教育活動を通して、

互いに尊重し合うなどの人権尊重の理念について理解を促し、一人ひとりの思いを大切

にしようする意識を高めるなど、人権意識の向上を目指す。 

・いじめの認知件数は、積極的な認知が広がっているため増加しているが、事案への早期

対応に努め、深刻化させないように今後とも各学校において対策に取り組む。 

・「学び高め合う集団づくり支援事業」の成果を基盤に、集団の「学び高め合い」と「いじ

め・不登校予防対策」を引き続き支援するとともに、児童生徒の自尊感情を高める学級

集団づくりを進める。また、教育アドバイザーによる研修の充実を図り、悩みを抱える

児童生徒、保護者及び教職員に対する相談体制の整備に努め、関係機関等と連携して対

応に当たる体制の強化を図っていく。 

・ＷＥＢＱＵ調査を活用することで、教員のスキルを高め、児童生徒に対して適切な対応

策を講じることができた。今後とも調査の結果分析を活用していく。 

・射水市独自の取組である「マイサポーター制度」と「気がかりポスト」により、児童生

徒の相談窓口が広がり、また教職員内の情報共有も向上したが、保護者への周知が十分

ではないため、今後は、各種たよりや懇談会等で幅広く周知し、学校と家庭が共に児童

生徒の安心安全な学校生活を支援する。 

・射水市児童生徒サポートネットワーク連絡協議会において、子どもたちの健全育成やい

じめ、問題行動の防止について、一体となって取り組むことができた。今後も継続して

開催し、成果・課題を共有しながら引き続き子どもたちの健全育成やいじめ、問題行動

の防止に取り組む。 
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【指標に対する進捗状況】 

　 

　※　平成29.3.16付けの「いじめの防止等のための基本的な方針」改定において「いじめが解消している」状態の 
判断について、「いじめに係る行為が止んでいる状態が相当の期間継続していること。この相当の期間とは、少な 
くとも３か月を目安とする。」と定められた。 

 

いじめの認知件数　「児童生徒による問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

　※　括弧内の数値は、当該年度にいじめが解消した件数 

 

 

（用語解説） 

 

 

 指標名 指標の説明

 
「自分にはよいところがあ

ると思う」児童生徒の割合

小学６年生、中学３年生全員を対象とした全国学力・学習状況

調査で「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答え

た児童生徒の率

 基準年度 

(令和5年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校87.7％ 

中学校87.8％
100％

小学校86.0％ 

中学校86.9％

小学校87.7％ 

中学校87.8％

小学校 △1.7％ 

中学校 △0.9％

 指標名 指標の説明

 
いじめの解消率

いじめの認知件数に対し、当該年度にいじめが解消している

ものの率

 基準年度 

(令和4年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校63.5％ 

中学校78.0％
増加

小学校68.8％ 

中学校84.5％

小学校75.0％ 

中学校67.2％

小学校 △6.2％ 

中学校  17.3％

 区　分 令和6年度 令和5年度 増　減

 小学校 170件(164) 140件(105)  　 　　30件

 中学校 58件(48) 58件(39) 　　　　 0件

 指標名 指標の説明

 暴力行為の発生件数 学校内外で発生した児童生徒による暴力行為の件数

 基準年度 

(令和4年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校75件 

中学校49件
減少

小学校82件 

中学校44件

小学校74件 

中学校32件

小学校 8件 

中学校12件

 ＊1 学び高め合う集団づくり支援事業 
「人間関係づくり、学年・学級経営」と「学力向上、授業力向上」の二面から児童生徒の「学び合いの成立と

高まり」を推進する事業

 ＊2 ＷＥＢＱＵ調査（学級診断尺度調査） 

学校生活における児童生徒個々の意欲や満足感及び学級集団の状態をＷＥＢでのアンケートによって測定す

る調査。実施即日に結果の把握ができ、いじめ防止や学力向上のサポート等において、早期の対応や対策につな

げることができる。
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イ 学校教育における相談体制の充実 

【取組の基本方向】 

　　　・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、小・中学校家庭教育専門支援員

等の専門家の活用による相談体制の一層の充実を進めます。 

　　　・ヤングケアラーの実態把握や関係機関との連携に努めます。 

　　　・全ての児童生徒が安心して学ぶことができる居場所づくりに努めます。 

 

【主な取組状況】 

・各学校ではマイサポーター制度を活用し、いつでも気軽に相談できる仕組みを充実させ、

安心して学校生活を過ごすことができる環境づくりに取り組んだ。 

・児童生徒についての気がかり情報を見逃さず共有するため、生徒指導主事や教務主任を

気がかりポストとして位置付け、日常的な情報交換や学校全体での支援体制の充実に取

り組んだ。 

・児童生徒、保護者及び教職員の心の問題を改善、解決するために県配置のスクールカウ

ンセラー、スクールソーシャルワーカーに加え、全小・中学校に市費によるスクールソ

ーシャルワーカーを配置し支援を行った。 

・不登校となる児童生徒が増加傾向にあり、学校生活に起因するもののほか、親子関係や

家族関係等の家庭環境に起因するもの等、複雑な事例も増加している。家庭に不安や悩

みを抱える児童生徒やその保護者を支援するために、小・中学校家庭教育専門支援員２

名を配置し、家庭訪問や面談、ケース会議への参加等の相談体制の充実に努めた。 

・教育支援センターでは、学校に登校しづらい児童生徒が通いやすい教育環境を整えると

ともに、抱えている心理的な問題等の軽減を図りながら、自己肯定感の向上やよりよい

人間関係づくり等の社会的自立に向けた支援を継続的に行った。 

・学級に入りづらさを感じている児童生徒が、安心して学ぶことのできる学校内の居場所

として、市内５校に校内教育支援センターを設置するとともに校内教育支援センター支

援員を配置した。 

・年２回全小・中学校で実施している「困りごと調査」を通して、ヤングケアラーと思わ

れる児童生徒の早期発見に努め、健康状態の把握や生活の変容等を注意深く見取り、必

要に応じて関係機関との連携を図った。 

 

　　【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・マイサポーター制度や気がかりポスト等の取組により、児童生徒は「いつでも相談でき

る」という安心感を持つことができ、また教職員が児童生徒の変化に素早く気付くこと

ができるようになった。相乗効果を期待し、今後とも継続していく。 

・教職員だけでは問題の解決が困難なケースに対しては、スクールカウンセラーやスクー

ルソーシャルワーカーによる支援や小・中学校家庭教育専門支援員による面談等の支援

により、専門性の高い対応が実施できた。教育支援センターの相談回数が増加している

が、細やかな相談支援を行ったことによるもので、特に教職員と保護者に対する悩み事

に寄り添うことができた。今後も情報を共有し、組織での対応に努めていく。 

・今後も定期的に「困りごと調査」を実施し、潜在的なヤングケアラーの早期発見に努め、

関係機関に繋いでいく。 
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【指標に対する進捗状況】 

 

不登校児童生徒について把握した事実（令和６年度　複数回答可）　　　［単位：人］ 

　・上記の分類は、長期欠席者児童生徒への対応票(県)の調査項目で記載 

・病気や経済的な理由の者を含む年間30日以上欠席した児童生徒について把握した事実 

 

カウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の配置状況 

  
 
教育相談員・スクールソーシャルワーカーの活動状況　　　　　　　　　　　[単位　回] 

　 
 
 

 

 

 

 指標名 指標の説明

 
不登校児童生徒数

年間30日以上欠席した児童生徒のうち病気や経済的な理由の

者を除いた人数

 基準年度 

(令和4年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校 54 件 

中学校 117 件
減少

小学校136 件 

中学校 145 件

小学校 88 件 

中学校 125 件

小学校 48件 

中学校 20件

 県 人数等 市 人数等

 スクールカウンセラー 

（教育事務所、いじめ対策含）
21 校 教育相談員（カウンセラー） 1 人

 スクールソーシャルワーカー 

（巡回、いじめ対策含）
6 人 スクールソーシャルワーカー 9 人

 
子どもと親の相談員 1 校 小・中学校家庭教育専門支援員 2 人

 項　　　　目 令和6年度 令和5年度

 (教育相談員)相談回数 　　　  505 　　386

 (スクールソーシャルワーカー）活動回数 1,649   1,568

 小学校 中学校

 いじめの被害の情報や相談があった 5 1

 いじめ被害を除く友人関係をめぐる問題の情報や相談があった 23 34

 教職員との関係をめぐる問題の情報や相談があった 2 7

 学業の不振や頻繁な宿題の未提出がみられた 25 64

 学校のきまり等に関する相談があった 2 7

 転・編入学、進級時の不適応による相談があった 4 5

 家庭生活の変化に関する情報や相談があった 18 18

 親子の関わり方に関する問題の情報や相談があった 24 27

 生活リズムの不調に関する相談があった 21 48

 あそび、非行に関する情報や相談があった 0 6

 学校生活に対してやる気が出ないなどの相談があった 31 50

 不安・抑うつの相談があった 20 20

 障害（疑いを含む）に起因する特別教育的支援の求めや相談があった 8 11

 個別の配慮（１３以外）についての求めや相談があった 13 6
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教育支援センターの児童生徒数　　　　　　　　　　　　　　              　　 

 

（用語解説） 

ウ 体力の向上、心身の健康づくり 

【取組の基本方向】 

　　　・子どもたちの運動の習慣化や体力向上に取り組みます。 

　　　・小児生活習慣病予防検診を実施し、子どもたちが将来にわたって健康的な生活を送れる

よう小児期からの予防実践と予防意識の向上を図ります。 

 

【主な取組状況】 

・幼児の体力向上や運動する楽しさや喜びを実感させることを目的に市内保育施設、幼稚

園１９園を対象に射水市幼児運動能力向上支援事業「からだ育て教室」等を実施した。

計９７時間専門的指導者を派遣し、運動指導を行った。 

・多様な動きを身に付けることに適した幼児期や小学校低学年期の子どもに対し、適切に

 項　　　　目 令和6年度 令和5年度

 通級児童生徒数 　28人　　

(小 9人、中19人)　

　26人　　

(小 4人、中22人)　

 体験通級児童生徒数 　　22人　　

(小 11人、中11人)

　　17人　　

(小7人、中10人)

 相談回数（来室・電話） 

(学校関係者) 

(保護者・児童生徒) 

（その他）

586回　　

(311回)　　

(237回) 

(38回)　　

218回　　

(88回)　　

(121回) 

(9回)　　

 ＊3　マイサポーター制度 
児童生徒が自ら希望する担任以外のマイサポーター（教職員）を指名し、いつでも気軽に面談できる制度

 ＊4  気がかりポスト 
各校において、生徒指導主事や教務主任等に分掌として位置付け、教職員や児童生徒の情報を集めて、俯瞰

的に全てを見て情報共有しながら、児童生徒の困りごとや悩みを早期に発見していく職のこと。

 ＊5  スクールカウンセラー 
いじめや不登校、様々な悩みの相談に応じ、助言するなどの心のケアを行うため、週に２～４時間、学校に　　

配置される臨床心理に関する知識・経験をもつ専門家

 ＊6  スクールソーシャルワーカー 
家庭環境や友人関係等の面から問題を分析し、家庭や行政、福祉関係施設等の外部機関と連携しながら       

解決につなげていく活動を行う専門家

 ＊7  小・中学校家庭教育専門支援員 
不登校の要因として、家庭環境に起因するケースが増えていることから、家庭に不安を抱えている児童生徒

を支援するため、家庭訪問を通しての支援や各ケースの解決に向けた関係機関との連絡調整等を行う家庭教育

に関する専門的な支援員

 ＊8  教育支援センター 
不登校児童生徒の集団生活への適応等のための相談・指導を行い、本人の社会的自立を援助・支援する教室

（射水市内１箇所）

 ＊9  校内教育支援センター 
学級に入りづらいと感じている児童生徒が学校内で安心して過ごせる居場所

 ＊10 ヤングケアラー 

一般に、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話等を日常的に行っている児童生徒
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運動遊びの指導を行える職員の育成を図ることを目的に射水市運動遊び指導者研修会

を開催した。 

・射水市体力向上研究会において、小学校体育主任が体力づくりに有効な研修を受講する

とともに、各々の取組状況を共通理解し合う機会を設け、児童の体力向上に向けて課題

共有を図った。 

・児童生徒の体力向上や運動習慣の定着、教員の指導力の向上を目的に、小・中学校の体

育の授業に専門的指導者を派遣した。 

・運動する楽しさや喜びを味わい、運動の習慣化につながるよう、様々な楽しい活動を企

画、実践し、体力の向上を図った。 

・小学校では、４年生全児童及び５・６年生で前年度検査結果が要医療や経過観察であっ

た児童を対象に「小児生活習慣病予防検診」を実施した。また、受診結果が、「要医療」、

「経過観察」と診断された児童を対象に、医師による健康指導や、栄養士・保健師によ

る食生活・生活習慣指導を行う「すこやか教室」を開催した。 

・小児生活習慣病予防を家庭と学校の両面から進めていくため、学校給食や健康診断、Ｐ

ＴＡ活動等の様々な機会を捉えて、学校から積極的に情報発信を行った。 

 

　　【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・幼児に多様な運動遊びを経験させることで、運動する楽しさや喜びを実感させるととも

に、様々な体の動かし方の習得や体力向上、たくましい子供の成長につながった。運動

習慣が定着するよう引き続き、取り組んでいく。 

・児童生徒の体力向上や運動習慣の定着について、教員の指導力向上を図ることができた。

今後も、研修や専門的指導者を派遣するなど、継続的に教員の指導力を向上を図ってい

く。 

・年間を通して様々な運動を行い、運動の習慣化につながった。引き続き、子どもたちの

運動の習慣化や体力向上に取り組んでいく。 

・すこやか教室参加者に対するアンケートでは、小児生活習慣病予防に対する理解が深ま

り、今後の生活における注意点などがわかったなど満足度が高かった。今後も、子ども

たちが将来にわたって健康的な生活を送れるよう、小児生活習慣病予防検診及びすこや

か教室を継続して実施する。 

 

【指標に対する進捗状況】 

　※　令和２～４年度は、感染症対策のため未実施  

 指標名 指標の説明

 
すこやか教室参加率

小児生活習慣病予防検診で「要医療」「経過観察」に該当する

児童のうち「すこやか教室」に参加した率

 基準年度 

(令和元年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 11.2％ 増加 22.4％ 23.0％ △0.6％
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　エ 多様な価値観や背景をもつ児童生徒への支援の充実  

【取組の基本方向】 

　　　・外国人相談員を配置し、日本語による学習や学校生活への適応が困難な外国人児童生徒

が在籍する学校の支援に努めます。 

　　　・学校における性の多様性に関する悩みに対するきめ細かな対応に努めます。 

 

【主な取組状況】 

・日本語による学習や学校生活への適応が困難な外国人児童生徒が在籍する学校に、県配

置の外国人相談員１０名や外国人児童生徒等日本語指導教員に加え、市費による外国人

相談員６名を配置し支援を行った。年度途中に日本語指導が必要な生徒が急増した射北

中学校へは、市費による外国人相談員の配置時間数を増やして対応した。 

・言語翻訳機を配置し、日本語の理解が難しい外国人児童生徒及びその保護者へ支援を実

施した。 

・男女混合名簿の使用、制服の選択制導入や呼び名は「さん」で統一するなど、性の多様

性に配慮するよう努めた。 

・性に関する悩みを持つだれもが安心して学校生活を送ることができるよう、性の多様性

について理解を深める指導を行った。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・外国人相談員の配置は、日本語指導が必要な児童生徒に対して、日本の学校生活への適

応や日本語理解に効果があったが、外国人児童生徒の増加や母語の多様化により、外国

人相談員の人材が不足している。引き続き、県教育委員会に対し外国人児童生徒教育を

担当する教員の加配や外国人相談員の配置拡充を要望していく。 

・言語翻訳機の積極的な活用に努めているが、母語が十分身に付いていない低年齢の児童

や日本語を話せない保護者との連絡については、有効な手段とならないケースがみられ、

教職員にとって大きな負担となっている。来日したばかりの日本語指導が必要な児童生

徒や保護者への支援のため、日本語支援拠点となる仕組みを検討する。 

・近年、性の多様性の認知度は上がり、中学校においては制服の選択制などの取組が進ん

でいる。児童生徒の人権教育上の配慮として、今後も引き続き、差別や偏見をなくし、

性の多様性を尊重した教育を推進していく。 

 

 指標名 指標の説明

 朝ご飯を毎日食べてくる児

童生徒の割合
朝ご飯を毎日食べてくる児童生徒の割合

 基準年度 

(令和4年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校98.9％ 

中学校97.4％
100％

小学校　92.8％ 

中学校　92.6％

小学校　95.4％ 

中学校　94.4％

小学校 △2.6％ 

中学校 △1.8％
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本市の日本語指導が必要な帰国・外国人児童生徒の率　　　　　　　　　　［単位　％］ 

 ※　文部科学省「日本語指導が必要な帰国・児童生徒等の実態調査」より 

 

（用語解説） 

オ 学校部活動の段階的な地域展開の推進 

【取組の基本方向】 

　　　・運動部については、これまでに実施したモデル事業の競技における成果や問題点につい

て検証し、課題解決に努めます。 

　　　・その他運動部や文化部については、関係団体と協議をすすめるとともに、「射水市学校

部活動在り方検討会」にて検討の上、順次、地域展開を進めます。 

【主な取組状況】 

・「射水市学校部活動在り方検討会」を開催し、学校部活動の地域展開の実施状況の共有

や課題に対する検討を実施した。 

・令和４年度及び令和５年度から実施している６部活動（剣道、柔道、バスケットボール、

ハンドボール、卓球、ソフトテニス）に加え、新たに３部活動（バレーボール、ソフト

ボール、美術部）の休日部活動の地域展開を実施した。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・学校部活動の地域展開を進めることができた。指導者の確保や、費用負担の在り方につ

いて課題があるが、今後も、生徒がスポーツ・文化芸術に継続して親しむことができる

機会を確保するため持続可能な環境を検討するとともに、整備を進めていく。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 

 

 区分 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

 小学校 1.9 2.2 2.2 2.4 3.1 3.1

 中学校 1.0 1.2 0.8 0.7 0.5 0.6

 ＊11　外国人相談員 
外国人児童生徒の母語を話すことができ、通訳だけでなく、児童生徒の学習補助や保護者からの様々な相談に対

応している。

 指標名 指標の説明

 地域展開した休日部活動の

割合及び数
休日部活動を地域展開した部活動の割合及び数

 基準年度 

(令和5年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 24.0% 

6部活動

100% 

25部活動

36.0% 

9 部活動

24.0% 

6 部活動

12.0% 

3部活動

 ＊12　部活動指導員 
学校の教育計画に基づき、校長の監督を受け、部活動の技術指導、大会・練習試合等の引率等を行う者
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カ 学校給食の充実、食育の推進 

【取組の基本方向】 

　　　・学校給食の安全・安心の確保を図るとともに、食に関する正しい知識と望ましい食習慣

が身に付くよう、学校給食の活用や各教科を通じた食育を推進します。 

 

【主な取組状況】 

・食の安全安心を確保するため、県内・国内産食材を優先的に購入した。 

・地産地消の促進及び食育の推進を図り、旬の地場産食材の活用に努めた。 

・食物アレルギーを有する児童生徒へは、学校における食物アレルギー対応指針富山県版

に基づき、対応した。 

・食材費の高騰が続く状況の中、今後も地場産食材の活用に努めながら学校給食摂取基準

に基づいた標準献立を実施するため、令和６年度から小・中学校ともに１食当たりの給

食単価を３０円増額した。 

・１１月の富山食育推進月間に併せ、「とやま呉西圏域連携事業　呉西圏域ブランド育成

事業」として圏域内６市の地場産食材を組み合わせた共通の献立を学校給食で提供した。

とやま呉西圏域の「呉西」と特別感をだす「豪勢」をかけ、「呉西（ゴーセイ）な日!!」

として、児童生徒や保護者へ食材の情報発信と合わせ、食に対する意識の向上を図った。 

・１月の全国学校給食週間期間中には「食べて楽しむおはなし給食」をテーマに絵本や物

語などの「おはなし」に関連する料理や食材を使った献立を提供し、児童生徒が給食を

味わいながら、おはなしの世界を楽しむとともに、給食を楽しく食べることができるよ

う取り組んだ。 

　   

【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・地場産食材の優先的な使用には、年間を通した質及び量の安定供給が必要である。学校

給食に携わる栄養教諭等で構成する献立作成会において、地場産食材を使ったメニュー

を検討していく。 

・食物アレルギーのある子どもについては、適宜、保護者と十分に面談を行い、献立につ

いて使用食物の詳細を提供する等、学校給食の安全安心を図った。各小・中学校では、

食物アレルギー対応の実施について周知を図るとともに、毎年エピペン(*13)に関する

指導・講習を行う。 

・物価高による食材費が高騰する中、給食費に必要な額を増額改定し、今までと変わらな

い質や量を保った給食の提供を行うことができた。物価変動が著しいことから、今後の

社会経済情勢を注視し、毎年度、「射水市学校給食運営協議会」において翌年度の給食単

価を検討することとした。令和６年度については、食材費高騰相当分を市で負担した。 

・食への関心を高める取組として、総合的な学習の時間や生活科、社会科など各学年の学

習活動に応じ、農作業の体験、生産者や地域の方との触れ合いを通して、地域の食への

理解を深めることができた。児童生徒の発達の段階に応じて食生活に対する正しい知識

と望ましい食習慣を身に付けることができるよう、給食だより等を通じて家庭や地域と

の連携を深める。 
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【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 

 

 指標名 指標の説明

 
地場産食材使用率

給食における射水市産食材及び富山県内産食材の使用率　

（金額ベース）

 基準年度 

(令和4年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 射水市産14.5％ 

富山県産39.3％
増加

射水市産 14.9％ 

富山県産 40.6％

射水市産14.6％ 

富山県産39.6％

射水市産0.3％ 

富山県産1.0％

 ＊13　エピペン 
アナフィラキシー（アレルギー反応による消化器症状や呼吸器症状が複数同時にかつ急激に出現する状態）の進

行を一時的に緩和し、ショック症状への進展を防ぐため、医師による治療を受けるまでの間に用いる補助治療薬。薬

液と注射液が内蔵されたペン型の注射器や携帯用ケース等がセットになった、注射用キットのこと。
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ア 相談、支援体制の充実 

【取組の基本方向】 

・障害の有無にかかわらず、児童生徒が可能な限り共に学び、一人ひとりが自分に合った

教育を受ける環境を整える「インクルーシブ教育」を推進します。 

・特別な教育的ニーズのある子どもの通常の学級や通級指導教室による指導、特別支援学

級など「連続性のある多様な学びの場」を整備します。 

・教員の専門性の指導力向上を図り、障害のある子どもに合った多様な指導法や支援体制

を充実するとともに、適切な合理的配慮を提供します。 

 

【主な取組状況】 

・ 特別支援教育に携わる教員の資質と専門性の向上を図り、障害やインクルーシブ教育に

係る理解を深めるため、個に応じた適切な指導方法、教育相談の方法等に関する研修会

を計画的に実施した。 

・ 児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な指導・支援の実施に向け、特別支援

学級の開級や通級指導教室の開設を行うとともに、児童生徒の見守り・支援を行う学習

サポーターを配置し、環境整備や支援体制の充実に努めた。 

・教育現場での豊富な経験をもち、特別支援教育に関して専門性の高い専任の職員を学校

教育課に配置し、市全体の特別支援教育の充実を図った。 

・定期的に 保育園、幼稚園等を訪問（年２回）するとともに、地区相談会（年９回）、就学

相談会（年１回）を計画的に開催し、継続的できめ細かな就学相談に努めた。 

 

 基本的施策（３）特別支援教育の充実 

 
【施策の方向性】 

特別な支援が必要な子どもに個別最適な学びの機会を確保するとともに、一人ひとりが能

力・可能性を最大限に伸ばし、自立して社会参加できるよう、環境整備と支援体制の充実を

図ります。

 
【評  　価】 順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　相談、支援体制の充実 

　・教員の特別支援教育に係る理解の促進 

　・特別支援教育研修会の開催 

　・学習サポーター(*1)の配置 

　・特別支援学級の開（閉）級及び通級指導教室(*2)の開設の推進 

　・特別支援教育の専任職員の教育委員会への継続配置 

　　・保護者との就学・教育相談の実施

 イ　関係機関との連携強化 

　・「小学校への連絡カード」の活用による幼保小の連携強化 

　・個別の教育支援計画を活用した支援や指導 

　・射水市民病院「子どものこころの外来(*3)」との連携 

　・市医療的ケア運営協議会での支援体制の協議及び支援の実施 

　・関係機関によるケース会議の開催
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  　【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　・相談、支援体制を充実したことにより、教員の資質と専門性の向上を図ることができた

が、研修等で高めた専門性を十分に発揮することができず担当教員が交代となることが多

い。また、特別な支援を必要とする子どもや外国籍児童生徒の教育的ニーズが多様化して

いるため、校内の支援体制づくりや担当教員の資質向上が追いつかない。今後も、学校の

実情に応じ、人的、物的資源の整備に努める。 

 

【指標に対する進捗状況】 

　（用語解説） 

イ 関係機関との連携強化 

【取組の基本方向】 

・保健、医療、福祉、保育、教育等の関係機関との連携を深めながら、早期からの教育相

談・支援の充実を図ります。 

 

【主な取組状況】 

・「小学校への連絡カード」を活用し幼稚園・保育園で行われている支援を小学校へ引き

継ぐとともに、個別の教育支援計画を小→中→高へと引き継ぎ、適切な支援や指導が滑

らかに行われるように保護者と連携し支援につなげた。 

・ 子どもの受診を望む保護者とその在籍校を、射水市民病院「子どものこころの外来」の

医師や心理士とつなぎ、心の問題や発達障害などを抱える児童生徒の早期受診を図った。 

・ 医療的ケアが必要な児童が在籍する学校に看護師を配置し、医療的ケア安全委員会を開

催して円滑にケアが行われるよう体制を整えた。 

・ 要支援児童生徒に関わる学校関係者、県スクールソーシャルワーカー、主治医、心理士、

放課後デイサービス事業所職員等が出席してケース会議を開催し、当該児童生徒への適

切な支援について協議を行った。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・連絡カードの活用による幼保小の連携や、個別の教育指導計画等の引き継ぎ等、縦の円

滑な接続が実現できるようになった。引き続き、連続的なプロセスを促進するため、関

係機関の連携に努める。 

 指標名 指標の説明

 特別支援学級の担任を経験

した教員の割合

採用後10年未満の各小・中学校教員のうち特別支援学級担任

経験のある教員の割合

 基準年度 

(令和5年度)

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
17.0％ 30.0％ 19.2% 17.0％ 2.2％

 ＊1　学習サポーター 
特別な支援を必要とする児童生徒や学習の理解に時間を要する児童生徒、集中して授業に取り組むことのできな

い児童生徒の学習支援を行う者

 ＊2　通級指導教室 
大部分の授業を在籍する通常の学級で受けながら、一部の時間で障害に応じた特別な指導を受けることができる

教室
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・ 要支援児童生徒の状態や変化に対し、各関係機関との連携を密にして組織的にきめ細か

な対応を行うことにより、本人、保護者の教育的ニーズに応えることができ、本人が困

り感なく安心して学校生活を送ることができるケースが増えてきている。 

・ 今後、新たな「幼保小の架け橋プログラム」の作成に向けて幼保小の交流活動を計画す

るとともに、職員の合同研修会を開催して、より効果的で円滑な支援を目指していきた

い。 

 

（用語解説） 

 

 

 

 

 ＊3　子どものこころの外来 
富山県が令和４年度から心の問題や発達障害がある子どもへの医療体制の拡充として開始した「サテライト診療」

の一環として射水市民病院で開設したもの
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ア ふるさと射水への愛着を育む教育の充実 

【取組の基本方向】 

・書物やインターネットから知識として学ぶ「ふるさと学習」だけでなく、子どもたちが

地域等に出向き、発達段階に応じた「見る・聞く・体験するふるさと学習」を推進しま

す。また、地域や多様な企業の人材等との交流を図り、郷土愛を育みながら、これから

の自らの人生を主体的に切り拓いていく力を育成します。 

 

【主な取組状況】 

・総合的な学習の時間や社会科の学習等において、副読本「わたしたちの射水」「ふるさと

射水」を活用し、地域の自然や産業、歴史を学ぶと同時に、地域人材の活用により、見

たり、聞いたり、体験したりして「ふるさと」の魅力や課題について学び、ふるさと学

習の推進を図った。 

・中学生を対象とした、社会に学ぶ「１４歳の挑戦」(*1)、いみず鳳雛きらめき塾(*2)、

いみず夢づくり授業(*3)を、また、小学生を対象とした「射水市子ども議会体験プログ

ラム」(*4)を実施し、交流・体験活動の推進を図った。 

 

　中学生対象事業 

 基本的施策（４）郷土愛を育む教育の充実

 
【施策の方向性】 

地域の多様な人材とのふれあいや様々な体験等を通して、学ぶ喜びや充実感を味わいなが

ら、ふるさといみずへの誇りと愛着を養うとともに、心豊かな人間性・社会性を育みます。

 
【評  　価】 順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　ふるさと射水への愛着を育む教育の充実 

　・ふるさと学習の推進 

　・交流・体験活動の推進

 イ　環境教育等、持続可能な社会を目指す教育の推進 

　・総合的な学習の時間等における持続可能な社会実現に向けた取組の実施

 事業名 実施内容

 社会に学ぶ「１４歳の挑戦」 全中学校２年生が、市内事業所での職場体験活動やボラ

ンティア活動に取り組んだ。

 いみず鳳雛きらめき塾 

（参加者） 

新湊南部中学校2名 

　射北中学校2名 

　大門中学校2名

実施日　令和６年８月２１日（水）～２２日（木） 

テーマ　「違いを感じる」 

講　師  石浦　弘幸　サントリーホールディングス㈱ 

クリエイティブディレクター 

　　　　立川　透  　eスポーツで活躍する若手プロゲーマー 

　　　　青井　茂　  ㈱アトム　代表取締役社長　　

 いみず夢づくり授業 

（実施校） 

　新湊中学校 

　新湊南部中学校

実施日　令和７年２月６日（木）１４日（金） 

演　題　皆さんの夢って何ですか？ 

　　　　～失敗から学ぶしくじり先生～ 

講　師　中谷　幸葉　一般社団法人とやまのめ　代表理事
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　小学生対象事業 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・ふるさと学習を通して、自分たちの住んでいる地域の歴史や伝統、文化、自然への理解

が深まると同時に、地域の課題についても気づくことができた。今後も、ふるさと射水

への愛着や誇りをもてるようふるさと学習の推進に取り組む。また、コミュニティ・ス

クールを活用し、地域の協力を得ながら郷土愛を育む。 

・交流・体験活動を通して、中学生には社会における自分の役割や将来の夢を身近に学ぶ

場を、また小学生には実際の議場において市議会の体験をするという貴重な機会を提供

することができた。今後も、子どもたちが、自分の生き方や社会の在り方を考える機会

として、交流・体験活動を推進する。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 

イ 環境教育等、持続可能な社会を目指す教育の推進 

【取組の基本方向】 

・地球規模の諸課題を自らに関わる問題として主体的に捉え、その解決に向けて自分で考

え、行動する力を身に付けられる持続可能な社会の担い手を育成します。 

・「環境から学ぶ」「環境について学ぶ」「環境のために学ぶ」の３つの視点に沿って環境教

育を推進するとともに、児童生徒一人ひとりが、環境保全やより良い環境の創造のため

に、主体的に行動する態度や資質、能力を育成します。 

 事業名 実施内容

 射水市子ども議会体験 

プログラム

実施日　令和７年１月１４日（火）～２月１３日（木） 

参加者　全小学校６年生　約７４０名

 指標名 指標の説明

 
「地域の行事に参加してい

る」児童生徒の割合

小学６年生、中学３年生全員を対象とした全国学力・学習状況

調査で「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答え

た児童生徒の率

 
基準年度

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校80.8％ 

　中学校59.6％ 

（平成28年度～ 

30 年度平均）

増加
小学校　74.7％ 

中学校　40.5％

小学校　69.9％ 

中学校　47.5％

小学校　4.8％ 

中学校△7.0％

 ＊1　社会に学ぶ「１４歳の挑戦」 
中学２年生が学校を離れ、地域の人々の指導・援助を受けながら、職場体験活動やボランティア活動等に取り組む

事業　

 ＊2　いみず鳳雛きらめき塾 
新しい時代を切り拓くグローバルな人材、世界に羽ばたき将来の射水を担うたくましい人材を育成するため、意欲あ

る中学生（鳳雛）が、日本や世界で活躍している起業家等と交流等を行う事業

 ＊3　いみず夢づくり授業 
本市等にゆかりがあり、様々な分野の第一線で活躍している方を講師として、中学校で講演・授業を行う事業

 ＊４　射水市子ども議会体験プログラム 

小学校６年生が、議場で市議会の仕組や役割を学ぶ事業
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【主な取組状況】 

・児童生徒が自ら考え、行動する力を身に付けられるよう、総合的な学習の時間等、様々

な教科において、ＳＤＧｓ(*4)実現に向けた学習を盛り込み、意識の向上を図った。 

・グリーンカーテンの設置や環境チャレンジ１０事業(*5)への参加など、環境対策の実践

に取り組んだ。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・総合的な学習の時間や環境対策の実践を通して、自分達の身近な暮らしの中で、エネル

ギーの大切さや環境問題を意識し、持続可能な社会の実現を目指すことの大切さを学ん

だ。今後も、社会の加速度的な変化や問題に対応するため、児童生徒が諸課題を自分の

こととして捉え、問題意識を高め合い、解決に向けて行動する力を身に付ける教育を推

進し、ＳＤＧｓの実現に向けて、主体的かつ実践的な学習に取り組む。 
　　 　　  
【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 

 

 

 

 

 指標名 指標の説明

 「地域や社会をよくするた

めに何かしてみたいと思

う」児童生徒の割合

小学6年生、中学3年生全員を対象とした全国学力・学習状況

調査で、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答え

た児童生徒の率

 基準年度 

（令和5年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校81.8％ 

　中学校70.0％
増加

小学校83.1％ 

中学校76.9％

小学校81.8％ 

中学校70.0％

小学校1.3％ 

中学校6.9％

 ＊4　ＳＤＧｓ(Sustainable Development Goals の略称) 
2015 年 9 月の国連サミットで採択された、持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の開発目標であり、17

のゴール、169 のターゲット及び 231 の指標で構成され、2030 年までに「誰一人取り残さない」世界を目指し、個人、団

体、企業、自治体、政府等、様々な立場から取組が進められている。

 ＊5　環境チャレンジ１０事業 
小学校４年生（１０歳）が地球温暖化問題を学び、１０個の目標を決めて家族とともに家庭での対策を実践、自己評

価する取組



27

　　 

ア ＩＣＴを活用した情報活用能力の向上、デジタル・シティズンシップ教育の推進 

【取組の基本方向】 

・児童生徒の発達段階や実態を考慮した学習活動を充実させ、情報活用能力の育成を目指

します。 

・ＩＣＴを適切に活用して社会参加するために必要な知識や能力、責任ある行動規範を身

に付けるデジタル・シティズンシップ教育を推進します。 

 

【主な取組状況】 

・各学校では、学習専用端末を教育活動全般に積極的、効果的に活用する取組を推進する

とともに、実践事例を蓄積・紹介するなどの共有を図った。 

・教員のＩＣＴ活用力の向上を目指し、学習支援ソフト習得研修会やＩＣＴ活用授業研究

研修会等の体験型の選択研修を開催した。また、各学校では、「ＩＣＴスキルスタンダー

ド」を活用し、児童生徒が各学年で身に付けるべきＩＣＴスキルを習得できるように努

めた。 

・家庭での学習進度に応じたＡＩドリルの積極的な活用を奨励するとともに、個別の興

味・関心に応じた探究活動や調査活動に動画教材等を活用する学習の推進を図った。 

・ＩＣＴに関する高い専門性と実践的指導力を有する教員小・中学校各１名を「マイスタ

ー教員」に任命し、市内教員に授業を公開するなど、児童生徒の資質・能力の育成のた

めのＩＣＴ機器の効果的な活用の在り方を提案した。また、ＩＣＴ支援員を各学校に配

置し、授業中の支援や授業づくりの助言に取り組んだ。 

・プログラミング教育に対する理解を深め、実践的指導力を高めるためにプログラミング

研修会を開催した。また、小学校において、「ドローンを活用したプログラミング体験教

 基本的施策（５）国際化、情報化に対応した教育の充実

 
【施策の方向性】 

グローバル化やＡＩ(*1)、ＩｏＴ(*2)等の技術革新などが急速に進展する社会の中で、多

様な価値観をもつ人々と連携、協働しながら、自らの可能性を発揮し未来を切り拓いていく

力を育んでいきます。

 【評  　価】 概ね順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　ＩＣＴ(*3)を活用した情報活用能力の向上、デジタル・シティズンシップ(*4)教育の 

推進 

　・学習専用端末を教育活動全般で積極的、効果的に活用 

　・「ＩＣＴスキルスタンダード(*5)」の活用及び教員のＩＣＴ活用力に応じた選択型・体

験型研修の開催 

　・家庭での学習進度に応じたＡＩドリルや学習教材動画等の活用 

　・ＩＣＴマイスター教員(*6)の任命及びＩＣＴ支援員の配置 

　・プログラミング教育(*7)の推進 

　・デジタル・シティズンシップ教育の推進

 イ　外国語教育の充実 

　・全小・中学校への外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置 

　・小学校への英語専科教員や外国語活動指導員の配置 

　・外国語に慣れ親しむ体験・活動機会の確保
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室」を小学校５クラスで実施した。 

・各学校において、情報社会での行動に責任をもつことや情報を正しく安全に利用するこ

と等についての講習会を行い、情報モラルと人権意識の高揚を図っている。中学校では、

ネット利用に関するルールの見直しを行い、各学校での取組の共有を図った。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・ＩＣＴ支援員が授業中のサポートや授業づくりでの助言のほか、各学校のニーズに応じ

た校内研修を実施しており、こうした取組により授業における学習専用端末の活用が増

えている。児童生徒が授業場面に応じてＩＣＴを活用する姿が見られるようになったが、

授業でＩＣＴ機器を「ほぼ毎日」使用した児童生徒の割合が減少しており、現状の利活

用における分析が必要である。 

・「ドローンを活用したプログラミング体験教室」では、児童のプログラミングに対する

興味・関心を高めることができた。その他、MESH(*8)や micro:bit(*9)を小・中学校へ

の貸し出し可能台数を確保している。しかし、現在使用しているドローンは生産中止の

ため、台数増や更新できない状況となっている。今後のプログラミング教材の整備方針

について検討していく。 

・日常的なＩＣＴ活用は、効果的な教育を生み出すと同時に、児童生徒のＩＣＴスキルを

育むことにつながることを踏まえ、今後も、教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図る研修

を積み重ねるとともに、ＩＣＴ支援員の有効活用等、学校への支援体制の充実を図る。 

・デジタル・シティズンシップ教育を推進したことで、児童生徒の情報モラルと人権意識

の高揚が図られた。今後も、児童生徒がＩＣＴのよりよい使い手となるよう、授業や教

育活動でのＩＣＴ活用の機会を通じて、ＩＣＴの適切な利用の仕方を身に付けさせる。 

  

【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 指標名 指標の説明

 授業でＩＣＴ機器を「ほぼ

毎日」使用した児童生徒の

割合

各小・中学校が全ての児童生徒に実施するアンケートで「ほぼ

毎日」と答えた児童生徒の割合

 
基準年度

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
― 100％

小学校　 9.5％ 

中学校　20.1％

小学校　17.5％ 

中学校　26.8％

小学校△8.0％ 

中学校△6.7％

 ＊1　ＡＩ 
人工知能。人間による知的な作業や判断を、コンピューターによる人工的なシステムにより行えるようにしたもの。

現在、対話型生成ＡＩ（膨大な量の情報から、単語や文章を推測し、統計的にそれらしい応答を生成するもの）が、社会

に急速に普及しつつあることから、教育における活用が議論されている。

 ＊2　ＩｏＴ：（Internet of Things の略称） 
身の回りのあらゆるものをインターネットにつなげることにより、新たなサービスを生み出すもの

 ＊3　ＩＣＴ：（Information and Communication Technology の略称） 
情報技術に通信コミュニケーションの重要性を加味した言葉。情報通信技術

 ＊4　デジタル・シティズンシップ（Digital Citizenship） 

情報技術の利用における適切で責任ある行動規範のこと。
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イ 外国語教育の充実 

【取組の基本方向】 

・教員とＡＬＴが協力して授業を進め、児童生徒の英語への関心を高めます。また、教育

内容の質の向上を目指すとともに、外国語の活用経験の促進とコミュニケーション能力

の伸長を図る取組を行います。 

 

【主な取組状況】 

・小学校では５・６年生の外国語科（英語）にＡＬＴ（外国語指導助手）５名を１５校に

配置し、すべての時間で教員とＡＬＴによるティーム・ティーチングを実施し、ネイテ

ィブな英語に触れる機会を確保するとともに、３・４年生の外国語活動に外国語活動指

導員４名を配置した。また、英語専科教員４名を８校に配置した。 

・中学校英語教育の充実を図るため、引き続き、中学校へＡＬＴ４名を配置した。 

・外国の方との英会話中心のコミュニケーションや体験活動を通じて、児童生徒の英語に

関する興味・関心・理解を高めるともに、異文化理解を深めることを目的に市内小中学

生を対象に「射水市イングリッシュ・キャンプ」を開催した。 

 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・小学校では教員とＡＬＴや外国語活動指導員が、中学校では教員とＡＬＴがティーム・

ティーチングにより工夫しながら授業を実施し、児童生徒の英語に対する興味・関心を

高めることができた。今後は、自ら直接、外国語でコミュニケーションを図れるよう資

質・能力の育成に努めていく。 

・「射水市イングリッシュ・キャンプ」では、異年齢、複数校、自然の家での共同生活とい

った非日常的な環境で、外国籍の指導員から指導を受けることで、児童生徒が外国語に

慣れ親しみ、コミュニケーション能力を養う体験や活動ができる機会を提供することが

できた。継続的な実施が効果的と考え、今後も事業の継続実施に努めていく。 

 

 

 

 ＊5　ＩＣＴスキルスタンダード 

学習専用端末の操作に関する知識や技術について、児童生徒が発達段階に応じて、それぞれの学年で身に付けさ

せるスキルを表したもの

 ＊6　ＩＣＴマイスター教員 

ＩＣＴに関する高い専門性と実践的指導力を有し、児童生徒のために優れた教育活動を実践している教員であり、そ

の優れた実践的指導力等を市内のほかの教員に伝授するように任命された者

 ＊7　プログラミング教育 

ねらい達成の道筋を論理的に考えていく力「プログラミング的思考」を育成すること

 ＊8　ＭＥＳＨ：（Make, Experience, Share の略称） 
身近なものとセンサーやスイッチなどの機能を組み合わせ、プログラミングすることで、アイディアを形にできる 

ツール

 ＊9　micro:bit 
子どもがプログラミングを学ぶために作られた小さなコンピューター。絵を使ってプログラムを作ることができ、ＬＥＤ

やボタン、センサーを利用した様々なことができる。
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【指標に対する進捗状況】 

 

 

 

 

 指標名 指標の説明

 中学校 3 年生でＣＥＦＲ　

Ａ1 レベルの英語力を有す

る生徒の割合

中学 3年生で語学のコミュニケーション能力別のレベルを示

す国際標準規格ＣＥＦＲ　Ａ1レベル（実用英語技能検定3級

程度）以上の英語力を有する生徒の割合

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
61.0％ 増加 77.0％ 63.1％ 13.9％
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ア 学校施設・設備の計画的な整備 

【取組の基本方向】 

　　　・安全・安心な教育環境を確保しつつ、学習専用端末等を活かした新しい時代の学びに対

応するため、教育環境の向上と学校施設の老朽化対策の一体的な整備を計画的・効率的

に推進します。 

 

【主な取組状況】 

主な事業として、以下の工事等を実施した。 

（小学校） 

・太閤山小学校放送卓更新工事（令和５年度からの繰越） 

・（仮称）射水市立放生津・新湊統合小学校改修工事設計業務委託 

（令和５年度からの繰越） 

・放生津小学校改修工事（令和７年度へ繰越） 

・片口小学校プール改築工事（令和５年度からの繰越） 

・片口小学校駐車場整備工事 

・中太閤山小学校プール改築工事（令和５年度からの繰越） 

（中学校） 

・新湊南部中学校空調設備改修工事（令和５年度からの繰越） 

・小杉中学校放送卓更新工事（令和５年度からの繰越） 

・継続費：大門中学校部室等改築工事（令和５年度からの繰越） 

・継続費：大門中学校グラウンド（400mトラック改修）改修工事 

（令和５年度からの継続） 

 基本的施策（６）教育環境の整備

 
【施策の方向性】 

子どもたちの安全・安心な学びを確保するため、計画的な施設等の老朽化対策や学校にお

ける安全教育を推進するとともに、学校の在り方について検討を進め、望ましい教育環境の

実現に努めます。

 
【評  　価】 順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　学校施設・設備の計画的な整備 

　・計画的な学校施設・設備の老朽化対策工事の実施 

　・老朽化対策工事にあわせた機能強化の推進及び教育環境の向上　

 イ　児童生徒の安全確保のための取組の推進 

　・安全教育の推進 

　・安全に関する情報の共有 

　・通学路の安全確保

 ウ　学校の適正規模・適正配置を踏まえた望ましい教育環境の推進 

　・放生津小学校・新湊小学校の新設統合 
　・地域や保護者への情報共有・共通理解の推進

 エ　環境にやさしい学校施設の整備 

　・環境に考慮した施設等改修工事の実施
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・継続費：大門中学校グラウンド（ハンドボールコート）改修工事 

・継続費：大門中学校グラウンド（野球場）改修工事（令和７年度へ繰越） 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・国庫補助事業の採択を受け小・中学校の改修等の工事に取り組み、教育環境の改善を図

った。今後も公共施設個別施設計画に沿い、老朽化が著しい学校施設の大規模改修工事

及び長寿命化改良工事を計画的に実施する。 

・建築資材価格等の高騰に伴い、整備費が当初計画よりも上振れする可能性が懸念される

ため、今後、学校施設のバリアフリー化や省エネ等など環境に配慮した施設設備を目指

しつつ、改修内容の見直しなど費用低減に努める必要がある。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

イ 児童生徒の安全確保のための取組の推進 

【取組の基本方向】 

・児童生徒の危険回避能力を向上させるための安全教育を推進するとともに、防災訓練や

不審者に備えた訓練等の充実を図ります。 

・学校や家庭、地域と連携した安全体制づくりを推進します。 

・各学校における通学路の危険箇所の把握及び関係機関と合同点検を実施し、通学の安全

に向けた環境づくりを推進します。 

 

【主な取組状況】 

・小・中学校や幼稚園では、在校（園）時及び登下校時の火災や地震、津波、風水害及び

不審者等に備えた避難誘導訓練を実施した。また、包括連携協定を締結した民間事業者

の支援により、より体験的な防災学習や交通安全教室を行った。 

・不審者情報やクマ、イノシシ、カモシカ等の出没情報、台風や大雪による学校休業等の

情報については、警察などの関係機関や市担当課と連携しながら、教育・安全情報リア

ルタイム共有システム (通称：あんしんメール)(*1) で、家庭や地域に情報を発信し、

事故等の未然防止に努めた。 

・射水市通学路交通安全プログラムに基づき、通学路の危険箇所（交通・防犯など）につ

いて市内小・中学校から情報提供（新規２０箇所）を受け、関係機関と連携して、現地

確認を含めた通学路の合同点検を行い、安全対策の実施や対策実施に向けて検討を行う

など、通学路の安全確保に努めた。 

・見守り隊、安全パトロール隊、ＰＴＡ等の地域住民による見守り活動を行った。 

 指標名 指標の説明

 
学校施設のバリアフリー化

の整備

文部科学省が示す「公立小中学校等施設のバリアフリー化に

関する整備目標」に掲げられた対象（車椅子使用者用トイレ、

スロープ等による段差解消、エレベーター）の整備率

 基準年度 

（令和5年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校 86.7％ 

中学校100.0％
100％

小学校 86.7％ 

中学校 100.0％

小学校 86.7％ 

中学校100.0％

小学校 0％ 

中学校 0％
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　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・小・中学校や幼稚園では、避難誘導訓練を複数回にわたり実施し、児童生徒等それぞれ

の成長段階に応じた適切な避難時の対応を身に付けることができた。今後も、効果的な

訓練を実施していく。 

・あんしんメールを活用し、速やかに危険等について情報発信することができた。引き続

き、緊急情報について児童生徒の安全のため適切に活用していく。 

・通学路の合同点検を行い、対策について関係機関と情報共有し、その内容を市ホームペ

ージにて公表するなど、児童生徒が安全に安心して通学する環境を整えることができた。

引き続き、通学の安全に向けた環境づくりを推進するため、通学路の危険箇所の把握及

び合同点検を実施していく。 

・地域住民による見守り活動が、児童生徒の事故や事件の未然防止につながっていること

から、引き続き支援体制の強化に努める。 

 

（用語解説） 

 

ウ 学校の適正規模・適正配置を踏まえた望ましい教育環境の推進 

【取組の基本方向】 

　　　・児童生徒が、集団の中で多様な考えに触れながら、資質や能力を伸ばすことができる教

育環境を確保するため、引き続き、児童生徒数や学級数の動向を注視し、地域の実情を

踏まえながら、学校の在り方について検討します。 

 

【主な取組状況】 

・放生津小学校と新湊小学校の児童数に著しい減少が見込まれるため、両校の新設統合を

進める統合準備会で協議を重ね、令和７年４月の開校を決定した。　 

　児童生徒数について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月１日現在 

・複式学級が見込まれる地域に、児童生徒数の将来の見込みや教育上の課題について等の

説明を行った。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・放生津小学校と新湊小学校の新設統合については、統合準備会での協議を経て、令和７

年４月の開校を決定したが、児童数については今後も減少傾向が見込まれるため、教育

上の課題について引き続き検討をしていく必要がある。 

 

 ＊1  教育・安全情報リアルタイム共有システム（通称：あんしんメール） 

学校と家庭、地域が情報を共有し、連携・協力して児童生徒の健全育成を図るため、教育・安全に関する情

報を各校から利用登録している保護者や地域の関係者へ電子メールで配信するもの

 学校区分 令和6年 令和13年（見込） 増減率

 全小学校 4,419人 3,603人 △18.4％

 全中学校 2,344人 2,134人 △8.9％

 （参考） 

放生津小学校 

＋新湊小学校

 

327 人

 

204 人

 

△37.6％
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・少子高齢化と人口減少の進行により、児童数の減少、学校の小規模校化や複式学級化が

進むことが見込まれる。子ども達にとって望ましい教育環境の実現のため、教育上の課

題や地域の実情を踏まえながら、地域住民やＰＴＡ等の方々とともに、学校の在り方に

ついて検討していく。 

 

エ 環境にやさしい学校施設の整備 

【取組の基本方向】 

・持続可能な社会を実現するため、施設改修時には、環境に考慮した材料等を取り入れる

など、省エネルギー対策を推進します。 

 

【主な取組状況】 

・学校大規模改修工事の実施の合わせて、耐久性に優れた材料等への切り替え、照明のＬ

ＥＤ化、断熱、日射遮蔽等の省エネ対策など環境に配慮した工事を行った。 

・学校大規模改修工事の実施校以外においても、照明のＬＥＤ化や節水機の設置を図った。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・照明のＬＥＤ設置校は、小学校７校、中学校全校となった。一定の効果が見られており、

今後も学校大規模改修工事の実施に合わせて、照明のＬＥＤ化を行う。 

・児童生徒の学習環境の改善、維持管理費用の低減等の省エネ対策を推進した。持続可能

な社会を実現するため、施設改修等に当たっては、環境に配慮した材料等を取り入れる

など、引き続き省エネルギー対策に取り組む。 
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ア コミュニティ・スクール等による地域とともにある学校づくりの推進 

【取組の基本方向】 

・学校や家庭、地域等が連携し、それぞれの役割と責任を自覚しつつ、地域全体で子ども

を育む教育環境づくりを推進します。 

 

【主な取組状況】 

・令和６年４月に市内全小・中学校に学校運営協議会を設置し、運営協議会の進め方を研

修会等で周知した。 

・全小・中学校に学校支援コーディネーターを委嘱し、学校支援ネットワークの構築に向

けて取組を支援した。学校支援ボランティアを募集し、活動を開始する学校もあった。 

・地域住民への浸透を図るため、市広報とケーブルテレビにおいて広報活動を行った。ま

た、活動状況等をまとめたコミスクだよりを発行し、活動の周知に努めた。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・「地域とともにある学校づくり」を推進するため、学校運営協議会での熟議をすすめた

ことにより、教育活動への理解が深まり、地域の力を学校運営に生かすことができた。 

・学校支援ボランティアによる学校支援ネットワークの活動の具体化を図るため、学校と

地域をつなぐ学校支援コーディネーターの合同研修会、意見交換会等を開催して、ネッ

トワークを広げていく。 

 

 

 

 基本的施策（７）信頼される教育の推進

 
【施策の方向性】 

優れた教育理念や指導技術を伝承し、新たな教育的課題に適切に対応できる実践的指導力

をもった教員の育成に努めるとともに、学校運営に地域の声を生かし、地域と一体となった

学校づくりを進めます。

 
【評  　価】 順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　コミュニティ・スクール(*1)等による地域とともにある学校づくりの推進 

・コミュニティ・スクールの導入 

　・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動(*2)との一体的な推進

 イ　教員の資質能力の向上 

・新規採用教員研修会、若手教員研修会、中堅教諭研修会の開催 

　・「富山県公立学校の教員等の資質向上のための指標(*3)」の活用 

　・マイスター教員(*4)の任命と市内教員への伝授及び同僚性を生かした教員の学び 

合いの推進 

　　・ストレスチェックの実施による教職員の働きやすい職場環境の形成　

 ウ　スマートスクール(*5)の推進 

　・統合型校務支援システム(*6)の整備 

　・学習支援システム等との連携
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【指標に対する進捗状況】 

　 

（用語解説） 

 

イ 教員の資質能力の向上 

【取組の基本方向】 

　　　・優れた教育理念や指導技術の伝承、教員研修の充実により、新たな教育的課題に適切に

対応できる実践的指導力をもった教員の育成に努めます。 

　　　・教職員の心身の安定を図り、健全に児童生徒と向き合える環境の整備に努めます。 

 

【主な取組状況】 

・教員のキャリアに応じて求められる資質を向上させるために、リラクゼーションの手法、

対人関係ゲーム等を学ぶとともに、意欲や資質の向上を図る「新規採用教員研修会」、マ

イスター教員等の公開授業や学校訪問研修を活用した授業参観・協議会を通して、学習

指導の改善充実を図る「若手教員研修会」、ミドルリーダーとしての役割や資質・能力の

理解を深め、学校運営に参画する意識を高める「ミドルリーダー研修会」を開催した。 

・「富山県公立学校の教員等の資質向上のための指標」を手がかりに、教員一人ひとりが

自らのキャリアステージを自覚し、自分に必要な研修を受講できるように、各種教職員

研修を開催した。 

・高い専門性と指導力を有し、優れた教育活動を実践している教員１１名を「マイスター

教員」に任命し、授業公開を通してその優れた実践を広く市内の教員に伝授した。 

　　小学校６名：教科等２名、特別支援教育１名、ＩＣＴ１名、ＧＩＧＡ２名 

　　中学校５名：教科等１名、特別支援教育１名、ＩＣＴ１名、ＧＩＧＡ２名 

・公立学校共済組合が実施する「心の健康チェック事業」を利用し、教職員に対してスト

レスチェックを実施した。ストレスチェックの結果に基づき、各校にメンタルヘルス訪

問相談事業を案内し、メンタルヘルスについてのレクチャーや個人面談を受けるよう促

した。 

 

 

 指標名 指標の説明

 コミュニティ・スクールの

設置数
各小・中学校のコミュニティ・スクール設置校数

 基準年度 

（令和5年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
0校 21校 21校 0校 21校

 ＊1　コミュニティ・スクール 
保護者や地域住民などが学校運営に参画する「学校運営協議会」制度により、地域の力を学校運営に生かす「地域

とともにある学校づくり」を推進する仕組み

 ＊2　地域学校協働活動 
地域の高齢者、成人、学生、保護者、PTA、NPO、民間企業、団体・機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、地

域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパ

ートナーとして連携・協働して行う様々な活動



37

参考：採用年度（年次）で対象とした教職員研修 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・本市では、教員経験年数が１１年以下の教員が約半数を占めており、優れた教育理念や

指導技術の伝承が課題として挙げられる。 

・マイスター教員等の公開授業や学校訪問研修を活用した授業参観を中心に据えて、実践

的指導力の向上を推進することができた。 

・今後も教員のキャリアに応じて求められる資質を身に付ける研修会を開催するとともに、

日常的に指導力向上のための教員同士の学び合いを推進し、同僚性を高める。 

・ストレスチェックは、90.2％の回答率で、公立学校共済組合全体の83.5％と比較しても

高く、市内教職員の心の健康状態についてほぼ把握することができた。高ストレス者の

割合については、組合全体よりも低い結果であった。今後も市内の傾向や高ストレスの

要因を捉え、教職員の職場環境改善につなげていく。 

 

【指標に対する進捗状況】 

  

（用語解説） 

 

ウ スマートスクールの推進 

【取組の基本方向】 

・教職員業務に関するシステム整備を更に推進するとともに、統合型校務支援システム

(*6)と学習支援システム等のデータを一体的に活用する等、教員の働き方改革や資質能

力を向上させる環境づくりを進めます。 

 

 研修会名 対象者 人数 研修会名 対象者 人数

 新規採用教員研修会 新規採用教員 19名 プログラミング研修会 小学校３年次教員等 17名

 学習支援ソフト習得研集会 新規採用教員等 27名 ミドルリーダー研修会 平成28年度採用教員 8名

 ＷＥＢＱＵ活用研修会 ２年次教員等 延53名 授業力向上研修会 令和3年度採用教員 延34名

 射水市内地域巡り研修会 新規採用教員等 23名 4年次・9年次マッチアップ研修会 平成28・令和3年度採用教員 延45名

 指標名 指標の説明

 
マイスター教員の任命 マイスター教員を経験した教員数

 基準年度 

（令和5年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 小学校56名 

中学校46名 

計102名

小学校60名 

中学校50名 

計110名

小学校 59 名 

中学校 48 名 

計 107名

小学校56名 

中学校46名 

計102名

小学校 3 名 

中学校 2 名 

計 5 名

 ＊3　富山県公立学校の教員等の資質向上のための指標（令和 5 年 10 月改訂） 
教員としての職責、経験、適性に応じて資質の向上を図る際の目安として、更に高度な段階を目指す手がかりとして

策定されたもの

 ＊4　マイスター教員 
本市教員の中から、高い専門性と実践的指導力を有し、児童生徒のために優れた教育活動を実践している教員で

あり、その優れた実践的指導力等を市内の他の教員に伝授するよう任命された者
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【主な取組状況】 

・統合型校務支援システムを継続して利用することで校務の効率化・負担軽減を図るとと

もに、更なる業務支援を検討するため、「ＡＩ採点システム」及び「多言語対応WEB連

絡帳システム」のトライアルを実施した。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・「ＡＩ採点システム」及び「多言語対応WEB連絡帳システム」のトライアルにより、教員

の業務の品質向上や負担軽減が見込めることを確認することができ、次年度に本格導入

していく。 

・整備後５年が経過する統合型校務支援システムについて、令和８年度の更新に向けた検

討を進めていく。 

 

（用語解説） 

 

 

 

 

 ＊5　スマートスクール 

校務系と学習系のシステムが保有するデータを連携・活用し、学習や生徒指導等の教育の質の向上及び学級や学

校運営の改善等を図るための仕組み

 ＊6　統合型校務支援システム 
教務系（成績処理、出欠管理、時数管理等）、学籍系（指導要録等）、学校事務系などを統合した機能を有している

システム。システムの利用により、校務における業務負担を軽減できることに加え、情報の一元管理及び共有ができ

るメリットがある。
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ア 幼児教育の充実 

【取組の基本方向】 

・園生活や遊びを通じ、信頼する大人や友達と関わり、主体的に学ぶことや自己の力を十

分に発揮し満足感を味わうことで、幼児期に育みたい資質・能力である「知識及び技能の

基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間性等」を培います。 

 

【主な取組状況】 

・子どもの主体的な活動を通し、多様な経験・体験を保障できるカリキュラムを編成し実

践・検証しながら、子どもが好奇心や探究心をもって関われる環境づくりを推進した。ま

た、集団生活を通して気持ちや行動の調整、粘り強さ等の非認知能力を育みながら、子ど

も一人ひとりの望ましい発達を促すため子どもとの関わり方や指導方法を工夫・改善し

た。 

・地域ボランティアや高齢者との交流を取り入れた「ふれあい農園づくり」「１００歳体操」

「お茶教室」など自然体験や文化交流・異年齢間交流事業を積極的に実施するなど、幼児

教育の環境づくりを充実した。また、保護者にもその大切さを伝え、家庭での子育てにも

取り入れてもらうため、子どもたちが経験を通して様々な事を学ぶ様子の写真等を発信

した。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・身近な地域社会とのかかわりの希薄化や自然体験の機会の減少が課題となっていること

から、地域間交流を図り、様々な経験と体験の機会を設けたことで、子どもの好奇心や

 基本的施策（８）幼児教育の推進

 【施策の方向性】 

幼児期は、心情・意欲・態度・基本的生活習慣等、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重

要な時期です。この時期に身近な大人たちからの深い愛情のもと主体的な遊びを通して様々

な出会い、関わりあいを経験し、自己肯定感を高め、生きる力の基礎を培うことが大切です。

幼児教育の内容の改善・充実を図るとともに、学校及び地域と連携し、幼児教育の質の向上

を図るための取組を進めます。

 
【評  　価】 概ね順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　幼児教育の充実 

　・幼児期の特性を踏まえた教育の推進　　

 イ　幼保小連携の推進 

　・幼保小の交流活動及び職員同士の相互連携 

　・幼保から小学校への指導要録及び連絡カード送付による情報共有 

　・幼保小接続カリキュラム

 ウ　教員等の資質能力の向上 

　・幼保小の教員等の教育・保育活動の意見交換 

　・幼児教育施設訪問研修(*1)の参加 

　・各種県内外研修への参加

 エ　認定こども園の設置・推進 

　・教育・保育提供区域(*2)の状況を考慮した幼保連携型認定こども園(*3)への移行・設置
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探究心を培うことができた。今後は、地域ボランティア等地域社会の教育力を活用する

だけでなく、保育園や幼稚園、認定こども園等（以下、教育・保育施設という）が積極

的に地域の行事に参加したり、七夕まつりや読み聞かせ等園のイベントに地域の方をま

きこんで地域社会とのふれあいの拠点となるなど地域社会の教育力を高める役割を担

うことで、地域社会と教育・保育施設との双方向のネットワークを形成していく必要が

ある。 

 

イ 幼保小連携の推進 

　【取組の基本方向】 

・幼児期から小学校の児童期への円滑な接続のため、幼保小の交流活動においては、でき

る限り内容の充実を図り、学びのつながりを意識した指導方法や環境づくりを推進しま

す。 

 

【主な取組状況】 

・小学校教育へ安心して接続できるよう、教育・保育施設と小学校が互いに連携し、その

地域性や特性等を考慮しながら、学校行事見学や学校探検等を行った。また、特別な支

援が必要な幼児と保護者には学校生活を見学する機会を設けた。 

・子どもの学びや生活の基盤を育むためには架け橋期（義務教育開始前後の５歳児から小

学校１年生の２年間）にふさわしい主体的かつ対話的で深い学びの実現が重要との認識

の基に、小学校に入学するまでに子どもたちが身につけてほしい能力や資質の目安を示

した「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を参考に、教育・保育施設と小学

校間において、各園・校の年間カリキュラムを持ち寄り、育ちの確認を行った。 

・教育・保育施設から小学校へ要録（幼稚園幼児指導要録、保育所児童保育要録、幼保連

携型認定こども園園児指導要録）の写しと保護者が記入した「小学校への連絡カード」

を送付し、それらを基に連絡会を開催するなど、幼児の発達状況や支援に関する情報の

共有を図った。 

　　　・教育・保育施設、小学校及び市担当課の担当者で協議会を開催し、射水市幼児教育・小

学校教育接続ロードマップを作成した。また、取組の一つである架け橋期カリキュラム

作成について担当者間で協議した。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・年間カリキュラムを持ち寄った話し合いでは、就学時に環境に馴染めず授業中に集中で

きない児童の現状について討議し、保育を小学校教育の準備期間としてとらえるのでは

なく、子どもの安心感や居心地の良さを大前提に対応することや学びの連続性を確認で

きる架け橋期カリキュラムの必要性について共通理解した。  

・小学校教員や保育士等の子どもに関わる大人が立場の違いを超えて自分事として子ども

一人ひとりの多様性に配慮し連携・協働していくことが課題となっている。今後は、幼

児期から児童期への教育の流れを意識して幼児教育における教育内容や方法を充実す

るための小学校教員と保育士等の合同研修会の開催が必要である。 
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【指標に対する進捗状況】 

 

ウ 教員等の資質能力の向上 

　 【取組の基本方向】 

　　　・幼児教育に関する知識、専門性を高め、教員等のスキルアップを図るとともに、施設の

実情に応じた教育課程の編成、指導内容の創意工夫など質の高い教育・保育の提供に取

り組みます。 

 

【主な取組状況】 

   　 ・市内７か所の教育・保育施設において幼児教育施設訪問研修を受講した。 

　　　・幼児教育の専門性を高めるため、「東海北陸保育研究大会」等県内外の研修会に参加し

た。 

　　　・誰一人取り残されず全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現を目指し、「特別な配

慮を要する児へのかかわりを通して」「外国にルーツをもつ児や保護者へのかかわりの

中から」等必要課題の解決を目指した射水市主催の研修を年間４回実施した。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・幼児教育施設訪問研修では、保育者が子どもと関わる姿を基に幼児教育スーパーバイザ

ー等から助言を受け、子どもの育ちに関する多面的な気づきや課題を明確にし、個々の

レベルアップを図ることができた。開催園の小学校区にある他の園や小学校にも参加を

要請し、ともに研修することで幼保小の教員等がそれぞれの立場から、自らの保育観や

指導観を発言し意見交換を行い小学校への滑らかな接続の在り方や、学びの連続性につ

いて共有できた。 

・県内外の研修会で学んだ全国の幼児教育の事例や課題、具体的な実践内容を、各園に持

ち帰り共有・実践することで、保育士等のスキルアップや幼児教育の内容改善・充実に

つなげることができた。 

・射水市主催の「特別な配慮を要する児へのかかわりを通して」「外国にルーツをもつ児

や保護者へのかかわりの中から」等の研修を通し、保育者自身の考え方や、これまでの

 指標名 指標の説明

 

幼保小の連携を行った幼稚

園、保育園等の割合

幼児期から児童期への円滑な接続のため、幼児と小学生との

交流や支援が必要な幼児と保護者に学校生活を見学してもら

うなどの取組を実施している幼稚園、保育園等の割合 

 

【対象施設】 

市立・私立保育園(16施設、八幡保育園除く)、認定こども園

(11施設)、幼稚園   (1施設) 

 

【取組内容の例】 

・幼児と小学生による交流 

・保育者と小学校教諭等間の情報交換、相互参加などの交流活動

 
基準年度

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
― 80％以上 93％ 52％ 41％
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「当たり前」の価値感が変化し、子ども達の多様性を尊重した丁寧なかかわりができる

ようになった。 

・今後は研修内容の情報交換を行い、合同研修会の開催や、公開授業や公開保育の機会を

利用して、相互理解を深めていく必要がある。 

・幼児教育の内容等に関する自己評価で自覚した課題等の解決に向け、組織的に対応する

ことを目的とし、園内研修の充実に加え、富山県幼児教育センターの訪問研修の活用、

管理職、監督職、中堅職、新任保育士等のキャリアステージに応じた研修を通じ、個々

のスキルアップ、ひいては市全体のボトムアップに引き続き取り組む。 

 

（用語解説） 

 

エ 認定こども園の設置・推進 

【取組の基本方向】 

　　　・保護者の教育・保育ニーズが多様化している中、そのニーズに対応するため、幼稚園・

保育園の認定こども園への移行を推進します。 

 

【主な取組状況】 

・教育・保育提供区域の状況を考慮しながら、幼保連携型認定こども園の設置を推進して

いる。 

・認定こども園未移行園に意向調査を実施した。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・認定こども園への移行に関心を持っている園があることが分かった。移行に関する相

談・問合せへの対応や、申し出があれば移行の手続きを進めていく。 

・市立幼稚園の入園児童数は年々減少していることなどから、市立幼稚園の在り方につい

て協議を進める必要がる。 

 

（用語解説） 

 

 ＊1　幼児教育施設訪問研修 
富山県幼児教育センターの事業。幼児教育スーパーバイザー・幼児教育アドバイザー、幼児教育推進リーダーが

幼児教育施設を訪問し、実践における子どもの具体的な姿や保育者の関わりを基に、園内研修において教育要領・

保育指針等を踏まえたアドバイスを行うことで、保育の質の向上や園内研修の充実を図る目的で行われる。

 ＊2　教育・保育提供区域 
地理的条件・人口・交通事情などを総合的に勘案し、保護者や子どもが居宅より容易に移動することが可能な区域

として、地域の実情に応じて定めるもの。本市では、子ども・子育て支援事業計画において、北西地区（新湊中学校・

新湊南部中学校区）、北東地区（射北中学校区）、南西地区（大門中学校区）、南東地区（小杉中学校・小杉南中学校

区）の 4 つの教育・保育提供区域を設定している。

 ＊3　幼保連携型認定こども園 
幼稚園機能と保育所機能の両方の機能をあわせもつ単一の施設として、就学前の子どもに教育・保育を一体と捉

え、幼児教育と保育を一貫して提供し、また、地域の全ての子育て家庭を対象に、子育て不安に対応した相談活動や

親子の集いの場の提供などの子育て支援を行う機能をもった施設
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ア あたたかな家庭環境づくりの啓発 

【取組の基本方向】 

　　　・「家族いっしょに　食事　おしゃべり　お手伝い」の３つのポイントを通じて、子ども

にとって家庭が安心できる居場所となるよう働きかけます。 

 

【主な取組状況】 

　　　・テレビ広報いみずやコミュニティバスのデジタルサイネージ等を利用し、これまで作成

した啓発動画等を定期的に発信した。 

　　　・家庭教育リーフレット「あったか家族３つのポイント」を、子育て井戸端会議や親学び

スクールにおいて参加者へ配布するとともに、関係部署の窓口に配置した。  

　　　・アルビス（株）との包括的連携協定事業として、射水市ＬＩＮＥ公式アカウントを友だ

ち登録した市内在住の方を対象に、毎月２５日の「あったか家族の日」に合わせ、アル

ビス７店舗において使用できる割引クーポンを配信した。  

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・ケーブルテレビの視聴者やコミュニティバスの利用者へ定期的に情報を発信することで、

普段、家庭教育に関する情報に触れる機会の少ない方も含めて、取組の普及・啓発を図

ることができた。  
・ＬＩＮＥを活用した「あったか家族応援！」割引クーポンの配信によって、多くの市民

に食を通じた「あったか家族」の啓発を行った。令和７年３月の配信対象者数は１２，

３５１人であり、令和６年度中に１，２９２人増加した。 
　　　・家庭教育リーフレットの配布及び配置により、食生活や家族の絆を考えるきっかけを提

供できた。  

　　　・引き続き、あったか家族応援ダンス動画のほか、応援標語ショートムービーやイメージ

ソング、ミュージックビデオ等を活用し、あったか家族の周知啓発を図っていく。  

　　　　また、あったか家族応援プロジェクトの応援企業や団体等と連携協力しながら家族との

団らんを促進する企画を実施することで協力企業等の拡大につなげていく。 

 

 基本的施策（９）家庭の教育力の向上支援

 【施策の方向性】 

あったか家族(*1)の啓発や親が子育てについて学ぶ場を充実させる等、健やかに子どもを

育てるための活動を支援します。

 
【評  　価】 順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　あたたかな家庭環境づくりの啓発 

　・あったか家族※の周知啓発 

・家庭教育リーフレット「あったか家族３つのポイント」の配布・配置 

　・ＬＩＮＥを活用した「あったか家族応援！」割引クーポン企画の実施 

　・応援プロジェクトにより作成された啓発作品の活用　

 イ　子どもの成長段階に応じた「親学び」への支援 

・いみず親学びスクールの開催（講義型・親子体験型） 

　・子育て井戸端会議の実施 

　・親学び講座の活用・啓発



44

（用語解説） 

イ 子どもの成長段階に応じた「親学び」への支援 

【取組の基本方向】 

　　　・「家庭教育」の重要性の啓発や、発達段階に応じた子どもとの関わり方を学ぶ機会、他

の保護者との交流・ネットワークづくりの機会を提供し、子育てに関する悩みを抱える

保護者を支援します。 

 

【主な取組状況】 

　　　・富山大学地域連携推進機構と連携し「いみず親学びスクール」を年５回開催した。 

　　　　専門的な知識を学ぶ「講義型」の講座を２回、家庭内のコミュニケーション力向上を図 

るため「親子体験型」の講座を３回実施した。 

　　　・就学時健診時を利用した「子育て井戸端会議」を、家庭教育アドバイザー連絡協議会と

共催で、小学校１４校において実施した。  

　　　・「親を学び伝える学習プログラム」を活用した親学び講座(*2)を実施した。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・いみず親学びスクールのアンケート調査では、講義型参加者の９３％が子育ての知識や

ポイント、新しい発見を得ることができたと回答した。また、親子体験型では、親子で

一緒に体験する時間を確保し、コミュニケーションの大切さを再確認できた。　　  

　　　・子育て井戸端会議においては、今後、就学時健診に限らずＰＴＡ行事や学校行事がある

日を利用して、より多くの保護者が気軽に参加できるよう開催方法を工夫する。  

　　　・子育て中の保護者を支える家庭教育アドバイザー(＊3)については、家庭教育アドバイ

ザー連絡協議会と連携し、新規のアドバイザーの養成や現アドバイザーのスキルアップ

を支援し、家庭教育力の向上に努める。 

・子育て井戸端会議のアンケートでは、参加者の９２．６％が「（とても）よかった」と回

答しており、小学校入学前の悩みや不安などを話し合い、保護者間の交流も図ることが

できた。 

　　　・親学び講座は、小・中学校合わせて２０校において、入学説明会やＰＴＡ行事を利用し

３４回開催し、延べ２，８７５人の参加があった。 

　　　・引き続き、親学びスクールや子育て井戸端会議等を実施し、発達段階に応じた子どもへ

のかかわり方や知識の習得とともに、他の保護者との交流・ネットワークづくりの機会

を提供していく。  

 

【指標に対する進捗状況】 

 ＊1　あったか家族 
「家族いっしょに　食事　おしゃべり　お手伝い」の愛言葉の下で、家族の基本的な生活習慣とコミュニケーションに

より実現する子どもが安心できる居場所づくりの取組

 指標名 指標の説明

 家庭教育に関する講座・学

習会の参加者数

子育て井戸端会議、いみず親学びスクール、家庭教育アドバイ

ザースキルアップ研修会の参加者数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 972 人 1,000人 935人 641人 294人
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（用語解説） 

 

 

 

 

 指標名 指標の説明

 親を学び伝える学習プログ

ラムの参加率

市内全小・中学校の児童生徒数のうち「親学び講座」への延べ

参加者数の割合

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 16.4％ 70.0％ 42.5％ 29.3％ 13.2％

 ＊2　親学び講座 
身近に起こりうる事例を取り上げた「親を学び伝える学習プログラム」の 55 事例を活用し、親の役割と子どもとの関

わり方について、グループワークを通じて学ぶ富山県独自の講座

 ＊3　家庭教育アドバイザー 
家庭教育アドバイザー養成講座の受講者によって設立された市家庭教育アドバイザー連絡協議会に加入し、家庭

教育力向上や子育て支援のサポート役として活動している者
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ア 地域での教育の推進と指導者の確保 

【取組の基本方向】 

　　　・地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、学校を核とした地域づくりを目

指して、学校と地域が相互にパートナーとして連携・協働して様々な活動を行うととも

に、地域の個別活動の総合化やネットワーク化を図ります。 

 

【主な取組状況】 

　　　・地域学校協働活動に関する研修会を実施し、地域と学校の連携を深めるとともに、コミ

ュニティ・スクールの運営に対応できるよう、地域の個別活動の総合化やネットワーク

化を図った。 

　　　・「放課後子ども教室」や「土曜学習」においては、県芸術文化協会等の関係団体の協力

を得ながら、活動内容の見直しや、新たな活動支援員の掘り起こしに努めるとともに、

活動支援員の希望を取りまとめ市内全域で活動できるようマッチングを行った。 

　　　・青少年育成射水市民会議を組織し青少年育成団体との連携を図っているほか、広報誌の

発行、あいさつ運動等、啓発活動を重点的に実施した。 

・また、研修会を開催し、青少年育成団体の意識向上、育成支援に努めた。 

　　　・少年育成センターでは、指導員と少年補導委員で街頭巡回活動を実施した。  
 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・地域と学校の連携を深めるために、地域学校協働活動の研修会を継続して実施し、事業

の共通認識及び周知を行う。 

　　　・コミュニティ・スクールの推進を図るため、地域学校協働本部（ネットワーク）の体制

の充実を図る。  
　　　・青少年育成団体がより効果的に活動できるよう更なる連携強化を図っていくとともにそ

れらの団体の育成を支援する。 

 基本的施策（１０）地域における子どもの成長支援

 【施策の方向性】 

地域社会全体で教育・子育ての機能を果たすために、子どもが様々な世代の人たちと関わ

る機会の充実を図ります。

 
【評  　価】順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　地域での教育の推進と指導者の確保 

　・地域学校協働活動のための体制の充実 

　・放課後子ども教室及び土曜学習(*1)の活動支援員の確保 

　・青少年育成射水市民会議の活動に対する支援 

 イ　多世代交流機会の充実 

　・放課後子ども教室推進事業の実施 

・土曜学習推進事業の実施 

　・社会教育団体の活動に対する支援

 ウ　安全な子どもの居場所の確保 

　・放課後児童クラブ(*2)の開設 

　・とやまっ子さんさん広場(*3)の開設 

　・放課後対策事業運営委員会の開催
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　　　・指導員と少年補導委員による年間を通じた街頭巡回活動により、安全安心な地域づくり

に貢献している。 
 

（用語解説） 

 

イ 多世代交流機会の充実 

【取組の基本方向】 

　　　・子どもが地域住民と、又は子ども同士で交流する機会を提供しながら、郷土の自然や伝

統芸能等を活用した体験活動や交流を促進し、心豊かな子どもの成長を育みます。 

 

【主な取組状況】 

・地域の多様な方々の参画を得て、放課後子ども教室推進事業（全１５小学校区）と土　

曜学習推進事業（５小学校区）併せて全４３サークルを実施した。 

　　 （主な活動内容） 

　　　　○伝統芸能サークル（曳山囃子、民舞、筝）  

　　　　○文化活動サークル（茶道、お花、音楽）  

　　　　○スポーツサークル（バドミントン、スナッグゴルフ、フラダンス）  

　　　　○学習活動サークル（漢字、算数等）  

　　　・富山大学ダンスサークルの学生や県芸術文化協会の協力を得ながら、既存のサークルに

ゲストティチャーを招くなど、活動内容の充実と指導者の確保に努めた。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・放課後子ども教室、土曜学習ともに、参加者延べ人数が昨年度から増加しており、地域

の方々や異学年との交流を図りながら勉強やスポーツ、文化活動等を行うことで、学校

や家庭ではできないような貴重な体験ができるとともに、安全で心身ともに健やかな成

長に向けた環境づくりとなった。 

・引き続き、放課後児童クラブや放課後子ども教室、土曜学習に通う児童同士が同一の活

動プログラムに参加できる体制や運営に係る課題について、放課後対策事業運営委員会

において協議し情報共有を図る。 

   ・また、より多くの子どもが有意義な放課後や土曜日を過ごせるように、サークル活動の

内容を見直しながら、放課後の活動の充実に努める。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

 

 ＊1　放課後子ども教室・土曜学習 
放課後に小学校の余裕教室等を活用し、地域の方々の参画を得て、学習やスポーツ、文化活動を行っている。ま

た、子どもたちの豊かで有意義な土曜日を実現するため、地域などの協力を得て様々な体験活動を行っている。

 指標名 指標の説明

 放課後子ども教室等の参加

率

放課後子ども教室及び土曜学習推進事業に参加する小学生の

割合

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
14.0％ 20.0％ 16.9％ 16.1％ 0.8％
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ウ 安全な子どもの居場所の確保 

【取組の基本方向】 

　　　・核家族化や親の共働きにより、放課後に児童が孤立せず、安全に過ごすことができる場

所を整え、継続した児童の居場所を確保します。 

 

【主な取組状況】 

　　　・２３学級の「放課後児童クラブ」を開設した。 

   ・９か所の「とやまっ子さんさん広場」の運営を支援した。  
　　　・運営に必要な人材の確保のため、広報誌に支援員募集を周知するなど、安定した放課後

児童クラブ運営のための取組を実施した。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・放課後児童支援員は、採用募集の際には市広報への掲載に協力するなど、運営に必要な

人材の確保を支援することで、年間を通した放課後児童クラブの開級の継続につなげた。 

　　　・放課後児童クラブ及びとやまっ子さんさん広場においては、運営団体とも連携しながら、

家庭に代わる生活の場や地域の子どもたちが放課後に交流できる居場所づくりの充実

を図った。  
　　　・放課後児童クラブ等のニーズに対応できるよう継続して児童の居場所確保に努める。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

 

（用語解説） 

 

 

 指標名 指標の説明

 放課後児童クラブの開設ク

ラブ数
放課後児童クラブを開設運営するクラブ数

 基準年度 

（令和5年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 23か所 24か所 23か所 23か所 0か所

 指標名 指標の説明

 
さんさん広場の開設数 さんさん広場を開設運営する箇所数

 基準年度 

（令和5年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 9か所 10か所 9か所 9か所 ０か所

 ＊2　放課後児童クラブ 
労働等で昼間に保護者が不在となる家庭の小学生に対し、家庭に代わる生活の場として小学校の余裕教室等を

活用し開設することで、放課後及び夏休み等の学校休業日の安全・安心な居場所を確保し、県認定資格研修を修了

した支援員により適切な遊びや指導を行うとともに、保護者の子育てと仕事の両立支援を行う。 
また、地域の方々の協力を得て、学習、スポーツ、文化活動など、様々な体験活動を行っている。

 ＊3　とやまっ子さんさん広場 
地域振興会や NPO 法人等が実施主体となり、地域の子どもたちが放課後に交流できる居場所づくりとしてコミュニ

ティセンターや公民館等の施設を活用し開設している。世話人の資格は不要で、地域の方々やボランティアなどが子

どもたちの見守りやお世話をしている。
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ア ニーズに応じた生涯学習機会の充実 

【取組の基本方向】 

　　　・身近な地域のニーズや地域の人・ものといった資源を的確に把握し、有効に活用した学

習活動を展開します。さらに、各種講座で学習した地域の人が郷土についての学習や地

域づくり等において活躍することで、学びの成果が地域へ還元されることを目指します。

また、関係機関・団体と連携し、幅広い年代の参加につながる新たな学びの場の創出に

努めます。 

 

【主な取組状況】 

　　　・「身近な地域のニーズ」や「地域の人・ものといった資源」を的確に把握し、有効に活用

した学習活動を展開できる市内全２７地区の地域振興会に対し、「生涯学習活動事業」

を委託し、それぞれの地域特性を生かした学習機会の提供に努めた。 

　　　・各地域振興会からの推薦を受け、各地域における生涯学習活動の企画等を担う推進委員

を委嘱し、事例研修や情報共有の場を提供しながら人材育成に努めた。 

   ・各地域で実施されている学級・講座等の生涯学習事業への参加記録に応じて学び特典が

受け取れる「学び通帳」の記録方法や特典を工夫するなど事業の定着を図った。  
 

 基本的施策（１１）生涯学習活動の推進

 【施策の方向性】 

多様化するライフスタイルやニーズに応じた生涯学習活動の在り方を検討するとともに、

地域資源を活用した学習機会の充実を図ります。

 
【評  　価】概ね順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　ニーズに応じた生涯学習機会の充実 

　・地域の要望や特色を生かした講座、学級の開催 

　・コミュニティセンター(*1)を中心とした活動の推進 

　・生涯学習推進委員への支援 

　・「学び通帳」事業の実施 

　・学びの成果発表や活躍の場の提供 

・市内の高等教育機関等との連携　

 イ　郷土について学ぶ機会の充実 

　・乳幼児学級、青少年学級の開催 

　・地域と連携した情報発信

 ウ　生涯学習の新たな在り方の検討・推進 

　・生涯学習フェスティバル及び作品展の開催 

　・地域の学習を充実させる人材の育成 

　・県公民館連合会主催の研修会、発表会への参加 

　・デジタル技術を活用した生涯学習活動の検討

 エ　図書館機能の充実 

　・図書館情報の積極的な発信 

・蔵書の充実 

・子どもの読書の推進 

・図書館ボランティアとの相互協力
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　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・身近に学びの環境があることを生かし、３０代・４０代の年齢層も含めた幅広い年代の

参加促進について検討する必要がある。 

・地区コミュニティセンターを核に、「生涯学習」、「青少年」、「高齢者」、「女性」など様々

な分野の学級・講座を開設し、地域の特色を生かした生涯学習活動を促進するため、 引

き続き、各地域のニーズを把握し、さらに魅力的な事業を企画できるよう、各地区生涯

学習推進委員等への情報提供や研修機会の充実に努める。 

   ・学校法人浦山学園との包括連携協定に基づき、富山福祉短期大学で実施されるリカレン

ト教育や、社会人を対象とした公開講座について、募集や周知に協力するなど、市内高

等教育機関等の生涯学習に関わる事業提案に対し、積極的に情報交換・協力を行う。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 

イ 郷土について学ぶ機会の充実 

【取組の基本方向】 

　　　・地域が一体となって、郷土の自然や歴史、くらし、産業等を学び、親しむ機会の充実を

図り、郷土に対する誇りと愛着を育む取組を推進します。 

・幼少期から、郷土の文化等に触れ合える機会を提供し、郷土を学び楽しむ環境づくりを

推進します。 

 

【主な取組状況】 

・各地域において、様々な団体の協力を得ながら、地域の状況に応じた学級・講座の開設

をしている。  

・地域における生涯学習事業では、一般教養講座による生涯学習活動だけでなく、各地域

の特色を生かしながら、乳幼児期の家庭教育、青少年を対象とした学習や体験活動につ

いても取り組み、幼少期から郷土の文化等に触れ合える機会を提供した。 

　　　・多くの方々に地域の学習活動を知ってもらい、活動に参加してもらう取組が重要である

ことから、各コミュニティセンターに報道機関への積極的な情報発信を促した。  

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・開催回数が昨年度から増加した。  

・引き続き、地域における生涯学習活動について、機会を捉えて幼少期から郷土の文化等

に触れ合いながら、学習や体験活動に取り組む。また、市広報への掲載や報道機関への

取材依頼等の情報発信に努める。  

 指標名 指標の説明

 生涯学習講座の年間延べ受

講者数

コミュニティセンター２７館で実施した生涯学習事業の合計

延べ受講者数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
24,291人 40,000 人 32,891人 33,061人 △170人

 ＊1　コミュニティセンター 
公民館における生涯学習施設としての機能だけでなく、地域づくり活動、地域住民の交流活動を行う場として市内

全地区２７か所に設置されている施設
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【指標に対する進捗状況】 

 

ウ 生涯学習の新たな在り方の検討・推進 

【取組の基本方向】 

　　　・市内各地の魅力や問題点等の情報を共有しながら、地域の人材を確保し、担当職員の資

質向上や事業内容の充実を図ります。 

・感染症の拡大等にも影響を受けない、これからの生涯学習活動の在り方について検討し

ます。 

 

【主な取組状況】 

　　　・地域における生涯学習活動の発表の場として、市内生涯学習関係者や市民を対象とした

「射水市生涯学習フェスティバル及び生涯学習作品展」を開催した。 

　　　・フェスティバルでは、各地域が子どもたちのフラダンス、よさこい演舞などの舞台発表

を行い、日頃実践している活動の成果の発表や、（公財）花と緑の銀行講師の島道雄氏

による花壇作り実例紹介や寄せ植えワンポイントレッスンを中心とした講演を行った。 

　　　・県内の公民館関係者が一堂に集う、富山県公民館連合会主催の研修会・発表会に積極的

に参加し交流を推進した。  
   ・放課後子ども教室の活動支援員にアンケート調査を行い、講師として生涯学習事業等に

参加できる人材の登録制度を推進した。 

   ・生涯学習推進委員やコミュニティセンター職員を対象として、事例研修とともに、委員

や職員同士が交流し情報共有できる場づくりとして、「つなぐ会」を開催した。  
   ・「つなぐ会」では、２つのコミュニティセンターから生涯学習事業で普段から取り組んで

いる事例の発表を行い、成功例から学んだことや地域の課題などの情報交換を行うこと

で、推進委員や職員の資質向上及びネットワークづくりを図った。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・射水市生涯学習フェスティバル及び生涯学習作品展では合計２２３名の方が来場された。 

来場者からは「出展作品が多種多様で見ごたえがあり勉強になった」との意見が寄せら

れた。 

　　 ・地域間の交流が生まれる発表の場を継続させるため、「生涯学習フェスティバル及び生

涯学習作品展」が今まで以上に魅力ある場となるよう内容の充実に努める。 
　　　・市内各地の魅力や問題点などの情報を共有することで、地域人材を確保しながら、担当

職員の資質向上や事業内容の充実につながるよう、研修の充実を図る。 

　　　・引き続き、富山県公民館連合会主催の研修会・発表会に積極的に参加し、交流を推進す

る。 

　　　・地域の生涯学習活動の受講者に対し、放課後子ども教室等の活動推進員の登録制度を紹

介し、希望する教室とのマッチングを図る。  

 

 

 指標名 指標の説明

 生涯学習事業の年間延べ開

催回数

コミュニティセンター27館で開催した生涯学習事業の合計延

べ開催回数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
949 回 1,000回 1,046回 986回 60回
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エ 図書館機能の充実 

【取組の基本方向】 

　　　・赤ちゃんからご高齢の方まで全ての世代の市民に求められる資料を提供できる場として

学校・家庭・地域に向けて図書館資料や図書館企画の情報を発信し、市民の「知りたい」、

「学びたい」気持ちを支援します。　 

 

【主な取組状況】 

     ・「図書館ホームページ」を毎週２回更新し、図書館の利用に係る分かりやすく詳細な説明

を加えた。毎月発行の「図書館だより」には、各館の情報や新着図書の内容の他、企画

図書展・子ども会・市民ギャラリーのお知らせを掲載するなど、積極的に発信した。 

・利用者ニーズを的確に踏まえながら計画的な図書の購入、除籍を行った。定期購読雑誌

は随時、購読する雑誌の見直しを行ない、大活字本は定期的に購入した。また、外国語

の絵本やＳＤＧｓ、防災など、時事に関係する図書の購入に努めた。 

　　　・幼い時から本や図書館に親しみを感じられるよう、乳幼児が絵本や物語に触れ合える 
「読み聞かせ会」や「子ども会」を毎週土曜日に開催した。図書館司書が選ぶ推し絵本

「よむぞうくん通信」を季節ごとに発行した。また、子ども会で読み聞かせボランティ

アの方が使用した絵本を紹介した年間リストを配置するとともに、図書館ホームページ

にも掲載した。 

　　　・図書館ボランティアによる「子ども会」や「水無月コンサート」「本のリサイクル市」の

開催日は、家族連れ利用者などが多く来館し賑わいを見せているが、ボランティアの拡

大については幅広い世代へのアピールが課題となっており、継続的に活動内容や活動計

画を情報発信していくことが求められる。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・令和６年度は、貸出者総数１０２，２９１人（前年度１００，７２２人）、貸出冊数合計

４２７，２６６冊（前年度４２５，４９２冊）、市民１人当たりの貸出冊数４．８冊（前

年度４．７冊）となり、前年度より増加した。 

・継続して、良書の収集に努めるとともに、また相互貸借など県内外の図書館との連携に

より、読みたい本が少しでも早く手元に届くよう、利用者の気持ちに寄り添った喜ばれ

る図書館づくりを推進する。 

・子ども読書の推進について、読書のたのしさを目と耳でふれてもらうために「よむぞう

くん通信」や「子ども会」を継続しながら、小学校高学年以上の児童や中学生などには、

図書館で学習する際にあわせて本を手にとってもらうための工夫をする。また、音読や

拡大文字が自由に調節できる電子図書館の導入検討を進め、障がいのある子どもや外国

にルーツのある子どもたちにも読書に親しむことができる図書館づくりを推進する。 

　　　・図書館ボランティアの高齢化が進んでいるため、次の世代へのアピールや話題作りが課

題となっており、継続的に活動内容や活動計画を情報発信していくことが求められる。 
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【指標に対する進捗状況】 

 

          

 

 指標名 指標の説明

 市民1人当たりの図書貸出

冊数
図書館で１年間に市民１人当たりが借りた図書冊数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
4.9 冊 6.3冊 4.8冊 4.7冊 0.1冊

 指標名 指標の説明

 
子ども会の開催回数 図書館（4館）で1年間に開催する子ども会の開催回数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
118 回 150回 144回 135回 9回

 指標名 指標の説明

 図書館ボランティアの登録

者数

図書館（4館）でボランティア活動する人の登録者数 

（リサイクル本・子ども会・新聞記事）

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
35 人 50人 38人 36人 2人
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ア 文化財の保存・継承 

【取組の基本方向】 

　　　・文化財を適切に次代へ継承するため、各種文化財の調査・研究のほか、修理を　　　　　　　

必要とする文化財の保存修理を行います。 

 

【主な取組状況】 

　　　・重要無形民俗文化財「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」保存活用計画の作成を支援す

るとともに、用具等修理事業の計画作成を進めた。 

　　　・恒久的な保存のため、重要文化財「石黒信由関係資料」の保存修理事業に取り組んだ。 

　　　・国・県・市指定史跡の維持管理、市内文化財の所有者・管理者・保護団体への支援に加

え、天然記念物や曳山車の保存修理事業を実施し、文化財の適切な保存継承を図った。 

　　　・能登半島地震による文化財等建造物の被害状況調査を継続し、復旧支援を行った。 

　　　・「柴屋文書」、「片口屋文書」などの古文書の整理のほか、地域の歴史、民俗、文化等に

関する調査を行った。 

　　　・作道地区県営ほ場整備事業をはじめとする各種開発事業に先立ち、埋蔵文化財の所在確

認のための試掘確認調査等を実施した。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」保存活用計画の完成により、行事の関連団体を含

め、地域全体で保存活用を図る意識の醸成につながった。 

 

 基本的施策（１２）文化財の保存と活用

 【施策の方向性】 

市民が心豊かに潤いのある生活を送り、郷土への愛着と誇りを育めるよう、地域の宝であ

る文化資源を保存・継承し、まちづくりへの活用に取り組みます。

 
【評  　価】 順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　文化財の保存・継承 

　　・国重要無形民俗文化財「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」保存活用計画及び修理事業

計画の策定 

　　・国重要文化財「石黒信由関係資料」保存修理事業の実施 

　　・文化財の保存と活用への支援 

　　・古文書の整理や地域の歴史、民俗、文化等に関わる現地調査の実施

 イ　文化財の活用と積極的な発信 

　　・埋蔵文化財センターにおいて、発掘調査成果や出土遺物の展示公開及び市民ニーズを捉

えた体験教室等の実施 

　　・新湊博物館における地域ゆかりの歴史資料及び美術資料等を活用した企画展等の実施

や情報発信の向上

 ウ　文化資源・伝統文化の保存・継承・活用 

・指定文化財等の解説板設置や刊行物発刊及び情報デジタル化の推進 

　　・指定文化財の所有者や文化財保護団体への計画的、継続的な支援 

  ・新湊博物館等において、企画展に伴う講演会・出前講座や機会を捉えた体験学習等の実施
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　　　・国指定重要文化財「石黒信由関係資料」の保存修理事業に対して助成を行い、文書記録

類２５点、地図類２９点、合計５４点の保存修理が完了した。 

　　　・富山県指定天然記念物「日の宮社叢」の維持管理に対し助成を行ったほか、市指定有形

民俗文化財「放生津八幡宮祭り曳山車」新町曳山幔幕新調及び四十物町曳山の修理に対

して助成を行い、文化財としての価値の維持と文化財保護意識の高揚を図ることができ

た。今後も、修理への助成や指導・助言等、文化財所有者等への支援に努める。 

　　　・「文化財ドクター派遣事業」の支援を受け、能登半島地震による文化財等建造物の被害

状況調査（２次調査５０件、３次調査５件）を実施した。また、復旧に要する経費も高

額となるため、文化庁による災害復旧支援ファンド事業への申請事務のサポート等、文

化財所有者が行う復旧の取組を支援した。 

　　　・能登半島地震で被災した市内の文化財修理に対して助成を行い、県指定文化財２点（彫

刻）及び市指定文化財２点（彫刻）の修理が完了した。 

　　　・富山県の文化財防災に関する専門家会議に参加し、専門家からの文化財防災と災害復旧

に関する指導・助言や、各自治体での取組について情報共有が図られた。 

　　　・文化財防火デーの取組として、射水消防による文化財保管施設等の立入検査と防火指導

を９か所で実施した。翁徳寺及び六渡寺日枝神社では、関係者や地域住民も参加して消

防訓練を実施し、文化財の防火・防災意識の高揚を図った。 

　　　・文化財保護の担い手である地域住民の減少が進み、防火・防災体制の維持等が課題とな

っていることから、今後も、文化財防災への普及啓発とともに、国・県や文化財防災の

専門家との連携を図り、文化財被害の早期把握と復旧支援に努める。 

　　　・新湊博物館に新たに寄附された資料は２件、寄託された資料は２件であった。 

　　　・平成28年から取り組んできた柴屋文書の整理が完了した。 

　　　・富山県教育委員会が実施する「富山県郷土食調査」に協力し、市内の漁村・農村・中山

間地において９件の特色ある郷土食に関する聞き取り調査を実施した。文化財を適切に

次代へ継承するため、今後も、長期的な視点で各種文化財の価値の把握のための調査・

研究に取り組んでいく。 

　　　・市内各地の埋蔵文化財包蔵地において、試掘確認調査を１５件、工事立会調査を１７件

実施し、埋蔵文化財の保護と開発事業との調整を図った。今後も、ほ場整備事業等の大

型開発事業が計画されているため、専門知識と技術を有する職員及び整理作業員を確保

し、調査体制を維持していく。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

 

 

 指標名 指標の説明

 指定文化財及び登録有形文

化財の件数

国・県・市のいずれかの指定に該当した文化財数と国の登録文

化財として原簿登録した文化財数の合計

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
146 件 147件 150 件 150 件 0件
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[文化財の指定状況]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[単位　件] 

 
（用語解説） 

 

イ 文化財の活用と積極的な発信 

【取組の基本方向】 

　　　・市民ニーズを捉えつつ、特色ある地域の歴史や文化財の価値の周知を図るため、工夫を

凝らした展示や体験イベントを企画し、積極的な情報発信に努めます。 

 

【主な取組状況】 

　　　・埋蔵文化財の保存活用と調査研究の充実に資するため、射水市埋蔵文化財センターにお

いて、市内遺跡出土品や発掘調査成果を展示公開した。また、地域のイベント等と連携

した勾玉づくりをはじめとする体験教室を開催したほか、小学校児童への展示解説や高

等学校への出前講座を実施した。 

　　　・市所蔵文化財写真データの提供や発掘調査出土品の貸し出し等、市内文化財の積極的な

公開活用に努めた。 

　　　・新湊博物館が管理する歴史的資料およびデジタルデータを他館や出版社等へ貸出したほ

か、インターネットやＳＮＳを通じて広く情報発信に努めるとともに、企画展にちなん

だワークショップを開催した。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・射水市埋蔵文化財センターにおいて、「鏝絵と千本桜祭り」、「下条川みこし祭り」、「旧

北陸道アートin小杉」とタイアップして勾玉・鏡づくり等の体験教室（計１２回、延

参加者１０５人）を開催したほか、小杉小学校児童の見学受け入れや、小杉高校への出

前講座など、幅広い世代の方地域の歴史や埋蔵文化財に触れる機会の確保に努めた。今

後も、市民ニーズを捉え、工夫を凝らした展示や体験イベント等を企画する。 

 

 区別 種別 国指定 県指定 市指定 国登録 合計

 

有形文化財

建造物 7 7

 
美
術
工
芸
品

絵画 2 4 6

 彫刻 5 27 32

 工芸品 3 7 10

 書籍・典籍・古文書 18 18

 歴史資料 1 1 1 3

 
民俗文化財

有形民俗文化財 11 11

 無形民俗文化財 2 3 5 10

 
記念物

史跡 2 4 20 26

 名勝 3 3

 天然記念物 5 5 10

 登録有形文化財 建造物 14 14

 合　  　計 5 23 108 14 150

 ＊1　文化財 
長い歴史の中で生まれ、今日まで守り伝えられてきた貴重な財産。有形や無形のもの等様々あり、建造物や史

跡、美術工芸品、考古資料等に限らず、民俗行事、動植物等も含まれる。
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　　　・毎日書道展北陸展（赤田Ⅰ遺跡出土墨書土器）への遺跡出土品貸し出しの他、企業・団

体・個人刊行物への写真データ提供等、文化財の県内外での公開・活用を図った。 

　　　・新湊博物館において、地元の若手現代アート作家の企画展「川越ゆりえ」を開催したほ

か、科学に主軸を置いた企画展「天空」では、素粒子などについて、難しいことをわか

りやすく伝える工夫を行った。また、企画展にちなんだワークショップ等を１１回開催

したところ、若年層、リピーターの増加につながった。 

 

[新湊博物館企画展]  

 
【指標に対する進捗状況】 

 

ウ 文化資源・伝統文化の保存・継承・活用 

【取組の基本方向】 

　　　・個性豊かな地域の文化資源・伝統文化の保存・継承・活用に取り組みながら、 

　　　　市民の文化財に対する理解を深め、文化財保護意識の醸成を図ります。 

 

【主な取組状況】 

　　　・文化財解説版の設置及び市内遺跡の発掘調査報告書や無形民俗文化財のリーフレットを

刊行した。 

　　　・射水市埋蔵文化財センターにおいて、地域のイベント等と連携した体験教室を開催した

ほか、小学校児童への展示解説や高等学校への出前講座を実施した。 

　　　・ □企画展「I ワン・ニャン」では、飼い主と盲導犬や警察犬による講演会及びデモンス

トレーションを開催した。 

　　　・測量庭園を親しみやすくリニューアルし、愛称を「はかろっと広場」とし、日本初の「光

を感じる日時計」を設置した。 

　　　・とやま呉西圏域連携事業「歴史文化の学び交流事業」により、呉西圏域自治体間での歴

史文化をテーマとした交流講座を開催した。 

 

 

　  

 展覧会名 期　間 入館者数

 
郷倉千靱・和子創作のいずみ

2月16日～4月21日 (55日間) 

※入館者数は4月1日から (18日間)
250人

 とやまの平安時代 4月26日（金）～7月7日（日）63日間 1,561 人

 川越ゆりえ展 7月12日（金）～9月16日（日）58日間 1,747 人

 □I ワン・ニャン展 9 月 20日（金）～11月 24日（日）57日間 1,419 人

 
かわいい展

11月29日（金） 

～令和7年2月 9日（日）56日間
710人

 
天空展

2月14日（金）～3月31日（日）56日間 

※入館者数は3月31日まで (39日間)
851人

 指標名 指標の説明

 新湊博物館入館者数 新湊博物館の年間入館者数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 6,581人 8,500人 6,538人 5,586 人 952人
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【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・国登録有形文化財「吉田家住宅」の解説板を設置し、現地において文化財の普及啓発を

図った。また、『射水市内遺跡発掘調査報告１７』や市指定無形民俗文化財「黒河夜高

祭」のリーフレットを刊行し、各地の図書館や文化財関連施設、市内小・中・高等学校

等へ配布するとともに、「全国文化財総覧」や射水市ホームページにも掲載し、調査成

果の公開と文化財のＰＲを図った。今後も、文化財の情報を市内外へ広く発信するため、

刊行物の発刊や現地への解説板設置、文化財情報等のデジタル化を推進する。 

　　　・全国山・鉾・屋台保存連合会総会（長浜市）、富山県山(車)・鉾・屋台・行燈祭交流会

議（砺波市）、全国史跡整備市町村協議会北信越地区協議会総会（坂井市）に参加し、

文化財保存活用の課題と取組について学ぶとともに、文化財保護団体間での交流と連携

の促進が図られた。今後も、文化財保存継承に対する市民の理解と協力を得るため、保

存とのバランスを図りながら、個性豊かな文化財の一層の活用を推進する。 

　　　・新湊博物館において、歴史・現代アート・科学などを幅広いテーマで展示を行い、多様

なニーズへの対応に努めた。また、光を感じる日時計の設置や、歩いて距離を測ったり、

面積と距離を体験できるコーナーを設けたりするなど、難しいことを楽しく学べること

をコンセプトとして、測量庭園をリニューアルした。 

　　　・とやま呉西圏域連携事業「歴史文化の学び交流事業」において、砺波市との学芸員の相

互派遣による市民向けの講座を開催することで、歴史文化の相互理解が促進され、文化

財や伝統文化保存継承意識の一層の向上を図ることができた。 
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ア 各種スポーツ団体の活動支援 

【取組の基本方向】 

　　　・市民体育大会やスポーツイベント、総合型地域スポーツクラブによる教室の開催などを

通して、市民の健康体力づくり及びレクリエーションの普及に努めるなど、スポーツに

親しむ機会づくりを推進します。 

 

【主な取組状況】 

・市内５つの総合型地域スポーツクラブが(*1)が、市内主要体育館を主な活動拠点として

市民にスポーツ・レクリエーション機会を提供した。 

　（クラブ登録会員数４，５１０人、２４７教室）令和７年３月末現在 

・第１９回射水市民体育大会の開催 

・スポーツ推進委員協議会が民間企業と連携し「射水市おとなのスポーツテストデー」を

開催し、子どもから高齢者の方２００名以上が参加した。 

・地域おこし協力隊（スポーツ推進コーディネーター）が、アランマーレ富山のパブリッ

クビューイングを企画し、市民とともに応援を行った。 

・アルビス小杉体育センターにおいて、日本ハンドボールリーグ公式戦（ホーム戦）が９

試合開催された。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・総合型地域スポーツクラブによる教室やイベントの開催等により、高度化・多様化する

スポーツニーズへの対応に努めた。しかしながら、クラブの認知度は高いとは言えない

状況であるため、より一層の認知度向上に努める。 

　　　・富山マラソン２０２４では、フルマラソン、ジョギングの部を合わせて14,000 人を超

えるランナーが参加され、参加者アンケートより市民一体となった応援について評価を

 基本的施策（１３）スポーツ・レクリエーションの推進

 
【施策の方向性】 

市民がライフスタイルに応じて、スポーツ活動に参画できるよう、スポーツに親しむこと

ができる環境の整備と充実を図るとともに、全国大会などで活躍できる選手の育成強化のた

めの支援を行います。

 
【評  　価】 順調に進んでいる

 【主な取組】

 ア　各種スポーツ団体の活動支援 

　　・スポーツ参加の機会づくり

 イ　施設の充実、利用促進 

　　・スポーツ施設の適切な管理運営と機能強化 

　　・スポーツ施設の適正配置 
　　・スポーツ施設を活用した地域活性化

 ウ　スポーツを支える指導者の育成・確保 

　　・スポーツを支える人材育成

 エ　選手の育成強化 

　　・トップアスリートの育成強化
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いただいている。今後は、市内宿泊施設の情報発信を充実させるなど関係機関とのさら

なる連携に取り組む。 

　　　・（公財）射水市スポーツ協会と連携しながら、各競技団体やスポーツクラブが実施する

大会やイベントを支援した。総合型地域スポーツクラブを始め、住民、スポーツ関係団

体、企業や大学、行政がさらに連携し特色あるスポーツ環境づくりを推進する。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

（用語解説） 

 

イ 施設の充実、利用促進 

【取組の基本方向】 

　　　・スポーツ施設については、安全・安心に利用できるよう引き続き、適正な維持管理に努

めるとともに施設稼働率を高め、大規模な大会や合宿誘致などを通して地域経済の活性

化につなげます。また、今後の人口減少を見据えるとともに、スポーツ活動場所の確保

に留意しながら施設の適正配置に取り組みます。 

 

【主な取組状況】 

・能登半島地震により被害を受けたオリバースポーツフィールド射水の早期再開に向け、

復旧工事を実施した。 

・海竜スポーツランドの屋上防水補修工事、アルビス小杉総合体育センターＡＬＣパネル

改修工事等、体育施設の改修や修繕等を実施した。 

・主要体育館再編のため、公共施設予約管理システムから主要体育館の利用状況及び稼働

状況の集計・分析を行った。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

　　　・オリバースポーツフィールド射水の人工芝フィールド供用再開後は、施設の利用促進に

努めるとともに、周辺の賑わい創出に努める。 

　　　・体育施設の改修や修繕等を実施し、施設の機能強化と安全な利用のための整備推進に努

める。 

　　　・市、スポーツ関係団体、民間企業等が一体となり、スポーツによるまちづくり・地域活

 指標名 指標の説明

 
総合型地域スポーツクラブ

会員加入率
クラブ入会者数／射水市人口

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 
4.6％ 5.0％ 5.0％ 4.9％ 0.1％

 ＊1　総合型地域スポーツクラブ 
人々が身近な地域でスポーツに親しむことのできる新しいタイプのスポーツクラブで、(1)子どもから高齢者まで（多

世代）、(2)様々なスポーツを愛好する人々が（多種目）、(3)初心者からトップレベルまで、それぞれの志向・レベルに

合わせて参加できる（多志向）、という特徴をもち、地域住民により自主的・主体的に運営されるスポーツクラブ
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性化を推進していく組織（地域スポーツコミッション）について調査・検討していく。 

　　　・主要体育館２館（新湊総合体育館、小杉総合体育センター）の施設・整備の方向性を策 

定し、集約した拠点型体育館として大規模改修を行う。その他の４主要体育館について　 

は、大規模改修が終了するまで使用を継続し、集約や民間参入の可能性を調査・検討す 

るなど適正配置に取り組む。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 

ウ スポーツを支える指導者の育成・確保 

【取組の基本方向】 

　　　・学校部活動の地域展開の動きなど、今後、スポーツ活動が多様化・高度化することが想

定されることから、これに対応できる指導者の養成を図ります。 

 

【主な取組状況】 

・市内５つの総合型地域スポーツクラブ（いみずＳＣネット）の研修会として、「モルック

指導者講習会」を実施した。 

・市スポーツ少年団の育成事業としてアランマーレアスレティックトレーナーによるスポ

ーツセミナーを開催し、怪我予防のトレーニングについて学んだ。 

・市、市教育委員会、（公財）射水市スポーツ協会並びに市スポーツ少年団による表彰を実

施した。 

 

　  【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・「いみずＳＣネット研修会」において、クラブや地域の課題及び情報を共有したことに

より、組織の連携強化が図られた。 

・総合型地域スポーツクラブをはじめ、県、県スポーツ協会等と連携し、競技協会、スポ

ーツ推進委員、スポーツ少年団等における質の高い指導者やボランティアの育成と支援

を図っていく。 

 

【指標に対する進捗状況】 

 指標名 指標の説明

 
フットボールセンター利用

者数
フットボールセンターの利用者数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 66,814人 75,000 人 13,989人 76,696人 △62,707人

 指標名 指標の説明

 
スポーツ指導者数

（公財）日本スポーツ協会に登録している市内の後任スポー

ツ指導者数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 199 人 220人 241人 261人 △20人
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 エ 選手の育成強化 

【取組の基本方向】 

　　　・トップアスリートの育成を図るため、選手の競技力向上を行う競技団体等に対して支援

するとともに優秀な指導者の確保に努めます。 

 

【主な取組状況】 

・有名指導者・選手による高い技術や人柄に触れる機会である「第１５回スポーツひのま

るキッズ北信越柔道大会」の開催を支援した。 

・国際大会や全国大会に出場する選手・監督への激励金並びに成績優秀者への褒賞金を交

付した。 

・第５４回全国中学校相撲選手権大会が開催され、全国から選手や監督など約４５０人が

参加した。 

・アルビス小杉体育センターにおいて、日本ハンドボールリーグ公式戦（ホーム戦）が９

試合開催された。 

 

　 【主な成果・課題及び今後の方向性】 

・「スポーツひのまるキッズ北信越小学生柔道大会」は、親子の絆を深めながら、児童の　

交流や競技技術の向上が図られており、過去最多となる５６０組のエントリーがあった。 

・アルビス小杉総合体育センターにおいて日本ハンドボールリーグ公式戦が９試合開催　

され、プロスポーツの試合を身近で観戦する機会となった。 

・大会の誘致や開催支援に取り組み、トップアスリートとふれあえる環境づくりを推進　

していく。 

 

【指標に対する進捗状況】 

　※　指標の説明変更有　 

・国体は2024年に国民スポーツ大会に名称変更 

　　　・全国中学校体育大会は、令和５年度よりクラブでの参加が増加し中体連で射水市の人数の把握ができないため

削除  

 指標名 指標の説明

 
全国大会等の出場選手率

（国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会、高校総体）射

水市選手数／富山県選手数

 基準年度 

（令和4年度）

目　標 実　績 増　減

 令和10年度 令和6年度(a) 令和5年度(b) (a)－(b)

 13.4％ 15.0％ 8.2％ 10.9％ -2.7％
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２　教育委員会議の開催状況  

教育委員会の会議は、教育長及び教育委員４名が教育に関する一般方針の決定、教育に関する

規則等の制定、その他重要な事項の決定等、様々な議題について審議している。 

令和６年度の会議の開催内容は次のとおりである。 

 

　 
    

    

 

 ４月定例会（４月２３日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 
事 務 局 報 告

・総務文教常任委員会（４月１８日）の開催状況について 

・令和６年４月射水市議会臨時会会期日程（案）について　　　　　　 

・射水市立片口小学校プール改築（建築主体）工事請負契約について　

 協 議 事 項 ・指定管理者の名称等の変更について

 報 告 事 項 ・令和６年度教育委員会所管事項及び主要事業について 

・小・中学校児童生徒（見込）数について　　　　　 

・社会教育委員の委嘱について　　　　　　 

・令和６年度孫とおでかけ支援事業について 

・「海老江加茂社祭曳山行事」のリーフレットが完成しました！ 

・令和６年度射水市教育センター事業計画について  

 ５月定例会（５月２２日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 事 務 局 報 告 ・令和６年６月射水市議会定例会会期日程（案）について 

・令和６年６月一般会計補正予算（案）について 

・射水市学校給食センター条例の一部改正について

 協 議 事 項 ・令和７年度使用射水市立中学校教科用図書の採択について（諮問）

 報 告 事 項 ・射水市「二十歳のつどい」の開催日時について 

・孫とお出かけ支援事業の利用対象者について 

・フットボールセンター復旧工事について

 ６月定例会（６月２１日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 事 務 局 報 告 ・令和６年６月市議会定例会開催状況について

 協 議 事 項 ・教育に関する事務の点検・評価報告書（案）について（令和５年度分）

 報 告 事 項 ・令和７年射水市重点事業について 

・第７回学校部活動在り方検討会　会議概要 

・令和６年度射水市教育行政要覧 

・射水市スポーツ推進審議会委員の任命について 

・「川越ゆりえ展－心の虫たち－」を開催します！ 

・令和６年度教育研修会（オンライン研修）実施要項（案） 

・令和６年度射水市マイスター教員事業について 

・令和６年度「学び高め合う集団づくり支援事業」について 

・小学校におけるプログラミング教育推進事業について
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 ７月定例会（７月３１日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 議 案 ・令和７年度使用教科用図書の採択について

 協 議 事 項 ・教育に関する事務の点検・評価報告書（案）について（令和５年度分） 

・射水市立放生津小学校と新湊小学校の新設統合について

 報 告 事 項 ・「射水市イングリッシュ・キャンプ」を開催します 

・令和６年度第１回射水市図書館協議会の開催について 

・新湊博物館測量庭園について

 ８月定例会（８月２２日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 事 務 局 報 告 ・令和６年９月射水市議会定例会会期日程（案）について 

・令和６年９月一般会計補正予算（案）について 

・射水市立学校設置条例の一部改正について 

・射水市フットボールセンター災害復旧工事請負契約について

 報 告 事 項 ・放生津小学校と新湊小学校の新設統合について 

・休日の学校部活動の地域移行のモデル事業について 

・射水市社会教育委員会議の概要について 

・射水市スポーツ推進審議会の概要について

 ９月臨時会（９月４日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 協 議 事 項 ・射水市立放生津小学校と新湊小学校の新設統合について

 報 告 事 項 ・射水市立学校設置条例の一部改正について

 ９月定例会（９月２６日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 事 務 局 報 告 ・令和６年９月市議会定例会開催状況について

 報 告 事 項 ・就学時健康診断合同実施について 

・射水市イングリッシュ・キャンプ報告について 

・令和６年度市教育センター主管の教職員研修について

 １０月定例会（１０月２５日）
 項　　　　目 案　　　　　　　　件

 

議 案

・射水市立新湊放生津小学校の位置の期日を定める規則の制定について 

・射水市立小学校及び中学校通学区域規則の一部改正について 

・射水市学校給食センター管理運営規則の一部改正について 

・射水市教育委員会処務既定の一部改正について

 

報 告 事 項

・Co‐Innovation University（仮称）と連携した「教育分野」における 

Well‐beingの研究について　 

・令和６年度学校における文化芸術鑑賞・体験推進事業について 

・令和６年度全国学力・学習状況調査における射水市の結果について
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 １１月定例会（１１月２５日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 事 務 局 報 告 ・令和６年１１月射水市議会臨時会会期日程（案）について 

・令和６年１２月射水市議会定例会会期日程（案）について 

・令和６年１２月一般会計補正予算（案）について 

・令和６年１２月市議会定例会提出議案について

 議 案 ・射水市学校給食用物資納入業者登録要綱の制定について

 報 告 事 項 ・射水市少年育成センターの今後の在り方について 

・中学校冬季間通学方法の「のるーと射水」利用について 

・射水市放課後児童健全育成事業実施要綱の一部改正について 

・令和７年度二十歳のつどいの実施について 

・フットボールセンター復旧工事の進捗状況等について 

・元旦マラソン事業の見直しについて 

・ミライミズについて 

・令和５年度問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査　公表結果 

（R６.10.31）について　

 １２月定例会（１２月２７日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 事 務 局 報 告 ・令和６年１２月市議会定例会開催状況について

 議 案 ・指定管理者の指定について（射水市教育施設） 

・指定管理者の指定について（海竜スポーツランド）

 報 告 事 項 ・令和６年度射水市子ども議会体験プログラムの実施について 

・今後の射水市の取組について（学力向上委員会提言）

 １月臨時会（１月２４日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 議 案 ・教育委員の席次について

 １月定例会（１月２４日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 

議 案

・射水市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

・射水市少年育成センター規則の廃止について 

・射水市少年育成センター補導規程の廃止について 

・射水市教育委員会処務規程等の一部改正について

 報 告 事 項 ・令和６年度いみず夢づくり授業実施概要について 

・コミュニティ・スクール推進連絡会　実施要項 

・第８回射水市学校部活動活動在り方検討会　会議概要 

・地域おこフェスティバル～アランマーレ富山パブリックビューイング～の 

開催について
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 ２月定例会（２月１９日）

 ３月定例会（３月２４日）
 項　　目 案　　　　　　　　件

 事務局報告 ・令和７年３月市議会定例会開催状況について 

・射水市教育委員会の管理職等人事異動について 

・令和６年度末射水市立学校長・教頭の異動内申について

 議 案 ・射水市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則の一部改正に 

ついて 

・射水市学校運営協議会規則の一部改正について 

・射水市立幼稚園一時預かり事業実施要綱の一部改正について

 

報 告 事 項

・令和７年度小・中学校児童生徒見込数について 

・令和７年度学校三師の委嘱について 

・射水市放課後児童健全育成事業運営費補助金交付要綱の制定について 

・令和６年度第１回射水市文化財審議会会議概要 

・令和６年度教育センター事業報告について

 項　　目 案　　　　　　　　件

 事 務 局 報 告 ・令和７年３月射水市議会定例会会期日程（案）について  

・令和７年３月一般会計補正予算（案）について 

・動産の取得について 

・射水市立大門中学校グラウンド改修（その３）工事請負契約について

 報 告 事 項 ・令和７年度予算（案）概要 

・新湊放生津小学校が開校します‼ 

・放生津小学校及び新湊小学校閉校記念式典並びに新湊放生津小学校開校式 

について 

・射水市教育情報セキュリティポリシーの策定について 

・令和６年度卒業（園）式及び令和７年度入学（園）式について 

・令和６年度末教員異動方針について 

・新湊博物館測量庭園「はかろっと広場」がオープンします
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Ⅴ　学識経験者の意見 

教育委員会事務の管理及び執行の状況（令和６年度分）についての点検・評価に当た

り、客観性を確保するため、点検評価の方法や結果等について学識経験者の意見を聴い

た。 

１　学識経験者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順） 

２　意見聴取日等 

　　日程及び場所　令和７年７月１５日（火）射水市役所　４階会議室 

３　主な意見等 

　　意見聴取会後　表にまとめて記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏　名 備　考

 成　瀬　喜　則 富山大学学長特命補佐　名誉教授

 
藤　井　徳　子

射水市社会教育委員会議議長 

金沢学院大学教育学部准教授

 松　嶋　　　智 前射水市立新湊南部中学校長



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                       　                                            

議案第９号 

　　　指定管理者の名称等の変更について 

　射水市大門総合体育館及び射水市パークゴルフ南郷の指定管理者の名称等を次の

ように変更する。 

　　令和７年６月２３日　提　出 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射水市教育委員会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　金　谷　　　真 

 

射水市教育委員会告示第　　号 

　　　指定管理者の名称等の変更について 

　射水市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成１８年射水市

条例第３号）第１２条の規定により指定管理者の代表者の氏名の変更の届出があった

ので、同条例第１３条の規定により次のとおり告示する。 

 

１　指定管理者が管理を行っている公の施設の名称 

　　射水市大門総合体育館、射水市パークゴルフ南郷 

２　届け出た指定管理者の団体の名称 

　　特定非営利活動法人だいもんスポーツクラブ 

３　変更前の代表者 

　　理事長　表　隆夫 

４　変更後の代表者 

　　理事長　藤井　謙二 

５　変更年月日 

　　令和７年５月２１日

i099026
テキストボックス
資料４




令和８年度

射水市重点事業
（案）

i099026
テキストボックス
資料５
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３１　学校給食費の無償化について（再要望）

　栄養バランスの取れた豊かでおいしい学校給食の提供は、児童及び生徒の心

身の健全な発達など、子どもの健やかな成長のために重要な役割を果たしてい

ます。

　本市においては、学校給食の食材として、富山県のブランド米「富富富」や、

本市の特産である「小松菜、枝豆」をはじめとする地元産農産物を優先的に取

り入れ、地産地消を推進するとともに、農作業の体験や生産者、地域の方と触

れ合いながら地域の食の理解を深める活動に取り組むなど、安全・安心で豊か

な学校給食の提供に努めています。

　昨今の食材費の高騰については、給食費を上げて対応せざるを得ない状況と

なっており、本市においては、給食費の値上げ相当額について、国の物価高騰

対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、保護者に追加負担を求めることな

く栄養バランスの取れた給食を提供しているところであります。

　つきましては、今後の国における「こども・子育て施策」の展開にあたり、

保護者の経済的負担を軽減するとともに、県内をはじめ全国において地域間格

差が広がらないようにするため、国庫負担による学校給食費の無償化の実施や、

国が全額公費負担を実施するまでの間は、県内全てが学校給食費の無償化に取

り組めるよう県においても一定の財政支援を講じていただきますよう、格別の

ご配慮をお願いいたします。

文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局

教 育 委 員 会 保 健 体 育 課

国

県
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３２　部活動の地域展開に対する財政支援について
　　　（継続）

　中学校における部活動については、生徒にとってスポーツや芸術文化等の幅

広い活動機会が得られ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するも

のであり、学校教育の一環として学習指導要領に位置付けられるなど教育的意

義の高い活動である一方で、部活動に対する生徒や保護者のニーズが多様化し

てきており、教員の長時間勤務の要因や指導経験のない教員にとっての多大な

負担となっています。

　本市においては、生徒数の減少に伴う活動の維持や指導者の確保といった課

題を解決するため、令和４年度から休日の部活動を地域展開するための実証事

業を開始し、令和７年度末にすべての休日の部活動の地域展開を完了する予定

です。令和８年度以降は文部科学省の方針に基づき平日も含めた部活動の地域

展開を進めていくため、学校や保護者、関係団体による検討会で、協議を進め

ていくこととしています。

　部活動の地域展開に当たっては、教員に代わり生徒を指導する地域人材の確

保に係る費用や受け皿となる団体等の運営費、保護者負担の増加に対する支援

など、各自治体における新たな財政負担が必要となります。

　つきましては、生徒の充実した活動機会を確保しつつ、学校の働き方改革を

円滑に推進するため、部活動の地域展開に対する財政支援について、格別のご

配慮をお願いいたします。

国

県

文部科学省スポーツ庁地域スポーツ課

文部科学省文化庁参事官 (芸術文化担当)付

文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局

教 育 委 員 会 生 涯 学 習 ・ 文 化 財 課

教 育 委 員 会 保 健 体 育 課

部活動の地域展開スケジュール

内　　　　　　　　容

令 和 ４ 年 度

令 和 ５ 年 度

令 和 ６ 年 度

令 和 ７ 年 度

令和８年度以降

休日の運動部活動３競技の実証事業実施、文化部の活動実態把握

休日の運動部活動６競技の実証事業実施、文化部実施準備

休日の運動部活動８競技の実証事業実施、

文化部１部活動の実証事業実施

すべての休日の運動部活動、文化部活動の実証事業を実施、

令和８年度からの地域展開に向けた調整

平日も含めた、学校部活動の地域展開に向け協議、調整を実施

年　度
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３３　統合に伴う学校教育施設の整備について
　　　（継続）

　本市においては、射水市立放生津小学校と新湊小学校を新設統合し、本年４

月から射水市立新湊放生津小学校が開校しております。この統合小学校につい

ては、統合後２年間（令和７年度・令和８年度）は旧放生津小学校の施設を活

用し、この間、築３４年を経過した旧新湊小学校の施設整備を行い、令和９年

度から移行することとしております。

　しかしながら、令和９年度から統合小学校として使用する旧新湊小学校の施

設は、老朽化が著しく、衛生面や機能面で多くの課題を抱えています。このた

め、教育環境を改善するための改修が急務であるとともに、統合に伴い必要と

なる教室数の確保等に向けた整備も不可欠であります。

　つきましては、こうした学校施設の整備を円滑に進めるため、事業費の配分

について、格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部

教 育 委 員 会 教 育 企 画 課

国

県

校舎（築34年） 体育館（築32年）

〈複数年事業〉

Ｒ７(Ⅰ期 30％)：校舎　　1,773㎡

Ｒ８(Ⅱ期 70％)：校舎　　4,138㎡

〈複数年事業〉

Ｒ７(Ⅰ期 30％)：屋内運動場　305㎡

Ｒ８(Ⅱ期 70％)：屋内運動場　710㎡

市

〈統合 (改修) 〉

 全体改修､トイレ､

 エレベーター

〈統合 (改修) 〉

 全体改修

事　業　名 事　業　箇　所 事業概要等事業主体

放生津・新湊統合小学校

整 備 事 業

【全体計画】

令和５年度～令和８年度
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３４　小中学校の英語教育の充実に対する
　　　財政措置について（再要望）

　令和２年度から実施されている新学習指導要領では、小学校において、英語

が教科化されるなど英語教育の拡充に伴い、授業時数確保への対応や指導体制

の充実を図るため、英語を指導する人材の確保が急務となっています。

　本市では、これまで、小学校に外国語活動指導員、中学校に外国語指導助手

(ＡＬＴ)を配置し、英語力の向上に努めております。また、平成３０年度からは、

新学習指導要領の先行実施に備えて、児童の学習意欲の向上及び指導体制の充

実を図るため、小学校においても、新たにＡＬＴを配置し、令和５年度からは

更なる英語教育の充実のため、増員し配置しています。

　特に、ＡＬＴの配置については、資質と指導スキルの高さ及び雇用管理体制

の確かさなどの理由から、民間事業者によるＡＬＴ配置事業への信頼性が高

まっており、学校現場からは民間事業者のＡＬＴ配置を要請する声が多くなっ

ています。

　しかしながら、その要請に応えた配置を継続的に実施するためには、各自治

体における財政負担は決して少なくありません。

　つきましては、英語教育の充実に向け、ＪＥＴプログラム以外の民間事業者

のＡＬＴ及び直接雇用の外国語活動指導員に対する財政支援について、格別の

ご配慮をお願いいたします。

文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局

教育委員会教育みらい室小中学校課

国

県

年　　度 Ａ　Ｌ　Ｔ

平成２９年度　

平成３０年度～

令和　５　年度～

中学校：４名

小学校：４名　中学校：４名

小学校：５名　中学校：４名

小学校：４名

小学校：４名

小学校：４名

外国語活動指導員

射水市のＡＬＴ等配置状況
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３５　県立高校の特色ある教育の充実について
　　　（継続）

　県立高校の再編につきましては、県において全ての県立高校を再構築し、

「新時代とやまハイスクール」として様々な学科構成を組み合わせた大・中・

小規模の高校をバランスよく配置・開設する方針が示され、令和２０年度まで

に順次開設に向けた検討を進めることとされています。

　本市は、富山県立大学をはじめとする多くの高等教育機関を有した地域であ

り、加えて、県下２大都市である富山市、高岡市に隣接し、公共交通を利用し

て通学しやすい立地環境にあります。

　今後の検討を進めるにあたり、これらの地域的特性を十分に生かした教育改

革や学科設置が可能となると考えています。本市にある県立高校３校は、いず

れの高校も市内中学生にとって大切な進学先であると同時に、各校の特色ある

教育活動を通じて地域活性化に大きな貢献をしており、これまで培ってきた魅

力に更なる磨きがかかり、引き続き開設されることを期待するものであります。

　つきましては、本市の子ども達が自分の興味や関心、夢に向かって学びたい

ことを学ぶことができる高校教育の環境を整えることを第一に、地域的特性も

生かした特色ある新時代とやまハイスクールの開設に向けて、地域の声も聞き

ながら進めていただきますようお願いいたします。

県 教育委員会教育みらい室県立高校改革推進課
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３６　｢下村加茂神社の加茂祭（流鏑馬を含む) 」の
　　　国重要無形民俗文化財指定について（再要望）

　加茂中部にある加茂神社は、寛治４（1090）年成立の倉垣荘内に勧請された

のがはじまりとされ、国重要無形民俗文化財「越中の稚児舞」をはじめ、賀茂信

仰に由来する多くの特色ある年中行事が、現在まで連綿と受け継がれています。

　例年５月１日から行われる加茂祭は、年に一度の例祭とされる同神社最大の

年中行事であり、地域において「やんさんま」（富山県指定無形民俗文化財）

として親しまれています。

　加茂祭の中では、｢走馬｣・｢牛乗式｣・｢流鏑馬式」といった、中世下鴨神社で行

われた賀茂祭の古い形を伝える行事が行われており、荘園ならではの豊作を祈

る「牛乗式」は、全国に例がありません。

　本市においては、重要な民俗行事である加茂祭の適切な保存継承を図るため

の調査や保存方法の検討について、保存団体と協力して取り組んでいるところ

です。

　つきましては、｢下村加茂神社の加茂祭」のより確実な保存継承のため、国重

要無形民俗文化財の指定について、格別のご配慮をお願いいたします。

文部科学省文化庁文化財第一課

教育委員会生涯学習・文化財課

国

県

事　　業　　名 事業主体事 業 箇 所

｢下村加茂神社の加茂祭」の

国重要無形民俗文化財指定

学術調査の実施、報告書

作成等

事 業 概 要 等

国射水市加茂中部

写　　　　　　　真

牛　乗　式 流 鏑 馬 式
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３７　｢射水市海老江・大門の曳山行事」の
　　　富山県文化財指定について（再要望）

　富山県は全国的にみても曳山行事の多い県です。その中でも、本市には、精巧

な前人形や北洋漁業への出漁者が伝えた木遣り唄等、曳き子と観覧者が一体と

なって楽しむ要素を取り入れながら継承されてきた「海老江曳山行事」の曳山３

基、また、曳山の形状や囃子など、高岡御車山からの影響が見られ、曳山の改変

が少なく、明治期の古い構造形式を今に伝えながら継承されてきた「大門曳山行

事」の曳山４基と、各地域に由来する特色ある曳山行事が保存継承されており、

放生津と合わせると、市内の曳山は県内最多の２０基になります。

　伝統工芸技術の粋を結集して作られた曳山は、典雅な曳山囃子とともに、町衆

の努力によって現在まで連綿と引き継がれてきたものです。

　海老江・大門の曳山は、それぞれ市指定文化財に指定しており、曳山の実測図

作成や行事の詳細調査を継続的に実施して調査報告書を刊行するなど、文化財と

してあるべき保存継承に取り組んでまいりましたが、必ずしもその方策が十分で

あるとは言えない状況にあります。

　つきましては、｢射水市海老江・大門の曳山行事」を可能なところから順次、

富山県の文化財に指定してくださるよう、格別のご配慮をお願いいたします。

教育委員会生涯学習・文化財課県

写　　　　　　　真

事　　業　　名 事業主体事 業 箇 所

｢射水市海老江・大門曳山行事｣

の 富 山 県 文 化 財 指 定
調査研究等

事 業 概 要 等

県射水市海老江、大門

海老江曳山行事 大門曳山行事
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３８　民俗文化財伝承・活用等事業（放生津八幡宮祭の
　　　曳山・築山行事）の事業採択について（新規）

　重要無形民俗文化財「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」は、曳山・築山とい

う形態の異なる二つの「山」を伝える行事であり、令和６年３月にはユネスコ無

形文化遺産「山・鉾・屋台行事」への拡張提案が行われています。

　伝統行事の継承のため、曳山や築山の用具等を健全な状態で維持していくこと

が必要ですが、そのための修理等には多額の経費を要します。これらの経費は、

本市の補助と文化財保護団体の負担によって行ってきましたが、人口減少や修理

費の高騰なども重なって地元の負担は年々増加し、今後の維持管理が一層困難と

なっていくことが危惧されております。

　つきましては、安全で適正な行事の実施と保存継承を図るため、｢放生津八幡

宮祭の曳山・築山行事」修理事業について格別のご配慮をお願いいたします。

文部科学省文化庁文化財第一課

教育委員会生涯学習・文化財課

国

県

事　　業　　名 事業主体事 業 箇 所

民俗文化財伝承・活用等事業
放生津八幡宮祭の曳山・

築山行事用具等の修理

事 業 概 要 等

文化財　
保護団体

射水市放生津・新湊

写　　　　　　　真

破損箇所の例（奈呉町曳山高欄）
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射　水　市　民　憲　章  

 
　射水市は、雄雄しい立山を東に仰ぐ富山県のほぼ中央に位置しています。 

お お

　「いみず」という地名は、わが国最古の歌集「万葉集」の中にもすでに表

われています。 
　わたしたち市民は、この風土と歴史、輝かしい文化と産業を、誇りと責任

をもって未来へと引き継ぎ、一人ひとりが豊かに、よく生きるまちをつくり

あげるため、ここにこの市民憲章を定めます。 
 

一　まもろう　海、川、野そして里山に生命あふれるまち 
いのち

一　育てよう　心身ともに健やかで明るく 潤 いのある家庭を築くまち 
うるお

一　生みだそう　学びと勤労に励み安らぎとにぎわいのあるまち 

一　創りだそう　文化を受け継ぎ産業をさかんにし豊かで活力のあるまち 

一　深めよう　世界に開かれた人の和のゆき交うまち 
 

（平成 19 年 1 月 1 日制定）

 
いじめをなくす射水市民五か条  

 
　射水市民としての誇りを胸に自分を常に正しく律しながら、品格ある生き

方を目指します。 
 

一　自分を大切にします　ひとも大切にします 

一　正しいと思ったことは　勇気をもって行動します 

一　まちがいは素直に認め　すぐに正します 

一　卑きょうな行いはしません　許しません 

一　互いに助け合い　励まし合います 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射 水 市 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射　水　市　議　会



 

 

射水市教育委員会 

　〒939-0294　富山県射水市新開発 410 番地 1 

　　　　　　　射水市役所 4階 

 

　学 校 教 育 課　　　　　　　　　　　　　 

　　Tel:0766-51-6635　Fax:0766-51-6662 

　　E-Mail:gakkou@city.imizu.lg.jp 

 

　生涯学習・スポーツ課 

　　Tel:0766-51-6637　Fax:0766-51-6663 

　　E-Mail:shougaku-spo@city.imizu.lg.jp 

 

 

 

射水市ホームページ 

　　https://www.city.imizu.toyama.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市　

章

 

射水市の市章は、射水の頭文字「い」の字をデザイン化した

もので、輝く日本海を表現しています。水滴をイメージでき、

循環するイメージの中で持続可能な発展性が見て取れること

から、このデザインが選考されました。
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射水市の概要 

い み ず

 

１　概　　要 

本市は、環日本海交流拠点である富山県のほぼ中央に位置し、海から平野そして丘陵までが半径約

７キロメートルにまとまるコンパクトな地域である。 

その中に、国際貿易港（国際拠点港湾伏木富山港新湊地区）があり、鉄道（あいの風富山鉄道、万

葉線）・高速道路（北陸自動車道）が走り、国道４７２号を基本軸に東西南北に国道、地方道が整備

されるなど社会基盤の充実度が高い。 

また、平成２７年３月、北陸新幹線の開業に伴い、首都圏との交通の利便性が向上し、観光の振興

や交流の促進、並びに産業の振興や地域活性化が期待される。 

人口規模では県内第３位の都市で、市域の東西を富山・高岡両市に接するという地の利から、ポテ

ンシャルの高い地域といえる。 

２　市町村合併 

平成１５年５月に富山県内では初の住民発議による合併協議会が設置され、以来２年６か月に及ぶ

合併協議を重ね、平成１７年１１月１日に旧新湊市、小杉町、大門町、下村及び大島町の５市町村が

合併し射水市となる。 

この地域は、早くから人が定住したところで、５世紀の半ばには大和朝廷により「伊弥頭国造」（い

みずのくにのみやつこ）が置かれていた。この伊弥頭（いみず）は射水（いみず）と同字音である。

また、伊弥頭は射水市だけでなく、高岡市の一部、氷見地方を含む広範囲に及んでいたとされる。 

３　概　　況 

面　　積　　１０９．４４ｋ㎡（うち可住地面積９７．５５ｋ㎡　約８９％） 

人　　口　　８９，７９７人　（令和７年４月末日住民基本台帳） 

男４４，０９５人　女４５，７０２人 

世 帯 数　　３７，４９４世帯（令和７年４月末日住民基本台帳） 

産業状況　　１次　　１，０３４人　　２．１％（令和２年国勢調査） 

２次　１４，８８１人　３０．８％　　〃 

３次　３２，３２６人　６７．０％　　〃 

４　第３次　射水市総合計画 

　　まちの将来像 

　　　いろどり　ひろがる　ムズムズ射水 

　　まちづくりの基本方針 

　　　第１部　新しい命　育む未来 

　　　第２部　元気な産業　多彩な仕事 

　　　第３部　住みたい　住み続けたい 

　　　第４部　自分らしく　あなたらしく 

　　　第５部　寄り添い　支え合う 

　　　第６部　みつけて、みがく　知って、広める 

　　　第７部　人と人　今と未来をつなぐ 
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基本構成の実現に向けて（前期基本計画から教育関係抜粋） 

 

　　第１部　新しい命　育む未来 

　　　第２章　子どもの健やかな育ちと子育て世代を応援する 

　　　　　子どもが健やかで心豊かに成長できるように子育て家庭を支え、安心して子育てができ

る地域づくりに取り組みます。 

　　　　（主要施策） 

　　　　　・地域全体で子育てを支援する環境の整備 

　　　第４章　生きる力を育む学校教育を推進する 

　　　　　子どもたちが主体的に学び、同年代の子どもや教員、保護者、地域の大人たちとかかわりな

がら、将来の射水市を担い、様々な分野で活躍し生きぬいていく力を養う学びの環境づくりに

取り組みます。 

　　　　（主要施策） 

　　　　　・確かな学力の定着 

　　　　　・豊かな心と健やかな体の育成 

　　　　　・特別支援教育の充実 

　　　　　・郷土愛を育む教育の充実 

　　　　　・国際化、情報化に対応した教育の充実 

　　　　　・教育環境の整備 

　　　　　・信頼される教育の推進 

　　　第６章　家庭や地域での教育力を高める 

　　　　　子どもが規則正しい生活習慣や社会規範を身に着けるための最も身近な教育の場となる

「家庭」と多世代間の交流により社会性を育む「地域」が連携し、地域社会全体で子ども

を支え育てていく環境づくりを推進します。 

　　　　（主要施策） 

　　　　　・家庭の教育力の向上支援 

　　　　　・地域における子どもの成長支援 

　　　第７章　興味や探究心に応じた体験の場を提供する 

　　　　　市民がライフスタイルに応じて楽しくスポーツや生涯学習活動に参画できるよう、活動

環境の充実を図るとともに、地域での主体的な活動を支援していきます。 
　　　　（主要施策） 

　・スポーツ・レクリエーションの推進 

　　　　　・生涯学習活動の推進 

　　第７部　人と人　今と未来をつなぐ 

　　　第４章　地域の文化活動と歴史文化の継承を支援する 

　　　　　市民が心豊かに潤いのある生活を送り、郷土への愛着と誇りを育めるよう、市民主体の

芸術文化活動を推進するとともに、地域の宝である文化資源を保存・継承し、まちづくり

への活用に取り組みます。 
　　　　（主要施策） 
　　　　　・文化財の保存・活用 
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５　射水市教育振興基本計画（第 2 期　令和 6年度～令和 10 年度） 

基本理念 

 

本市では、「生きる力」を「豊かな人間性と創造性を備え、たくましく生きることのできる力」と

して捉え、人が持つ可能性を最大限引き出し、将来にわたって射水市を担っていく人々を育てると

ともに、国内・国外の様々な分野で活躍できる人づくりを基本理念に掲げて教育施策を展開してい

きます。 

基本目標 

　　 将来を担う子どもたちをはじめ、市民一人ひとりが、それぞれの個性や価値観を尊重し、違いを

認め合い、自分らしい「しあわせ」を実感できる教育を目指します。 

①　自他ともに認め合い、豊かな心を育みます 

変化が激しく予測困難な社会を生きるためには、様々な人々とのかかわりの中で、自分のよ

さや可能性を知り、自分に自信をもつことが重要になります。自己肯定感を高めるなど、自他

の敬愛と協力を大切にしながら、創造性や豊かな情操と道徳心を養います。 
②　果敢にチャレンジし、生き抜く力を培います 

夢や目標に向かって、困難にもひるまず挑戦し続け、粘り強く努力することは大切なことで

す。各分野に興味・関心を有する子どものすそ野を拡大し、その才能を見いだして、チャレン

ジ精神や創造性などを一層伸ばします。 
③　ふるさとを愛し、健やかな心と体を育てます 

豊かな地域資源が輝きを放つふるさといみずを愛することは、射水の絆づくりとコミュニテ

ィの育成に重要なことです。射水で育ったことに誇りをもち、健康でたくましい心と体を養い

ます。 
④　学校、家庭、地域が一体となって、健やかな成長を支えます 

子どもは、家庭で育て、学校で鍛え、地域で磨くことによって成長すると言われるように、

それぞれが役割を果たし、一体となって育てることが大切です。学校、家庭、地域並びに関係

機関が協力・連携して、子どもたちの健やかな成長を社会全体で支える体制をつくります。 

　　 ⑤ 生涯を通じて学び、体験する、活動を支援します 

　　　　市民一人ひとりが、ライフスタイルに応じて、楽しくスポーツや生涯学習活動に取り組むこと

は、自分らしく暮らす精神的な豊かさを実感するために大切なことです。活動環境の充実や地域

での主体的な活動を支援します。 

基本的施策  

　　(1)  確かな学力の定着　　　　　　　　　　　(8)  幼児教育の充実 

　　(2)  豊かな心と健やかな体の育成　　　　　　(9)  家庭の教育力の向上支援 

　　(3)  特別支援教育の充実　　　　　　　　　　(10) 地域における子どもの成長支援 

　　(4)  郷土愛を育む教育の推進　　　　　　　　(11)  生涯学習活動の推進 

　　(5)  国際化、情報化に対応した教育の充実　　(12)  文化財の保存と活用 

　　(6)  教育環境の整備　　　　　　　　　　　　(13)  スポーツ・レクリエーションの推進 

　　(7)  信頼される教育の推進　　　　　　　　　

豊かな人間性と創造性を備えた、たくましい人材の育成、 

射水市を担い、様々な分野で活躍できる人づくり
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教 育 行 財 政 

 
１　射水市教育委員会機構図　（令和７年 4月 1日） 

 

　射水市教育委員会 

　教 育 長　　金　谷　　　真 

　委員（教育長職務代理者） 　眞　岸　潤　子 

　委　　　　　　　　員　　宮　原　三千代 

　委　　　　　　　　員　　村　上　葉　子 

　委　　　　　　　　員　　成　田　廣　昭 

 

 

 

 

幼稚園 七美、大門わかば
総務企画係

小学校

新湊放生津、作道、片口、堀岡、東明

学校教育課 塚原、小杉、金山、歌の森、太閤山

中太閤山、大門、下村、大島
学校教育係

中学校
新湊、新湊南部、射北、小杉、小杉南

大門

教育センター

学校給食センター

生涯学習係

文化財係

生涯学習・スポーツ課 飛鳥工人の館

体育館

スポーツ推進係 グラウンド

体育施設 野球場

サッカー場

テニスコート

相撲場

図書館 中央図書館 パークゴルフ場

新湊図書館 弓道場

正力図書館 馬事公園

下村図書館 海竜スポーツランド

フットボールセンター
新湊博物館

教
育
委
員
会

教
育
長

事
務
局
長

次
長
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２　教育委員会人員配置状況 

令和 7年 4月 1日現在 

 

教育長
事務
局長

次長 課長 主幹
課長
補佐

副主幹 係長 主査 主任 主事
県　費
職員等

計

1 1 2 4

学校教育課
1 1 1 1 4

　総務企画係
１ 2 ３

　学校教育係 (1)
1 3 2

(1)
6

　小　計
1 1 1

(1)
1 4 3 2

(1)
13

教育センター
5 5

学校給食センター
1

(1)
2 2

(1)
5

(1)
1

(1)
1

　生涯学習係
1 2 １ 4 8

　文化財係 (1)
1 1

(1)
2

　スポーツ推進係
1

(1)
1 2 5

(1)
9

　小　計 (1)
1

(1)
2

(1)
3 4 10

(3)
20

図書館
1 1 4 6

新湊博物館
1 1 3 5

フットボールセンター
(1) (1)

0

飛鳥工人の館
1 1

1 1
(1)
2

(1)
1 1 2 3

(3)
4 9

(1)
4 7 24

(6)
59

（　）は、兼務等の職員

区分

教育委員会

生涯学習・スポーツ課

合　　　計
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３　各課等事務内容 

（１）学校教育課 

 

・教育センター 

 

・学校給食センター 

 総務企画係 *教育委員会の会議に関すること　　　　　 

*総合教育会議に関すること 

*教育委員会に係る事務の管理及び執行状況の点検及び評価に関すること 

*公告式及び公印保管に関すること         

*褒賞・寄附に関すること 

*事務局各課との連絡に関すること　　　　 

*事務局及び市教育機関の人事補助に関すること 

*学校施設の整備・計画に関すること 

*学校施設の保守・修繕に関すること　　　 

*教育関係調査、統計に関すること 

*奨学金に関すること                     

*図書に関すること

 学校教育係 *学校の運営及び指導に関すること　　　　 

*学校の組織再編、教育課程、学習指導及び生徒指導並びに教職員の研修指導に関すること 

*児童生徒の就学及び転出入等に関すること 

*児童生徒の就学援助に関すること 

*特別支援教育に関すること　　　　　 

*通学区域に関すること 

*学校給食（学校給食運営委員会）及び射水市学校給食センターに関すること 

*学校保健及び環境衛生に関すること　　　 

*教科書及び教材器具に関すること 

*射水市教育センターとの連絡調整に関すること　　　　 

*休日の学校部活動の地域移行に関すること 

*コミュニティ・スクールに関すること

 事 務 内 容 *教育関係職員の研修に関すること　　 　  

*教材及び資料の作成及び配布に関すること 

*教育の理論及び実践に係る研究調査に関すること 

*教育相談に関すること 

*生徒指導に関すること 

*教育支援センターの運営に関すること 

*布目庁舎別館の維持管理に関すること

 業　務　係 *学校給食の計画に関すること　　　　　　 

*学校給食の実施に関すること 

*学校における給食指導の援助に関すること 

*予算及び経理に関すること 

*学校給食食材の支払に関すること
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（２）生涯学習・スポーツ課 

 

・図書館 

 

・新湊博物館 

 

・飛鳥工人の館 

 

 

 

 

 

 生涯学習係 *射水市社会教育委員会議及び生涯学習推進協議会に関すること 

*生涯学習の振興に関すること 

*家庭教育に関すること 

*青少年健全育成に関すること 

*二十歳のつどいに関すること 

*社会教育団体の指導育成に関すること 

*児童健全育成に関すること 

*児童クラブ連合会に関すること

 文 化 財 係 *文化財保護に関すること 

*埋蔵文化財の保護に関すること 

*射水市文化財審議会に関すること 

*史跡等の保存、管理に関すること 

*文化財の調査に関すること

 ス ポ ー ツ 

推　進　係

*射水市スポーツ推進審議会に関すること 

*スポーツ施設の維持管理運営及び委託に関すること 

*スポーツ施設の統廃合に関すること 

*フットボールセンター周辺の賑わい創出に関すること 

*スポーツ推進事業及びＰＲに関すること 

*スポーツ関係団体に関すること 

*スポーツ施設の使用料金に関すること 

*スポーツ関係調査、統計に関すること

 事 務 内 容 *図書資料の選書、管理、貸出及びレファレンスに関すること 

*図書館資料収集及び一般公衆利用に供すること 

*市内外の図書館と連絡し、図書館資料の相互貸借を行うこと 

*読書会、研究会、鑑賞会の奨励に関すること 

*図書館協議会の開催に関すること

 学　芸　係 *高樹文庫関係資料、地域の歴史資料等の収集、保管、展示に関すること 

*高樹文庫関係資料、地域の歴史資料等についての調査・研究に関すること 

*高樹文庫関係資料、地域の歴史資料等についての学習情報の提供に関すること

 事 務 内 容 *施設管理業務に関すること 

*展示資料の解説、レファレンスに関すること
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４　教育費予算 

一般会計予算（歳出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「構成比」「対前年」は小数点第二位を四捨五入 

予算額 構成比 対前年

千円

教 育 総 務 費 教 育 委 員 会 費 2,156

事 務 局 費 364,272

教 育 セ ン タ ー 費 43,892

学 校 給食 セ ン ター 費 136,076

546,396 13.5% 106.6%

小 学 校 費 小 学 校 管 理 費 451,183

教 育 振 興 費 538,358

学 校 建 設 費 1,052,740

2,042,281 50.9% 260.3%

中 学 校 費 中 学 校 管 理 費 187,622

教 育 振 興 費 320,228

学 校 建 設 費 12,193

520,043 13.0% 69.0%

幼 稚 園 費 幼 稚 園 費 22,875

22,875 0.6% 94.3%

社 会 教 育 費 社 会 教 育 総 務 費 102,017

文 化 財 保 護 費 13,130

埋 蔵 文 化 財 調 査 費 10,672

図 書 館 費 122,745

博 物 館 費 60,086

308,650 7.7% 103.5%

保 健 体 育 費 体 育 総 務 費 99,268

体 育 施 設 費 278,146

377,414 9.4% 115.4%

児 童 福 祉 費 児 童 福 祉 総 務 費 194,756
（ 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 費 ）

194,756 4.9% 141.1%

4,012,415 100.0% 141.4%

令和７年度（当初）

計

款 項 目

民生費

教育費
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５　各課等主要事業 

（１）学校教育課 

 事　業　名 予算額（千円） 摘要（内容・進捗状況・その他）

 コミュニティ・スクール　

事業 

 

 

 

部活動の地域移行に向け

た実証事業 

 

 

校内教育支援センター　

事業 

 

 

学習サポーター配置事業 

 

 

 

チーム・ティーチング指

導員配置事業 

 

 

 

小・中学校家庭教育専門　

支援員配置事業 

 

 

 

学校給食食材費高騰対策

支援事業 

 

 

 

ICT教育環境整備事業（第

２期） 

 

 

学校整備事業 

 

4,336 

 

 

 

 

22,454 

 

 

 

6,192 

 

 

 

93,574 

 

 

 

35,061 

 

 

 

 

2,251 

 

 

 

 

41,516 

 

 

 

 

478,653 

 

 

 

1,122,611 

 

 

全ての小・中学校に「学校運営協議会」を設置、ま

た、「学校支援コーディネーター」を配置し、学校支援

ネットワークの充実を図り、射水市コミュニティ・ス

クールを推進する。 

 

中学校の休日の部活動の地域展開に向けた実証事業

を現在の運動部８種目・文化部１種目から全ての部活

動に拡充する。 

 

教室に入りづらさを感じている児童生徒の居場所づ

くりとして、校内教育支援センターの設置を拡充する。

（９校） 

 

特別に配慮を要する児童生徒の学校生活を支援する

ため、小・中学校に学習サポーターを配置する。（４０

名） 

 

数学や英語の授業を中心に、きめ細かい学習指導に

よる基礎学力の定着と学習意欲の向上を図るため、各

中学校に１～２名のティーム・ティーチング指導員を

配置する。（９名） 

 

不安や悩みを抱える児童生徒及び家庭への支援を行

うため、小・中学校家庭教育専門支援員を配置し、相

談体制の充実、学校・関係機関等との連絡調整の強化

を図る。（２名） 

 

　食材費高騰に伴う給食費単価の改定増額分（３０円）

について市が補助を実施し、保護者に追加負担を求め

ることなく、栄養バランスのとれた学校給食を提供す

る。 

 

　児童生徒及び教職員の学習専用端末を更新するとと

もに、授業支援システム・学習支援システム等の充実

を図る。 

 

　小・中学校の施設整備を実施する。 

・新湊放生津小学校整備事業 

（令和７年度から令和８年度継続費） 

・大門中学校整備事業 

（令和５年度から令和７年度継続費） 

・中太閤山小学校照明ＬＥＤ化工事（繰越）
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（２）生涯学習・スポーツ課 

 

事　業　名 予算額（千円）

4,656

土曜学習推進事業 701

3,150

194,756

生涯学習活動事業 8,775

二十歳のつどい事業 1,083

文化財保存事業 12,088

埋蔵文化財調査事業 10,672

412

摘要（箇所・説明・進捗状況・その他）

放課後子ども教室推進事
業

　放課後に小学校の余裕教室等を活用し、地域の方々
の参画を得て、学習やスポーツ、文化活動を行う。

　子どもたちの豊かで有意義な土曜日を実現するため
に、地域などの協力を得て様々な体験活動を行う。

地域学校協働活動推進事
業

　地域と学校が連携・協働し、子どもたちの健やかな
成長及び地域人材の育成、自立した地域社会の基盤構
築・活性化を図るため、学校支援コーディネーターを
配置する。

放課後児童健全育成事業 　保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に対
し、家庭に代わる生活の場として放課後児童クラブ及
びとやまっ子さんさん広場を開設し、適切な遊びや指
導を行うことで児童の健全育成を図るとともに、保護
者の子育てと仕事の両立支援を行う。

　幅広い世代間での交流や学習等、地域の実情に応じ
た学級・講座開設を27地域振興会に委託し、地域の主
体的取組を支援する。

　二十歳を迎える者の節目を祝福するとともに、社会
人としての自覚を促すよう激励する。

　史跡公園等の維持管理や、文化財の普及啓発、文化
財所有者等が実施する維持管理や保存修理への助成等
により、文化財の保護・継承及び活用を図る。

　市内で計画される各種開発事業に先立って発掘調査
等を実施し、開発事業と埋蔵文化財保護との調整を図
る。
　また、埋蔵文化財センターを活用した展示や体験教
室等による埋蔵文化財の普及啓発を行う。

放生津八幡宮祭の曳山・
築山行事保存活用事業

　国重要無形民俗文化財「放生津八幡宮祭の曳山・築
山行事」の保存活用を図る。
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（３）射水市図書館 

 

（４）新湊博物館 

 

事　業　名 予算額（千円）

巡回ラジオ体操開催事業 500

オリンピアン講演会開催
事業

373

フットボールセンター管
理運営事業

40,882

摘要（箇所・説明・進捗状況・その他）

　オリバースポーツフィールド射水において巡回ラジ
オ体操を開催【８月２０日（水）】する。

　トップアスリートから技術的な指導や人柄にふれる
ことができる講演会を開催する。

　スポーツを通じた交流拠点として、大規模大会やス
ポーツ合宿の誘致を進め、スポーツの振興や交流人口
の増加を図る。また、指定管理者（候補者）の選定を
行う。

富山マラソン開催事業 5,000 　新湊大橋を通過するコースである高岡・富山間のフ
ルマラソン大会の開催【１１月２日（日）】を支援す
るとともに、新湊大橋を折り返すジョギングの部を開
催する。なお、第１０回目を記念し、ジョギングの部
の定員を通常より３００人増の１，３００人とし、新
湊大橋から眺める立山連峰や富山湾の景観など、本市
の観光資源をＰＲする。

事　業　名 予算額（千円）

図書館活動推進事業 12,460

摘要（箇所・説明・進捗状況・その他）

 「学びの環境」として多様な生涯学習活動に応える
ため、資料情報を計画的に収集し、市内全図書館連携
のもと、図書館蔵書等資料の一層の充実に努める。

事　業　名 予算額（千円）

新湊博物館企画展事業 4,458

摘要（箇所・説明・進捗状況・その他）

　企画展の開催

　・いい湯だな

　・海の守護神

　・市制20周年記念　いみず紀行

　・人間国宝認定70周年記念　石黒宗麿

　・日本人の心と妖怪　小泉八雲が魅せられた世界
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６　教育委員会表彰 

（１）学校教育功労者等 

 

（２）社会教育功労者等 

 年度 個　　　　　人 団　　　　　体

 

R4

丹羽　康雄　　川田　和子　　畑井　俊信 

加藤　佑奈　　濱谷　桜月　　定塚　瑛大 

嶋倉　　雅　　杉浦　　舞　　大井　寧々 

小林　和歌　　後藤　志歩　　大角　誠治 

山﨑　雅和　　中沖　一人　　大谷　敦志 

片口　宗久

 

R5

　小竹　信成　　櫻野　栄子　　藤田美栄子 

　福田慎一郎　　高波　莉代　　杉浦　千花 

　松井　璃花　　中村　彩七　　棚田　武蔵 

　清水　秀明　　前　都志子

魚岸精機工業株式会社

 

R6

　筏井　朋美　　小川　直子　　畑井　綾乃 

　岡本　悠来　　片林　未空　　和田　三茂 

　佐野　正之

新湊中学校吹奏楽部 

新湊南部中学校吹奏楽部 

小杉中学校吹奏楽部 

魚岸精機工業株式会社

 
年度 個　　　　　人 団　　　　　体

 

R4

永田　敏明　　大江　政行　　浦上　昭夫 

西田　俊之　　宮島　靖之　　野村　　渉 

谷道　恂子　　鈴木　三郎　　藤田久美子 

原　　三夫　　澤村　　均　　

 

R5

四日　惠子　　中江　正子　　京谷　勝美　　

近藤　祐子　　加藤　典子　　中条　和美　　

永森　忠志　　赤江壽美雄　　

 

R6

西谷　政信　　清水　　勉　　市川　伸誠　　

南　　賢二　　金井　恭子　　吉久マスミ　　

加藤　裕子　　中島　雅恵　　坂又　久善



 

 

 

 

学校教育 
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学校教育 

 
１　市立幼稚園・学校の現況 

（１）市立幼稚園、小・中学校一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　 　令和 7 年 4 月 1 日現在 

 

 
学校・園名 創立

校長・ 

園長名

教頭・　　 

園長代理名
所在地 電話番号 FAX 番号

 

小

学

校

新湊放生津 令 7. 4 赤尾　秀康 京角　淑美 中新湊 23番 10 号 82-8022 82-8023

 作　　　道 明 7. 7 酒井　直人 荒木　恒治 作道 913 番地 82-8035 82-8036

 片　　　口 明 6.12 老田　克己 永井　陽子 片口高場 48番地 86-1393 86-1894

 堀　　　岡 明 6.10 川井　祐美 髙林　三智 海竜町 118 番地 2 86-1026 86-1699

 東　　　明 昭49. 4 太田　好美 浅野　芳恵 海老江七軒1347番地 86-0050 86-0099

 塚　　　原 明 9. 9 小島　秀樹 尾間　利恵 松木 715 番地 82-8040 82-8041

 
小　　　杉 明 6. 7 杉高　　浩 竹林　ゆかり 戸破 4100 番地 55-1055 55-1056

 金　　　山 明 6. 7 三箇　勝則 老田　晴美 青井谷 1648 番地 56-0090 56-0094

 歌　の　森 明 6.10 高岡　陽子 水上　美淑 黒河 560 番地 56-0164 56-0144

 太　閤　山 昭47. 4 前橋　真佐美 若林　祥子 橋下条 926 番地 56-3303 56-3693

 中 太 閤 山 昭53. 4 堀　　かおり 島木　雅美 中太閤山11丁目 3番地 56-3333 56-2873

 
大　　　門 平18. 4 福山　暁雄

中野　千佐登 

林 　 百 代 
二口 417 番地 1 52-0072 52-1751

 下　　　村 明 6. 4 上田　由美 石黒　幸子 加茂中部 1051 番地 59-2310 59-2864

 大　　　島 明 6.11 網 　 　 功 治 小島　忠輝 小島 675 番地 1 52-0201 52-5709

 

中

学

校

新 湊 平25. 4 六 渡 　 徹 八下田　健輔 八幡町三丁目14番 4号 82-8050 82-8051

 新 湊 南 部 昭22. 4 加 藤 　 豊 野本　美香 鏡宮 193 番地 1 82-8055 82-8056

 射　　　北 昭22. 4 髙信　智加子 ヒーリー　美架 堀岡古明神 20番地 86-0016 86-0593

 
小　　　杉 昭22. 4 京角　輝彦

西田　幸江 

加納　佑成
戸破 2013 番地 56-1335 56-1334

 小　杉　南 昭59. 4 吉野　長武 石黒　将大 南太閤山 1 丁目 2 番地　 56-5077 56-5078

 
大　　　門 昭46. 4 寺島　貴幸

竹内　文恵 

井口　亮介
二口 258 番地 52-0116 52-2286

 
幼

稚

園

七　　　美 昭38. 4 片境　真樹子 ― 七美 1014 番地 86-0048 86-0048

 
大門わかば 平18. 4 西野　百合子

川口　佳代子 

古川　こず恵
二口 427 番地 1 52-1021 52-4284
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（２）幼稚園、小・中学校在籍教職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 7年 5月 1日現在 

（小・中学校） 

 

（幼稚園）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（臨職含） 

校 長 教 頭 教 諭
臨任
講師

市教セ職員ス
ポーツ主事・
在外派遣等

養護
教諭

栄養教諭
等(臨職
含)

事務職員
(臨職含)

栄養教諭
等(臨職
含)

用務員
(臨職含)

1 新湊放生津 1 1 19 1 1 1 2 26

2 作 道 1 1 20 1 1 1 1 2 28

3 片 口 1 1 11 1 1 1 16

4 堀 岡 1 1 13 1 1 1 18

5 東 明 1 1 17 1 1 1 22

6 塚 原 1 1 11 1 1 1 16

7 小 杉 1 1 28 1 1 1 1 1 2 37

8 金 山 1 1 10 1 1 1 15

9 歌 の 森 1 1 27 1 1 1 2 34

10 太 閤 山 1 1 19 1 1 1 1 2 27

11 中太 閤 山 1 1 19 1 1 1 2 26

12 大 門 1 2 34 1 1 1 2 42

13 下 村 1 1 8 1 1 1 1 14

14 大 島 1 1 32 1 1 1 2 39

14 15 268 4 2 14 6 14 1 22 360

1 新 湊 1 1 13 1 1 2 19

2 新湊 南 部 1 1 16 1 1 2 22

3 射 北 1 1 20 1 1 2 26

4 小 杉 1 2 38 2 1 1 1 2 48

5 小 杉 南 1 1 18 1 1 2 24

6 大 門 1 2 33 1 2 1 2 2 44

6 8 138 1 2 7 2 7 0 12 183

20 23 406 5 4 21 8 21 1 34 543

県　　費　　負　　担　　教　　職　　員 市職員

小　計

小　計

合　計

学校名 計

小
学
校

中
学
校

園長 園長代理 教諭 支援員 用務員 計

1 七　　　美 1 0 1 1 0 3

2 大門わかば 1 2 5 1 1 10

2 2 6 2 1 13

大門わかば幼稚園の教諭については、認定こども園幼稚園部の職員のみ。

幼稚園名

合　計

幼
稚
園
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（３）幼稚園、小・中学校児童生徒数及び学級数 

（小学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和 7 年 5 月 1 日現在

 

※下村小学校の２学年・３学年については、複式学級。 

児童数 38 51 49 60 54 61 313

学級数 2 2 2 2 2 2 2 14

児童数 51 50 48 55 52 57 313

学級数 2 2 2 2 2 2 4 16

児童数 31 16 22 31 31 27 158

学級数 1 1 1 1 1 1 2 8

児童数 22 27 26 21 18 21 135

学級数 1 1 1 1 1 1 3 9

児童数 30 49 40 41 37 46 243

学級数 1 2 2 2 2 2 2 13

児童数 31 18 29 20 30 13 141

学級数 1 1 1 1 1 1 2 8

児童数 95 83 93 106 103 108 588

学級数 3 3 3 3 3 4 4 23

児童数 7 10 9 9 7 13 55

学級数 1 1 1 1 1 1 2 8

児童数 60 80 70 76 73 83 442

学級数 2 3 2 3 3 3 6 22

児童数 52 69 61 68 56 68 374

学級数 2 2 2 2 2 2 2 14

児童数 40 43 40 56 46 51 276

学級数 2 2 2 2 2 2 3 15

児童数 98 114 94 103 97 111 617

学級数 3 4 3 3 3 4 5 25

児童数 9 7 8 7 9 10 50

学級数 1 1 1 1 1 2 7

児童数 100 89 117 105 104 107 622

学級数 3 3 4 3 3 3 6 25

児童数 664 706 706 758 717 776 4,327

学級数 25 28 26 27 27 29 45 207

学校名 区分
1

学年
2

学年
3

学年
4

学年
5

学年
6

学年
特別支
援学級

計

新湊放生津

作 道

片 口

堀 岡

東 明

塚 原

小 杉

金 山

歌 の 森

太 閤 山

中 太 閤 山

大 門

下 村

大 島

小学校計
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（中学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   令和 7年 5月 1日現在 

 

 

（幼稚園）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    令和 7年 5月 1日現在 

 

　※大門わかば幼稚園については、認定こども園幼稚園部の数。 

生徒数 51 66 62 179

学級数 2 2 2 2 8

生徒数 75 86 70 231

学級数 2 3 2 1 8

生徒数 107 110 91 308

学級数 3 3 3 2 11

生徒数 209 201 210 620

学級数 6 5 6 5 22

生徒数 87 74 102 263

学級数 3 2 3 3 11

生徒数 203 202 231 636

学級数 6 5 6 3 20

生徒数 732 739 766 2,237

学級数 22 20 22 16 80

学校名 区分
1

学年
2

学年
3

学年
特別支援学

級
計

新 湊

新 湊 南 部

射 北

小 杉

小 杉 南

大 門

中学校計

3 4 5

歳児 歳児 歳児

園児数 0 0 5 5

学級数 0 0 1 1

園児数 5 9 7 21

学級数 1 1 1 3

園児数 5 9 12 26

学級数 1 1 2 4

幼稚園名 区分 計

七 美

大門わかば

幼稚園計
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（４）学校施設の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 7年 5月 1日現在 

 

鉄筋 鉄骨 木造 計 鉄筋 鉄骨 木造 計

新湊放生津 12,647 16,771 29,418 平1 4,925 4,925 平2 1,257 1,257

作　道 8,032 18,613 26,645
昭56,平
24,25

4,370 40 26 4,436 昭57 878 878

片　口 11,728 10,476 22,204
昭59,
平6,7,11

3,987 116 4,103 平21 1,340 1,340

堀　岡 11,600 15,660 209 27,469 平14 3,743 3,743 平15 1,225 1,225

東　明 17,717 11,532 29,249 昭47,48 4,788 85 4,873 平21 1,311 1,311

塚　原 10,345 7,630 17,975 昭55,56 4,122 4,122 昭56 746 746

小　杉 14,364 18,435 32,799 昭45,47 6,975 62 7,037 昭47 1,254 74 1,328

金　山 5,202 8,190 79 13,471 昭50,平8 2,147 2,147 平8 838 838

歌の森 13,344 10,396 23,740
昭57,平
13,18,28
,29

4,767 276 5,043 昭57 1,061 1,061

太閤山 15,611 17,206 32,817 平17 7,360 7,360 平17 1,544 1,544

中太閤山 12,043 11,372 23,415 昭52,54 6,887 6,887 昭52 1,238 1,238

大　門 17,940 12,651 30,591 平17,25 9,677 9,677 平17 1,295 1,295

下　村 3,908 7,066 10,974
昭45,54,
平22

2,807 　　 2,807 平22 948 948

大　島 16,141 11,220 27,361
昭51,57,
平24

7,646 7,646 平8 1,993 607 2,600

170,622 177,218 288 348,128 74,201 579 26 74,806 13,883 3,726 17,609

校地面積 校舎 屋内運動場

計

区分
建物
敷地

運動場 借地 計
建設
年次
(年度)

保　有　面　積
危
険
面
積

建設
年次
(年度)

保  有  面  積
危
険
面
積

小
学
校

- 17 -
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鉄筋 鉄骨 木造 計 鉄筋 鉄骨 木造 計

新　湊 18,538 18,417 36,955 平26 6,200 6,200 平26 1,882 1,882

新湊南部 19,020 12,165 31,185 平20 5,586 5,586 平20 1,308 615 1,923

射　北 11,890 12,505 24,395
昭53,平
29

5,990 11 6,001
昭52,
平29

106 2,108 2,214

小　杉 10,579 15,993 7,855 34,427 昭54 8,265 8,265 平11 3,419 3,419

小杉南 16,949 15,197 32,146 昭58,61 6,618 6,618
昭58,
令1

607 1,612 2,219

大　門 16,640 41,426 58,066
昭47,59,
63,平19,
令3,令4

7,246 975 8,221
昭48,
令6

18 2,050 2,068

93,616 115,703 7,855 217,174 39,905 986 40,891 7,340 5,770 615 13,725

鉄筋 鉄骨 木造 計 鉄筋 鉄骨 木造 計

七　美 1,233 414 1,647 昭54,平4 402 53 455 －

大門
わかば

4,285 1,882 6,167 平17 1,550 1,550 －

5,518 2,296 7,814 1,952 53 2,005

校地面積 校舎 屋内運動場（武道場・部室）

計

校地面積 校舎 屋内運動場

計

区分
建物
敷地

運動場 借地 計
建設
年次
(年度)

保　有　面　積 危
険
面
積

建設
年次
(年度)

保  有  面  積 危
険
面
積

中
学
校

区分
建物
敷地

運動場 借地 計
建設
年次
(年度)

保　有　面　積 危
険
面
積

建設
年次
(年度)

保  有  面  積 危
険
面
積

幼
稚
園

- 18 -
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（５）内地留学生の派遣状況 

 年 
度

区 
分

学校名 氏名 期間 研修先 研修テーマ

 

７
長
期

東明小 安田　望都子 5. 1 ～ 7.31
富山県総合教育 

センター

通常学級における多様な教育的支

援を必要とする児童への理解と支

援の在り方について

 

7
長
期

小杉中 正橋　由希 5. 1 ～ 7.31 富山大学

生徒の多様な悩みに寄り添いなが
ら、個々の成長発達を支援し、問
題解決に向かう力を向上させるス
クールカウンセリングの在り方に
ついて
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２　教育センター 

　　所在地　　〒939-0294　射水市新開発 410 番地 1 

　　　　　　　　　　　　　TEL　　 　　0766-51-6636 

　　　　　　　　　　　　　FAX　　     0766-51-6665 

　　　　　　　　　　　　　E-mail　　　imizu-ec@imizu.ed.jp 

　　　　　　　　　　　　　URL　　　　 https://wp.imizu.ed.jp 

（１）運営の方針 

射水市学校教育の一層の進展と充実を図るため、教職員研修の援助、調査研究、生徒指導

の援助、教育相談、教育情報の収集・提供を行う。 
 
（２）運営の重点 

・教育における今日的な課題を的確に捉え、今後の教育の方向性を示す実践的な調査研究を推進

する。 
・教職員の指導力や資質の向上を目指す研修会、講座、講演会を開催する。 
・幼・小・中・高の連携を強め、信頼関係を基盤とした生徒指導の充実を図る。 
・専門相談員による定期的な教育相談、所員による随時相談等、児童生徒、家族、教師への継続

的な相談支援を行う。 
・教育課程、学校経営に対応した情報資料の提供等、教育活動に資するサービスを充実する。 

（３）運営機構 

 射水市教育委員会

 射水市教育センター 

運営委員会  
 

射水市教育センター
富山県総合教育センター

 

 射水市小・中学校 

校長会  西部教育事務所
 
 
 射水市小・中学校 

教育研究会
所　　長 富山県　　　　 

教育センター協議会  
 
 
 射水市 

生徒指導協議会
指導主事 高岡ブロック　　　 

教育センター協議会  
 
 
 
 調査研究 教職員研修 生徒指導 教育相談 教育支援センター その他

 
  

○全国学力・学習状

況調査に関する

調査研究 
○学び高め合う集

団づくりの支援

に関する調査研

究 
〇小・中学校におけ

る ICT 教育推進

に関する調査研

究 
○小学校社会科副

読本に関する調

査研究

 
○教育講演会 
（ＳＮＳ） 

○新規採用教員研修 
○ICT 教育推進に関

する研修 
○地域の歴史や文化

等に関する研修 
○プログラミング教

育に関する研修 
○経験年数に応じた

資質の向上に関す

る研修 
○特別支援教育研修 
○体育実技研修(小)

○生徒指導に関す

る研修 
○生徒指導に関す

る情報収集と提

供 
○警察署、ネットパ

トロール等との

連携

○来所相談 
○電話相談 
○メール相談 
○学校訪問相談 
○スクールソーシ

ャルワーカー、外

国人相談員活用

事業 
○小・中学校家庭教

育専門支援員活

用事業 
○関係機関との連

携

○不登校児童生徒

への集団適応支

援 
○不登校児童生徒

と保護者への教

育相談 
○アウトリーチ型

学習支援 
○関係機関との連

携

○スタンダード委員会 
○マイスター教員事業 
○学び高め合う集団

づくり支援事業 
○学力向上事業 
○ICT 教育総合支援

事業 
○小学校におけるプ

ログラミング教育

推進事業 
○小学生学び応援塾 
○科学展覧会 
○教育論文等 
〇図書・資料の貸出

学力向上委員会
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(４) 事業計画 

　１　調査研究 

 

２　教職員研修 

 研究名 内　　容 調査研究員 実施回数・会場

 全国学力・学習

状況調査に関す

る調査研究 

全国学力・学習状況調査結果

を分析するとともに、今後の取

組の方向性について調査研究を

する。

・小学校教諭４名 

（国・算・理・生指） 

・中学校教諭４名 

（国・数・理・カ指）

２時間・２回 

射水市庁舎または 

布目分庁舎別館

 学び高め合う集

団づくりの支援

に関する調査研

究

学び高め合いを推進するため

の効果的な「WEBQU 調査」の分

析と活用について調査研究をす

る。

・令和７年度推進校教頭 

・令和８年度推進校教頭 

等

1.5時間・１回 

射水市庁舎または 

布目分庁舎別館 

※２月に報告・説明会

を開催予定

 小・中学校にお

けるＩＣＴ教育

推進に関する調

査研究

GIGAスクール構想第２期の基

盤整備に伴い、授業や校務等に

おけるICT教育推進の可能性に

ついて調査研究をする。

・小･中学校各校１名推進委員 

・ＩＣＴマイスター教員(兼可) 

各校１名　計２１名 

※内小･中学校各１名は教頭

1.5時間・２～３回 

射水市庁舎または 

布目分庁舎別館

 小学校社会科副

読本に関する調

査研究

小学校社会科副読本の改訂に

向けた調査研究をする。

小学校委員４名 

※内１名は教頭

約２時間・４回 

射水市庁舎または 

　布目分庁舎別館

 
研修名 講　師 研修内容 対　象

実施予定日 

会場

 教育講演会 

※オンライ

ン研修

兵庫県立大学 

教授 竹内 和雄 氏

保護者と教員がネット

の危険性や具体的な対処

方法等を学び、トラブル

の未然防止や対応力の向

上を図る。

教員は悉皆研修 

（保護者は希望者）

7月28日(月) 

13:30～16:00 

各校リモート会場 

射水市庁舎

 新規採用 

教員研修会

市教育センター 

教育相談員 

東 美津子 氏 

指導主事

リラクゼーションの手

法、対人関係ゲーム等を

学ぶとともに、意欲や資

質の向上を図る。

新規採用教員 5月13日(火) 

13:30～16:30 

救急薬品 

市民交流プラザ

 学習支援 

ソフト習得 

研修会

ベネッセ株式会社

講師

ミライシードの操作方

法等を学び、１人１台端

末等を活用した実践的指

導力の向上を図る。

新規採用教員 

・他市からの転入者 

及び希望者

4月22日(火) 

14:30～16:30 

大門小学校 

ランチルーム

 ＩＣＴ活用 
授業研究 

研修会

富山大学大学院 

教授 

長谷川 春生 氏 

市ＩＣＴマイスター教員

ICT を活用した授業の

参観・協議会を通して、

実践的指導力の向上を図

るとともに、授業改善を

一層推進する。

各校１名以上 ICT マイスター

教員の授業公開

日時・所属校 

（１･２学期の各１回）

 WEBQU活用 

研修会

市教育アドバイザー 

県教育カウンセラー協会 

相談役 

村田 己智子 氏

WEBQU の分析・活用方

法等を学ぶことを通し

て、学び高め合う集団づ

くりに向けた取組の推進

を図る。

令和６年度採用教員 

（２年目） 

及び希望者

①5月21日(水) 

15:00～16:30 

射水市庁舎 

②9月10日(水) 

15:00～16:30 

救急薬品 

市民交流プラザ
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 射水市内 

地域巡り 

研修会

新湊博物館 

大島絵本館 

加茂神社

市内の主な施設の見学

を通して地域の理解を深

め、児童生徒の学習指導

の充実を図る。

新規採用教員 

・他市からの転入者 

及び希望者

7月25日(金) 

8:30～12:00 

市内各施設

 プログラミング 

研修会

富山県立大学 

教授 岩井 学 氏

ドローン等を使った体

験型研修を通してプログ

ラミング教育の理解を深

め、実践的指導力の向上

を図る。

小学校令和５年度採

用教員（３年目） 

及び希望者

8月1日(金) 

14:00～16:30 

大島小学校 

体育館

 ミドルリーダー 

研修会

市教育センター ミドルリーダーとして

の役割や資質・能力の理

解を深め、学校運営に参

画する意識を高める。

平成29年度採用教員 

（９年目）

7月29日(火) 

9:00～10:30 

救急薬品 

市民交流プラザ

 授業力向上 

研修会

①市教育センター 

指導主事 

 

②市マイスター教員

「射水スタンダード～

授業のABC～」を基盤とし、

「Next」等の実践を通し

て、授業力の更なる向上

を図る。

令和４年度採用教員 

（４年目）

①5月30日(金) 

15:00～16:30 

射水市庁舎 

②マイスター教員

の授業公開日時･所

属校（１回以上）

 4年目･9年目 

マッチアップ 

研修会

市教育センター 

　指導主事

異年次交流を通して、

４年目、９年目の自覚を

促すとともに、授業力の

更なる向上を図る。

平成29年度採用教員 

（９年目） 

令和４年度採用教員 

（４年目）

①7月29日(火) 

10:45～12:00 

救急薬品 

市民交流プラザ 

②12月25日(木) 

9:30～12:00 

射水市庁舎

 新任特別支 

援教育担当 

者研修会

市教育委員会 

特別支援教育指導主事

特別支援教育に関する

基礎的な知識・技能、適

切な学級運営等を学び、

使命感の向上を図る。

新任特別支援学級担任 

新任通級指導教室担当者 

及び希望者

4月10日(木) 

15:00～16:30 

射水市庁舎

 特別支援 

教育研修会

市教育委員会 

特別支援教育指導主事 

市特支マイスター教員 

県特支コーディネーター

研受講者

特別な支援を必要とす

る児童生徒の能力や可能

性を伸ばすために、特別

支援教育に対する専門性

の向上を図る。

特別支援教育コーディネーター 

特別支援学級担任 

通級指導教室担当者

から各校１名以上

8月21日(木) 

9:00～12:00 

救急薬品 

市民交流プラザ

 通級指導 

教室担当者 

研修会

市教育委員会 

特別支援教育指導主事

通級指導教室の適切な

運営や学習指導、支援の

在り方の理解を深め、指

導の充実を図る。

通級指導教室担当者 

各校１名以上

5月27日(火) 

15:00～16:30 

救急薬品 

市民交流プラザ

 体育実技 

研修会 

(陸上競技)

㈱アスレチッククラブ・

エスピーホープ 

代表取締役 

茅野 宏治 氏

児童の走力の向上に資

する専門的な実技指導を

通して、実践的指導力の

向上を図る。

小学校教諭 

各校１名以上

4月24日(木) 

15:00～16:30 

新湊放生津小学校 

グラウンド

 イングリッシュ

・キャンプ 

見学研修会

委託事業所 「射水市イングリッシ

ュ･キャンプ」の様子や

Lessonの参観を通して、

学校での外国語に関わる

活動の充実を図る。

希望者 ８月４日(月)～

６日(水)の 

希望日時 

呉羽青少年自然

の家
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３　教育相談 

 
４　スクールソーシャルワーカー活用事業 

 
５　小・中学校家庭教育専門支援員活用事業 

 
６　教育支援センター（適応指導教室） 

 若手教員 

研修会

市マイスター教員 

各校校長お勧めの授

業者

マイスター教員等の公

開授業や学校訪問研修を

生かした授業参観・協議

会を通して、学習指導の

改善・充実を図る。

５年目までの若手教員 

及び希望者

授業公開日時 

・公開校 

（１回以上）

 理科教育講座 

（自然観察）①

入門コース半日

県総合教育センター 

科学情報部主管

自然観察に関する研修

を行い、指導力の向上を

図る。

富山県教職員研修 

Ｃ希望

６月４日(水) 

午後・射水市内

 活動名 内　　　容 担　当 実施回数

 来所相談 問題を抱える保護者・教師・児童生徒に対し

て専門の相談員が面談して相談に応じる｡

教育相談員 随時(要予約) 

受付 月～金曜日 

8:45～16:30

 学校訪問 

相談

保護者・児童生徒・教師の問題や生徒指導上

の問題に対して､学校を訪問して相談に応じる。

教育相談員 

センター職員

随時 

受付 月～金曜日 

8:45～16:30

 電話相談 

メール相談

保護者・児童生徒・教師の問題や生徒指導上

の問題に対して、電話やメール等で相談に応じ

る。また､来所相談や学校訪問相談につなげる。

教育相談員 

センター職員

随時 

受付 月～金曜日 

8:45～16:30

 活動名 内　　　容 担　当

 訪問活動 ◇不登校、いじめ･暴力行為･児童虐待、児童生徒の心の問題、経済

面や健康面、言語面を含めた家庭問題等のうち、学校だけでは対

応が困難なものに対して、家庭環境等の改善に向けて関係機関と

連携して働きかけるとともに､児童生徒や保護者の支援を行う｡ 

・スクールソーシャルワーカー配置計画及び活動報告の取りま

とめ 

　・隔月の研修会での情報交換

スクールソーシャルワーカー 

県費負担７名 

(巡回型･いじめ

対策を含む) 

市費負担10名

 活動名 内　　　容 担　当

 訪問活動 ◇本市の不登校の要因として、親子関係や家族関係等の家庭環境に

起因するものも多く、より複雑なケースが増加している。家庭に

悩みを抱える児童生徒の相談体制を充実させるとともに、家庭訪

問等を通して保護者や児童生徒に対する支援の強化を図る。 

・家庭に不安を抱える児童生徒の早期発見に向けたスクリーニン

グ手法の周知を図り、支援体制の強化を図る。 

・ケース支援のために学校及びこども福祉課、児童相談所等の関

係機関との連絡調整を行う。 

・SSWや支援員が有効に機能するように、SSW等研修会で指導助言

を行う。

小中学校家庭教育

専門支援員２名

 活動名 内　　　容 備　　　考

 社会的自立支援 不登校児童生徒に対して、必要に応じた学習支援等を

行い、社会的な自立につながる環境を整える。

月～金曜日 

9:00～15:00

 教育相談 児童生徒、保護者や学校からの通所及び見学・体験に

関する相談に応じる。

月～金曜日 

8:45～16:30
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７　教育サービス 

 

８　生徒指導（市生徒指導協議会） 

 

９　射水スタンダード委員会 
　    授業力向上射水トライアル３点セット（射水スタンダード～授業のABC～・授業研究協議ステ

ージアップ・授業力向上のちょいテク）の活用を推進し、指導力向上を目指す。 
授業力向上射水トライアル３点セット改訂スケジュールに基づき、令和７年度は「射水スタン

ダード～授業のABC～」「射水スタンダード～授業のABC Next」の活用現状の把握と改定の検

討を行う。 
・教務主任（研究主任）を中心とした委員会を編成 
・１学期は現状把握、２学期は改訂・活用促進の検討、３学期は提案発表 

 

10　射水市マイスター教員事業 

　　　高い専門性と指導力を有し、優れた教育活動を実践している教員をマイスター教員に認定し、

その実践的指導力を広く市内の教員に伝授する。 
・授業公開（教科等マイスター）授業力向上研修会で師範授業を公開し、協議会を行う。 

（ICTマイスター）ICT活用授業研究研修会で提案授業を公開し、協議会を行う。 
（GIGAマイスター）県の取組を通して、ICT教育に関する市内教員の資質向上を図る。 

　　　・研修指導（特別支援教育マイスター）特別支援教育研修会での伝達講習等を行う。また、随

時、市内教員の要請や実態に応じた助言等を行う。 

 事業名 内　　　容 備　　　考

 射水市 

科学展覧会

・市科学展覧会の企画運営、展示、表彰等 

・優秀作品データの蓄積と紹介 

・県科学展覧会との連絡・調整、搬入、搬出等

会場：救急薬品市民交流プラザ 

搬入・審査     9月5日(金) 

公開  9月6日(土)～7日(日) 

搬出           9月8日(月)

 射水市 

教育研究論文・ 

教育実践記録募集

・教育研究論文等の募集企画 

・審査、表彰等

応募票提出     1月 5日(月) 

論文等提出     1月 8日(木) 

表彰式         2月20日(金)

 校内教育支援セ

ンター支援員

・支援員の配置計画及び活動報告の取りまとめ 

・資質・能力の向上のための研修会の開催

市費負担支援員９名

 外国人相談員 ・相談員の配置計画及び活動報告の取りまとめ 市費負担相談員５名

 図書、資料等の貸

出等

・教育図書や教材資料等の紹介、貸与等 

・地域人材情報、地域教材資料の提供等

教育図書等は、電話又はFAXでの

申請、返却は公達でも可

 情報収集、 

情報提供

・不審者情報、交通事故、問題行動等の情報収集

及び提供 

・射水警察署との連携 

・ネットパトロールからの連絡確認

 情報発信 ・事業概要、教職員研修、生徒指導、教育支援セ

ンター等に関する情報発信 

・活動内容等に関する情報発信

 内　　　 容 備　　      考

 全体研修会（１回） 4月16日(水)  役員・事業案承認、事業報告、事業計画

 生徒指導研修会（年４回） (1) 4月16日(水)　　(2) 6月26日(木)　　(3) 11月20日(木) 

(4) 1月29日(木)
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・教育先進校等の視察　専門性と指導力を高めるために、マイスター教員数名を県外教育先進

校に派遣する。 
・その他　優れた実践や提案授業を公開したり、収集した資料を提供したりして、市内教員の

実践的指導力の向上に寄与する。 
 
　11　学び高め合う集団づくり支援事業 
　　 「学び合う集団づくり推進事業（令和元年度～平成３年度）」の成果を基盤とし、GIGAスクー

ル構想の実現、学習指導要領の着実な実施、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を目指

し、集団の「学び高め合い」と「いじめ・不登校予防対策」を支援する。 
・「WEBQU調査」の実施と分析・活用の推進 
・教育アドバイザー等の派遣による研修機会の設定 
・令和７年度推進校　〈新湊南部中学校区〉新湊南部中学校、作道小学校、塚原小学校 

〈小杉南中学校区〉小杉南中学校、金山小学校、歌の森小学校、中太閤山小学校 
 
12　令和のとやま型教育推進事業 

　　 令和の時代に求められる教育理念の具現化と学習指導要領の確実な実施に資するよう、児童生

徒の「資質・能力」の育成のための実践研究を推進し、その成果の普及を図る。 

・令和７年度推進校　〈射北中学校区〉射北中学校、片口小学校、堀岡小学校、東明小学校 

〈小杉中学校区〉小杉中学校、小杉小学校、太閤山小学校、下村小学校 

 
　13　小・中学校におけるICT教育総合支援事業 
　    ICT教育に関する教員の資質の向上とその普及を図る。 

※「調査研究事業」「教職員研修事業」「射水市マイスター教員事業」を関連付け、資質・能

力の向上を総合的に支援する。 
 
　14　小学校におけるプログラミング教育推進事業 

プログラミング教育の推進を図るため、富山県立大学の岩井 学 教授の出前授業「ドローンを

活用したプログラミング体験教室」（５年生対象）を実施する。 
・前期３校　後期３校で実施 

 
15　小学生学び応援塾 
　　 小学校の中学年（３年生）児童を対象に、放課後補充学習に対する支援を行い、基礎学力の定

着を図る。 
・令和７年度対象校　小杉小学校、大門小学校、大島小学校、新湊放生津小学校、歌の森小学校 
・学習支援員　専任支援員１名、支援員11名 
・使用教材　算数のプリント学習（ステップアップ方式） 

 
 (５) 運営委員 

 役　　　　　　職 氏　　　　　　名

 
１ 射水市教育委員会　事務局次長 小 谷 内　寿 信

 
２ 射水市小学校長会長 杉　高　　　浩

 
３ 射水市中学校長会長 京　角　輝　彦

 
４ 射水市小学校教育研究会長 高　岡　陽　子

 
５ 射水市中学校教育研究会長 寺　島　貴　幸
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３　学校給食センター 

（１）給食施設 

 

（２）学校給食実施状況 

　ア　学校給食費（保護者負担額）　＊２学期から改定 

　※ 月額徴収金は、4月から翌年 2月（8月は除く）まで 10か月とし、年度末で清算する。 

　イ　学校給食センター調理食数（１日分）　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月１１日現在 

※ 米飯　週３回＋月２回 

　　ウ　学校給食実施計画　　 

        
 

 区分 学校給食センター

 開設（施工） 平成２３年９月１日

 所在地 
敷地 
建物 

射水市鏡宮 203 番地 5 

面積　5,671.86 ㎡ 

構造　鉄骨２階建て 

延床面積　2,180.53 ㎡　（1階 1,879.38 ㎡、2階 301.15 ㎡）

 調理能力 　5,000 食/１日 

1 献立・ｱﾚﾙｷﾞｰ対応

 献立作成・材料購入 市の献立作成会で基準献立を作成し、共同価格で購入（青果・肉類等は除く。）

 調理形態 民間委託（委託先：株式会社メフォス）

 配送 民間委託（委託先：日本通運株式会社北陸東支店）

 区　　　分 小　学　校 中　学　校 七　美　幼　稚　園

 月 額 徴 収 金 5,600 円 6,600 円 5,000 円

 
一食当たり単価

320 円（内 30 円補助） 

＊330 円（内 40 円補助）

  365 円（内 30 円補助） 

＊380 円（内 45 円補助）

290 円 

＊295 円（内 5円補助）

 小　学　校 中　学　校 幼　稚　園 給食センター 合　　　計

 （６校） 

１，３９９食

（３校）　　　　

７４８食　　　　　

（１園） 

５食

 

２９食

 

２，１８１食

 区　分 開　　　始 終　　　了 給食日数

 小学校
１学期 

（4～7月）

令和７年 

４月

１０日(木)
令和７年 

７月

２３日(水) ７１日

 中学校 ９日(水) ２４日(木) ７３日

 幼稚園 １０日(木) ２３日(水) ７１日

 小学校 ２学期 
（小・中 8～12 月） 
（幼　9～12 月）

令和７年 
小・中　８月 
幼　９月

２８日(木)
令和７年 

１２月

２３日(火) ７９日

 中学校 ２７日(水) ２４日(水) ８１日

 幼稚園 9 月 2 日(火) ２３日(火) ７６日

 小学校
３学期 

（1～3月）

令和８年 

１月

９日(金)
令和８年 

３月

２３日(月)
４８日

 中学校 ８日(木) ４９日

 幼稚園 ９日(金) １６日(月) ４４日

 小学校

年　間　給　食　稼　動　日　数　

１９８日

 中学校 ２０３日

 幼稚園 １９１日





 

 

 

 

生涯学習 
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生　涯　学　習 

１　生涯学習関係施設一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
施設名 所在地 電話 構造

面積（㎡）
建築年月日 備考  建物延床面積 敷　地

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

放 生 津 
コミュニティセンター

立町 10 番 20 号 
(あゆの風センター内)

82-8460 〃 1,393.14 964.17 平 9.11.30
H23.4.1センター 
ホール所管換え

 新　　湊 
コミュニティセンター

本町一丁目 12番 24号 82-8464 〃 863.79 1,425.12 平 6. 2.28

 庄　　西 
コミュニティセンター

庄西町一丁目 17 番 48 号 82-8461 鉄　骨 957.01 4,581.09 平25. 3.30

 作　　道 
コミュニティセンター

作道 908 番地 82-8462 〃 849.29 2,302.76 平28. 12.9

 片　　口 
コミュニティセンター

片口高場 175 番地 1 86-1006 〃 845.93 3,131.26 平26. 12.5

 堀　　岡 
コミュニティセンター

射水町一丁目 17番地 1 号 86-1005 鉄　骨 945.19 1062.41 平30. 4.20

 海 老 江 
コミュニティセンター

海老江 1082 番地 86-0041 〃 652.54 4,931.00 平13.12.20

 本　　江 
コミュニティセンター

本江北 142 番地 86-0079 〃 867.70 4,520.26 令2．4.15

 七　　美 
コミュニティセンター

七美 898 番地 86-0043 鉄　骨 929.49 3,493.21 令3.10.29 R3.12.4竣工

 塚　　原 
コミュニティセンター

松木 761 番地 82-8463 鉄　骨 671.49 2,608.43 平22. 3.10

 三　　ケ 
コミュニティセンター

三ケ 1045 番地 1 55-1214 鉄　筋 615.36 1,710.01 昭62. 3.10

 戸　　破 
コミュニティセンター

戸破 2917 番地 1 55-3948 〃 718.43 1,538.12 平元. 3.10

 橋 下 条 
コミュニティセンター

橋下条 1771 番地 56-0175
木造一
部鉄骨

984.01 7,275.45 平16. 3.10

 金　　山 
コミュニティセンター

青井谷 1648 番地 56-2649 鉄　筋 616.34 2,764.18 昭63. 3.10
金山小学校敷地内 
H22放課後児童室増築

 大　　江 
コミュニティセンター

大江 201 番地 55-0703
木造一
部鉄骨

999.24 4,651.47 平18. 3.10

 黒　　河 
コミュニティセンター

黒河 3106 番地 56-0069
鉄筋一
部鉄骨

1,069.18 5,456.00 平17. 3.10

 池　　多 
コミュニティセンター

池多 633 番地 56-1835 鉄　筋 756.53 2,147.00 昭58. 3.31

 太 閤 山 
コミュニティセンター

太閤山 8丁目 4番地 1 56-5381 鉄　骨 998.66 5,874.57 平24. 3.16

 
中太閤山 
コミュニティセンター

中太閤山 19 丁目 1番地 56-4105 鉄　筋 711.35
197,000 

.00
令6. 3.21

(薬勝寺池公園を
含む敷地面積) 
R6.3大規模改修

 南太閤山 
コミュニティセンター

中太閤山 13丁目 3番地 1 56-7823 〃 932.50 1,033.75 平 3. 3.20

 大　　門 
コミュニティセンター

大門 164 番地 2 52-0558 〃 292.97 445.45 平13.10.19

 二　　口 
コミュニティセンター

二口 3051 番地 52-0064
鉄筋一
部鉄骨

796.09 2017.70 平23. 2.19
H23.2多目的ﾎｰﾙ等
増築及び大規模改造

 水 戸 田 
コミュニティセンター

生源寺 532 番地 3 54-1010 鉄　筋 970.07 2,866.63 平26. 1 24
(借地1,091.42㎡
含む)H26.1耐震補
強及び大規模改修

 櫛　　田 
コミュニティセンター

串田 864 番地 1 54-1110 鉄　骨 1,786.60 7,170.50 平17.10. 7
内体育館床面積 
1,193㎡

 浅　　井 
コミュニティセンター

島 1394 番地 1 52-4702 〃 1,837.66 9,590,96 平19. 3.26
内体育館床面積 
999㎡(借地 
3,028.07㎡含む)

 大　　島 
コミュニティセンター

小島 700 番地 1 52-6001 鉄　筋 2,168.90 2,376.82 令3．3.22 令3.5.15竣工

 下　　村 
コミュニティセンター

加茂中部 893 番地 59-2563 〃 779.68 8,229.38 令2．4. 6
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施設名 所在地 電話 構造

面積（㎡）
建築年月日 備考

 建物延床面積 敷　地

 中央図書館 戸破 1511 番地 57-4646 鉄　筋 2,346.38 5,864.55 平12.12 　 閲覧席116席

 新湊図書館 三日曽根 3番 23 号 
(高周波文化ホール２階)

82-8410
鉄筋一
部鉄骨

2,003.00 － 昭56. 9.30 閲覧席108席

 正力図書館 大門 67 番地 
(大門総合会館３階)

52-5273 〃 373.00 － 昭62.10 　 閲覧席21席

 下村図書館 加茂中部 838 番地 2 
(下村交流センター内)

59-2303 木　造 366.00 － 平15. 3.26 閲覧席24席

 下村交流センター 加茂中部 838 番地 2 59-2303
鉄骨一
部木造

997.00 4,082.00 平15. 3.26
下村図書館の面積
を含む。
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２　主な生涯学習関係団体一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
射水市社会教育委員名簿（任期　令和 6 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 

 
団体名 代表者名

構　成　等
備　　考

 団体及び人員 内　容　等

  
射水市ＰＴＡ 
連絡協議会

 
会長 
加治　浩和

 
21 単位

 
小学校（15）、中学校（6） 
 
 

 
射．新開発 410-1 
 射水市教育センター内 
 (電話 51-6636)

 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

 
射水第 3 団

 
団委員長 
 生地　貞男

 
約 30 名

 
・ビーバースカウト 
・カブスカウト 
・ボーイスカウト 
・ベンチャースカウト 

 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

 
富山県第 13 団 

 
団委員長 
 黒田智恵子 

   
休団中

  
富山県第 16 団

 
団委員長 
 小浜真理子

 
約 20 名

 
・ブラウニー 
・シニア 
・レンジャー 
・アダルトスカウト 

  
富山県第 40 団

 
団委員長 
 栗林　育恵

 
約 10 名

 
・ブラウニー 
・レンジャー 

 
氏　　名 役職・経歴等

 京 角 輝 彦 射水市中学校長会　会長

 曽 根 直 子 射水市生涯学習推進協議会　会長

 稲 垣 征 子 ガールスカウト県連盟第 16 団　監事

 加 治 浩 和 射水市ＰＴＡ連絡協議会　会長

 石 森 政 春 射水市地域振興会連合会　常任理事

 瀧 田 秀 成 射水市児童クラブ連合会　顧問

 清 水 美奈子 射水市放課後子ども教室　活動推進員

 松 原 美 砂 射水市生涯学習推進委員

 藤 井 徳 子 金沢学院大学教育学部准教授

 岡 野 利 雄 射水市交通安全活動推進委員協議会　副会長
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３　図書館 

（１）業務概要 

所在地 

開館時間・休館日 

・開館時間 

　火曜日～金曜日　　　　　　午前 9時 30 分～午後 6時 30分 

　土曜日、日曜日、祝日　　　午前 9時 30 分～午後 5時 

 

・休館日 

　毎週月曜日、毎月第１木曜日(1 月･5 月を除く)、祝日の翌日(※)、年末年始、特別整理期間 

※祝日の翌日が土曜日、日曜日、月曜日にあたる場合は、直後の火曜日 

貸出点数・貸出期間 

　1人 10 点まで 2週間 

　複製絵画は 1人 1点まで 30 日（中央図書館のみ） 

視聴覚資料は 1週間 

（２）利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年度） 

 中央図書館 〒939-0351 射水市戸破 1511 番地

 新湊図書館 〒934-0016 射水市三日曽根 3番 23号（高周波文化ホール２階）

 正力図書館 〒939-0232 射水市大門 67番地（大門総合会館３階）

 下村図書館 〒933-0204 射水市加茂中部 838 番地 2（下村交流センター内）

 館名 
項目

中央 新湊 正力 下村 計

 開館日数 288 287 288 288 ―

 登録者数 52,893

 貸出者数 58,485 18,642 13,255 11,909 102,291

 うち児童 5,498 1,349 363 1,765 8,975

 1 日平均 203 65 46 41 ―

 貸出冊数 257,925 70,280 45,281 53,780 427,266

 うち児童書 112,116 25,515 7,118 22,577 167,326

 1 日平均 896 245 157 187 ―
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（３）蔵書状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 7 年 4 月 1 日現在） 

 

 

 

館名 計

０ １ ２ ３ ４ ５ ６

 
総記 哲学･宗教 歴史･地理 社会科学 自然科学 工学 産業

 
中央 190,089 4,732 5,132 10,150 17,345 7,356 8,675 4,093

 
新湊 126,514 2,704 3,443 8,859 9,039 5,182 4,643 2,037

 
正力 72,798 2,122 2,796 5,207 7,372 2,984 4,694 1,612

 
下村 41,474 475 673 1,163 1,544 896 2,425 771

 
計 430,875 10,033 12,044 25,379 35,300 16,418 20,437 8,513

 

館名

７ ８ ９

児童図書 郷土資料 特殊文庫

視聴覚 

資料

その他  
芸術 言語 文学

 
中央 12,427 2,368 46,120 49,693 13,360 6,106 2,532 0

 
新湊 9,622 1,297 35,965 34,553 8,876 0 294 0

 
正力 5,186 879 33,459 1,870 3,441 0 1,176 0

 
下村 3,498 291 9,179 16,690 3,225 0 644 0

 
計 30,733 4,835 124,723 102,806 28,902 6,106 4,646 0
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４　コミュニティセンター 

（１） 主な事業（令和６年度実施） 

 

コミセン 生涯学習事業 高齢者学級 女性学級 青少年学級 乳幼児学級

放生津

ﾖｶﾞ体操/花壇作り/ﾍﾟﾀﾝｸ/料理講習会/
音楽を楽しもう/ふるさと歴史講座/ﾊﾞｽ研
修/文化祭/三世代交流の集い/ﾐﾆ門松
づくり

災害に備えて/百歳体操ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ講座/
腸内フローラと熱中症対策について/しば
お君と百歳体操/ﾐﾆｸﾘｽﾏｽ会

つまみ細工/折り紙教室/ｶﾞﾗｽﾀｲﾙｺｰｽ
ﾀｰ作り/編み物教室・押し絵教室/ｳｪﾃﾞｨﾝ
ｸﾞﾄﾞﾚｽを着てみよう

交通安全教室/ﾏｼﾞｯｸｼｮｰ/ﾋﾞｰﾁﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰ
ﾙ/工作教室/ﾃﾞｨﾝﾌﾟﾙｱｰﾄ体験/ｸﾘｽﾏｽ
ｹｰｷ作り

新湊
ｽﾄﾚｯﾁ体操/かがやきｸﾞﾙｰﾌﾟ（軽運動）/
文化祭/お正月飾りづくり/郷土料理づくり

ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ/ｳｫｰｷﾝｸﾞ/出前講座（避難行
動要支援者登録制度）/社会探訪/奉仕
活動/ｶﾛｰﾘﾝｸﾞ大会/市政報告/eｽﾎﾟｰﾂ
大会

内川散策/ﾐﾆ演奏会/魚の捌き方教室/
抹茶を嗜む

茶道教室/工作教室/五色百人一首
お楽しみ会/親子でﾘﾄﾐｯｸ
/楽しいｸﾘｽﾏｽ会

庄西
みんなの庄西ｶﾌｪ/秋よ来い恋ｺﾝｻｰﾄ/庄
西ふれあい文化祭

健康づくり集会/新年を迎えるお正月ｱﾚﾝ
ｼﾞﾒﾝﾄ

食香ﾊﾞﾗを使ったﾊﾞﾗのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ/ﾜｲﾔｰｱ
ｸｾｻﾘｰ講座/生花で作る迎春の花

かき氷を作ろう/消しゴムを作る/ｸﾘｽﾏｽ
ｵｰﾅﾒﾝﾄづくり

作道
花壇整備/ふるさと探訪ｳｫｰｷﾝｸﾞ/地域探
訪/文化祭

和太鼓鑑賞/交通安全・防犯教室/楽しく
身体を動かそう/笑って認知予防

フィットネス/料理教室/防災講座/軽体
操/栄養講座/読み聞かせ講座/抹茶教
室

書初め大会
防災セミナー/手作りりん
ごジュースを作ろう

片口
ｻﾏｰｺﾝｻｰﾄ/腸活講座/ｿｰﾌﾟｶｰﾋﾞﾝｸﾞ講座
/帯飾り教室

ﾌﾚｲﾙ予防/eｽﾎﾟｰﾂ体験/ｶﾛｰﾘﾝｸﾞ/市政
出前講座（災害に備えて）

開級式/災害に備えて/ﾒｲｸｱｯﾌﾟ講習会/
出前講座（詐欺や犯罪から身を守ろう）/
お菓子作り

ババ抜き選手権/ｺﾏづくり/ｸﾘｽﾏｽ会/eｽ
ﾎﾟｰﾂ太鼓の達人

堀岡

夏花で花壇作り/防災食を作ろう/のじた
を踊ろう/七夕・行燈ｶｰﾆﾊﾞﾙ/寄せ植え・
苔玉/なでしこ祭/合同ｻﾛﾝ/左義長

寿大学/秋の健康ｳｵｰｷﾝｸﾞ
ｳｫｰｷﾝｸﾞ/押し花・ﾎﾟｰｾﾗｰﾂ教室/干支手
芸/ｽﾌﾟﾗｳﾄ料理教室

おはぎ配布/浜っ子海に親しむ集い/ﾍﾞ
ﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞ教室/ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ/秋野菜の
収穫/冬野菜を収穫しよう/ｸﾘｽﾏｽ会/三
世代ふれあいﾁｬﾚﾝｼﾞ大会

海老江

花見・健康ｳｫｰｸ/天地人書き写し/ﾎﾟｰｾ
ﾗｰﾂ/災害に備えて/音楽療法/苔ﾃﾗﾘｳﾑ
/文化まつり/自宅でできるﾘﾝﾊﾟﾏｯｻｰｼﾞ/
ｶﾛｰﾘﾝｸﾞ/ｸﾘｽﾏｽ会/脳ﾄﾚ

ｶﾛｰﾘﾝｸﾞ/寄せ植え講習会/腸生活のす
すめ/健康ﾏｰｼﾞｬﾝ大会

七美
健康はつらつｳｫｰｸ/ﾗｼﾞｵ体操/納涼祭/
ふるさと祭/ﾊﾞｽﾊｲｸ

修養講座/脳ﾄﾚ/寄せ植え教室/ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ
体験会

ｷｯｽﾞｻﾛﾝNANAMI（ﾌﾟﾗﾊﾟﾝ、のじた、七
夕、納涼祭、巣箱づくり、福祉交流、ﾊﾛｳｨ
ﾝ、ｸﾘｽﾏｽ、正月遊び、ｽﾎﾟｰﾂ、ひな祭り、
感謝の集い）

本江
花壇苗植え/ｱﾛﾏ虫よけｽﾌﾟﾚｰ作り/ﾌﾙｲ
ﾄﾞｱｰﾄ/ふるさとまつり

ｽﾏﾎ教室/本江ｼｱﾀｰ/ﾘﾓﾄｰｸこうみんか
ん/たいじく姿勢体操/助け合い公民館/
地域おこし協力隊/避難訓練と応急手当
/ﾌﾙｲﾄﾞｱｰﾄ/歌唱/歯科講座

本江きらきら広場（ﾋﾞｰｽﾞｱｸｾｻﾘｰ、あじさ
いﾏｸﾞﾈｯﾄ、ﾃﾞｲﾝﾌﾟﾙｱｰﾄ、はんこﾊﾝｶﾁ等）
/書初め・硬筆練習会/お菓子作り/６年
生お楽しみ会

塚原
歩こう会/空手ｴｸｻｻｲｽﾞ/太極拳教室/塚
原文化祭/三世代交流ｶﾛｰﾘﾝｸﾞ/健康講
座/地震被害地視察研修会

転倒予防教室/認知症予防教室 青少年工作教室

三ケ
春のさわやか挨拶運動/ちびっ子広場さつま芋苗植え/親子で家庭菜園にﾁｬﾚﾝｼﾞ/三ケまつり広場/漢字の成り立ちについて学ぶ/秋のさわやか挨拶運動/趣味の体験会/ちびっ子広場収穫祭/
ﾊﾟｯﾁﾜｰｸ正月の飾り作り/ﾌｧﾌﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾄﾞ/地域文化祭/男性料理教室/ﾐﾆ門松づくり/二宮金次郎上映会

戸破

さつま芋苗・花苗植え/ﾖｶﾞ/絵画教室/木
工教室/食品ｻﾝﾌﾟﾙ/ｽﾏﾎ教室/帯飾り/
芋掘り/文化祭/ｸﾘｽﾏｽのつどい/寄せ植
え教室

謡曲/ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ/うたう集い/ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ大
会/歩こう会/eスポーツ/交通安全いきい
き教室/ふれあい健康教室/健康づくり講
演会/法話会

陶芸教室/防災講座/ほのぼのｱｰﾄ/寄
せ植え教室（和風）/ﾐﾆ門松づくり

橋下条

開講式、健康教室、男の料理教室、押し
絵教室、羊毛フェルト、紙刺繍、研修旅
行、橋下条文化祭、パン作り教室、お正
月飾り、閉講式

開講式、種だんご作り、学校田田植え、
パークゴルフ大会、カローリング講習会、
学校田稲刈り、収穫感謝祭、閉講式

開講式、役員会、陶芸教室、クイズラ
リー、閉講式

金山

折り紙教室/映画観賞会/歩こう会/花
いっぱい運動/わくわくｶﾌｪ/初夏のｺﾝｻｰ
ﾄ/料理教室/七夕会/ﾗｼﾞｵ体操/文化祭
/eスポーツ/寄せ植え/閉講式

歌唱教室/子ども安全教室/子ども防災
教室/ﾀﾞﾝｽ教室/工作教室/お楽しみ会
/6年生を送る会

大江
運営委員会/災害に備えて/自主防災訓
練/三世代交流ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会/文化祭
/ﾎﾟﾘﾌｧｰﾏｼｰ薬の飲み方

花壇づくり/陶芸教室/ｽﾏﾎ決済講座
ｶﾗｰｻﾝﾄﾞｱｰﾄ教室/ｸﾘｽﾏｽﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ
教室

傘ﾃﾞｺﾚｰｼｮﾝ/食品ｻﾝﾌﾟﾙ製作教室

黒河

球根堀上げ・花壇整理、美味しい珈琲の
淹れ方、ふれあいまつり、秋植え球根植
付、視察研修、寄せ植え教室、閉講式

花苗植付け、講話の集い、陶芸教室、交
通安全教室、健康ウォーキング、生涯学
習閉講式

ゴキブリ団子作り、絵付け体験、女性学
級閉講式

芝桜植栽、クリーン作戦、親子体験活動
（ガラス工房）、黒河夜高まつり、クリスマ
ス会リース作り、スポーツ大会

池多

ｸﾘｰﾝ作戦/園児との芋苗植付け/歩こう
会/つまみ細工/納涼のつどい/園児と芋
掘り/ｱｸｾｻﾘｰづくり/園児と焼き芋/文化
祭/ﾌﾞﾛｰﾁづくり/健康教室

陶芸/ﾍﾟﾀﾝｸ
ﾍﾟﾀﾝｸ/体験学習（四季防災館）/ﾄﾞｯﾁﾞﾎﾞｰ
ﾙ大会

太閤山
花壇づくり/ｵｶﾘﾅﾐﾆｺﾝｻｰﾄ/ﾊﾟｽﾃﾙｱｰﾄｾﾗﾋﾟｰ/寄せ植え教室/自然せっけん作り/水引細工教室/ﾄﾞﾛｰﾝ体験会/ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ教室/防災講座/手芸教室/押し花教室/ｱﾛﾏﾃﾗﾋﾟｰ/文化祭/みそ作り教
室/お正月生花教室/茶道教室/ﾊﾟﾝ教室/ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室

中太閤山

ふるさと発見ﾊｲｷﾝｸﾞ/民謡体操/ｼｱﾀｰ教
室/手芸教室/夏のバス旅行＆ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ/
紙ｺｯﾌﾟで花入れ作り/文化祭/寄せ植え
教室

ゆめ体操/園芸教室(花苗植付)/臨床美
術講座/健康ｳｵｰｷﾝｸﾞ/ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ球根植
付

なつのおはなし会/お茶を楽しもう/芋掘
り大会

南太閤山

いきいき体操、生前整理講座、アクティブ
ウォーキング、アロマで脳トレ、いきいき
講演会、スマホ体験教室、健康づくり講
演会、文化祭

花壇環境整備、花苗植え、新春の集い、
男性料理教室

なつのおはなし会/るんるんアート教室、
茶道体験教室、心の虫をつくろう！、ふれ
あいガーデニング、いきき体操春休みス
ペシャル

浅井
三世代交流（サツマイモ植付・収穫）/ﾉﾙ
ﾃﾞｨｯｸｳｫｰｸ/文化祭

開講式/花苗植付け/移動教室（蕎麦打
ち体験）/ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ球根植付/寄せ植え教
室/閉講式

ｸﾞﾗｽｱｰﾄ/陶芸教室
夏休み応募作づくり/鴨川ｳｵｯﾁﾝｸﾞ/運動
教室

櫛田

ふれあいﾌｧｰﾑ/美味しい珈琲の淹れ方
講座/櫛田探検/櫛田の里まつり/ｶﾛｰﾘﾝ
ｸﾞ教室/ふれあい交流会

ふれあい倶楽部（ﾖｶﾞ、脳ﾄﾚ、ｹﾞｰﾑ、笹餅
づくり、折り紙、手芸、工作、eｽﾎﾟｰﾂなど）
/櫛田ｼｱﾀｰ

陶芸教室/伝達講習会/ｴｺｸﾗﾌﾄ/味噌づく
り/桜餅を作ろう

森の寺子屋/元気ｳｫｰｸ/防災教室/足形
ｽﾃｯｶｰを貼ろう/どんぐりﾄﾄﾛ

水戸田 文化まつり/ｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄ
クスリの扱い方講座/陶芸教室/塗り絵教
室/あみあみ教室

ちびっこ園芸教室/陶芸教室/ｱｸﾘﾙｽｸﾗｯ
ﾁｱｰﾄ/書初め教室

二口
書道教室/文化祭/ｶﾛｰﾘﾝｸﾞ教室/ｸﾘｽﾏｽ
親子の集い

ｽｲｰﾂ作り/文風学級/小物作り
ｽﾄﾚｯﾁ運動/移動学習（富山方面）/ﾚｼﾞﾝ
ｱｸｾｻﾘｰ作り/減塩講座・レシピ紹介

文字のととのえ方講座/子ども茶道教室/
親子で遊ぼうｵｾﾛ教室

大門

三世代交流野菜作り（植付・収穫）/水辺
のだいもん市/バス研修/鮎料理教室/健
康ｳｫｰｷﾝｸﾞ/文化まつり/健康講座

100歳体操/ﾊﾞｽﾊｲｸ/健康講座/秋野菜
の種まき・昆虫採集/庄川の生き物と自
然観察/球根植付/蕎麦打ち体験/寄せ
植え教室

夏休み工作教室

大島

終活講座/LINE講座/ふれあい祭り/門松
づくり/新春色紙展/演劇鑑賞/生涯学習
講座

健康作り講座/とやま弁朗読会

下村
三世代ふれあいｸｯｷﾝｸﾞ/ふれあい里まつ
り/もちつき大会

和布教室/臨床美術/下村を知ろう/骨太
ｸｯｷﾝｸﾞ

花苗を植えよう/世代間交流会/球根植え
教室

新
湊
地
区

小
杉
地
区

大
門
地
区
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（２） コミュニティセンター利用状況（令和６年度） 

・センターを利用した団体数及び人数　※生涯学習活動事業を含む 

 

 

 

 施設名 団体数（延べ） 人数（延べ）

 放生津 884 16,766

 新湊 1,128 12,294

 庄西 776 6,767

 作道 913 10,034

 片口 649 7,424

 堀岡 717 9,148

 海老江 1,252 11,275

 七美 757 12,836

 本江 610 6,247

 塚原 364 5,516

 三ケ 797 8,462

 戸破 1,377 16,503

 橋下条 1,249 15,498

 金山 484 5,068

 大江 1,044 9,331

 黒河 1,515 16,863

 池多 387 6,056

 太閤山 1,808 18,345

 中太閤山 1,335 17,913

 南太閤山 1,353 14,382

 浅井 765 8,744

 櫛田 1,815 18,431

 水戸田 770 10,729

 二口 688 11,392

 大門 596 6,622

 大島 1,143 9,450

 下村 437 3,984

 合　　計 25,613 296,080
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５　放課後対策事業・児童健全育成事業 

（１）放課後子ども教室（令和７年度予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）土曜学習推進事業（令和７年度予定） 

 

 

 教室名 サークル名 サークル数

 新 湊 放 生 津 教 室 まっつん、なかよし絵手紙、ポッポ、レッツチャレンジ ４

 作 道 教 室 ピッピ、花まる、茶道 ３

 片 口 教 室 茶道、音楽 ２

 堀 岡 教 室 ひばり、パークゴルフ、バドミントン ３

 東 明 教 室 お花、手品、茶道 ３

 塚 原 教 室 つやつや １

 小 杉 教 室 読書、茶道、スナッグゴルフ ３

 金 山 教 室 学びパワーアップ １

 歌 の 森 教 室 ふれあい読書、楽しいゆかた、おやつの森 ３

 太 閤 山 教 室 ふれあい、スラスラスタディ、フラメンコ ３

 中 太 閤 山 教 室 エンジョイ・エレクトーン、ふれあい読書、楽しいゆかた ３

 大 門 教 室 にこにこお箏、お話、お抹茶 ３

 下 村 教 室 マリンバ音楽 １

 大 島 教 室 絵手紙、茶道、エンジョイ・フラダンス、たんぽぽ ４

 合　　計 ３７

 教室名 サークル名 サークル数

 新 湊 放 生 津 教 室 子ども広場 １

 塚 原 教 室 茶道 １

 金 山 教 室 わくわくチャレンジ １

 中 太 閤 山 教 室 将棋、茶道 ２

 大 島 教 室 Saturday English １

 合　　計 ６
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（３）放課後児童クラブ（令和 7 年 4 月 1 日現在） 

※ 登録児童数は、通年利用の児童に長期休業期間等のみの利用児童を含む人数です。 

 

地
区

学級名（小学校区） 開設場所
登録 

児童数

 

新
湊

公設
さくら・こばと学級 

（新湊放生津小学校）

１組：新湊放生津小学校内 26 人

 
２組：新湊放生津小学校内 24 人

 

公設 道の子学級　　（作道小学校）

Ａ：作道小学校敷地内の専用施設 44 人

 
Ｂ：作道小学校敷地内の専用施設 41 人

 
公設 とねりこ学級　（片口小学校） 片口小学校敷地内の専用施設 38 人

 
公設 なでしこクラブ（堀岡小学校） 堀岡小学校隣接地の専用施設 41 人

 
公設 東明学級　　　（東明小学校） 東明小学校内 38 人

 

小
杉

公設 すこやか学級　（小杉小学校） 小杉小学校内 61 人

 
公設 ひばり学級　　（小杉小学校） 戸破児童館敷地内の専用施設 75 人

 
公設 金山こばと学級（金山小学校） 金山コミュニティセンター内 37 人

 

公設 ピノキオ学級　（歌の森小学校）

Ａ組：歌の森小学校内 45 人

 
Ｂ組：歌の森小学校敷地内の専用施設 50 人

 公設 歌の森キッズよつば（歌の森小学校） 小杉地区センター２階 74 人

 
民設 うたのこ（歌の森小学校） 射水市黒河 820 番 15 人

 
公設 日吉学級　　　（太閤山小学校） 太閤山小学校内 52 人

 
公設 太閤山学級　　（太閤山小学校） 太閤山コミュニティセンター内 41 人

 

公設 ひまわり学級　（中太閤山小学校）

Ａ教室：中太閤山小学校内 23 人

 
Ｂ教室：中太閤山小学校内 25 人

 

大
門

公設 たんぽぽ学級　（大門小学校）

１組：大門小学校内 37 人

 
２組：大門小学校内 49 人

 
公設 風の子学級　　（大門小学校） 浅井コミュニティセンター体育館内 45 人

 
大
島

公設 ＡＳＵＫＡ学級（大島小学校）

わかば組：大島小学校内 70 人

 
ポプラ組：大島児童館 2階 54 人



 

 

 

 

文　　化 
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文　　化 

 
１　文化・教養施設一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

文化・教養施設利用者数等調べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位(人) 

 

２　文化財 

（１）射水市文化財審議会委員名簿 

 施　設　名 所　在　地 電　話

 新湊博物館 鏡宮 299 83-0800

 下村加茂遺跡展示室 加茂中部 569（下村パークゴルフ場管理棟内） 59-8111

 下村民俗資料館 加茂中部 828 51-6637

 飛鳥工人の館 流通センター青井谷 1丁目 26 56-4369

 
施　設　名

利　用　者　数　等

 2 年度 3 年度 4年度 5年度 6 年度

 新湊博物館 4,487 6,171 6,581 5,586 6,538

 飛鳥工人の館 2,366 2,593 2.174 2,017 2,133

 計 8,406 7,080 8,345 7,603 8,671

 氏　名 分　野 役職・経歴等

 

 委　　　員 上 野 幸 夫 建築 職藝学院建築職藝科教授

 

 

 委　　　員 鈴 木 景 二 歴史（古代） 富山大学人文学部教授

 

 

 委　　　員 久 々 忠 義 考古 元　富山県埋蔵文化財センター調査課長 

 

  

 委　　　員 城 岡 朋 洋 歴史 前　富山県[立山博物館]館長

  



（文化） - 37 - 

 

※任期：令和 7年 4月 1日～令和 9年 3月 31 日 

（２）射水市指定文化財一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

  

 委　　　員 島 添 貴美子 民俗（民俗音楽） 富山大学芸術文化学部教授

  

 

 委　　　員 柳 　　真 子 天然記念物（樹木） 職藝学院環境職藝科准教授

 

 

 委　　　員 三 宮 千 佳 美術工芸（彫刻） 富山大学芸術文化学部准教授

 

 指定
区分

種別 名称 員数 所有者又は管理者 指定年月日

 

国 
 

指 
 

定

歴 史 資 料 石黒信由関係資料 6,390 点 一般財団法人高樹会

昭和59年 6月 6日 
平成10年 6月30日 
令和元年 7月23日 
令和 5年 6月27日

 無形民俗文化財 越中の稚児舞 加茂神社神事伝承会 昭和57年 1月14日

 
無形民俗文化財

放生津八幡宮祭の曳山・ 
築山行事

放生津八幡宮曳山・ 
築山保存会

令和 3年 3月11日

 史 跡 小杉丸山遺跡 富山県 平成 2年 3月 8日

 史 跡 串田新遺跡 射水市 昭和51年 9月20日

 

県 
 
 
 
指 
 
 
 

定 

絵 画 絹本著色観経浄土変相図 1幅 曼陀羅寺 昭和40年 1月 1日

 絵 画 絹本著色青不動 1幅 曼陀羅寺 昭和49年 7月 1日

 彫 刻 銅造地蔵菩薩立像 1躯 蓮王寺 昭和40年 1月 1日

 彫 刻 木造阿弥陀如来立像 1躯 躰玄寺 昭和52年 4月12日

 彫 刻 木造不動明王立像 1躯 福王寺 昭和59年 2月22日

 彫 刻 木造阿弥陀如来坐像 1躯 福王寺 昭和59年 2月22日

 彫 刻 木造毘沙門天立像 1躯 福王寺 昭和60年 9月12日

 工 芸 品 越中瀬戸焼香炉 1口 蓮王寺 昭和40年 1月 1日

 工 芸 品 専念寺の銅鐘 1口 専念寺 昭和40年 1月 1日

 工 芸 品 刀銘國次（宇多） 1口 個人所有 昭和42年 3月25日

 歴 史 資 料 高樹文庫資料 6,059 点 一般財団法人高樹会 昭和40年 1月 1日

 無形民俗文化財 下村加茂神社やんさんま 加茂神社神事伝承会 昭和42年 3月25日

 無形民俗文化財 下村加茂神社の御田植祭 加茂神社神事伝承会 平成 6年 2月24日
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指定 
区分

 
名称 員数 所有者又は管理者 指定年月日

 

県 
 
 
 
指 
 
 
 
定

無形民俗文化財 新湊のボンボコ祭 西宮神社文化財保存会 平成16年 7月16日

 
史 跡 大塚古墳 射水市 昭和40年 1月 1日

 史 跡 中山南遺跡 射水市 昭和50年 7月 8日

 史 跡 水上谷遺跡 富山県 昭和50年 7月 8日

 史 跡 囲山遺跡 射水市 平成 5年 4月 9日

 天 然 記 念 物 串田のひいらぎ 個人所有 昭和40年 1月 1日

 天 然 記 念 物 専念寺の傘松 専念寺 昭和40年 1月 1日

 天 然 記 念 物 西広上のあしつきのり 射水市 昭和40年 1月 1日

 天 然 記 念 物 日の宮社叢 日宮社 昭和40年10月 1日

 
天 然 記 念 物 今開発の大ヒイラギ 個人所有 昭和42年 9月26日

 

市 
 
 
 
 
 

指 
 
 
 
 
 

定

建 造 物 加賀藩旧本陣座敷 1棟 加茂社 昭和33年10月10日

 建 造 物 鐘楼門 1棟 光専寺 昭和36年 7月11日

 建 造 物 今開発の四方四仏多層塔 1基 射水市 昭和53年 7月 8日

 建 造 物 加茂社本殿 1棟 加茂社 昭和61年12月24日

 建 造 物 大島町の地蔵堂 3棟
赤井・新開発・小林 
自治会

平成16年 5月18日

 
建 造 物

六渡寺日枝神社山王鳥居 
附玉垣

1基 六渡寺自治会 平成16年12月24日

 建 造 物 放生津八幡宮拝殿附棟札 1棟
放生津八幡宮文化財 
保存会

平成16年12月24日

 絵 画 菅公画像 1幅 曼陀羅寺 昭和45年 5月 1日

 絵 画 絹本著色来迎三尊之図 1幅 大宝寺 昭和47年 3月28日

 絵 画 絹本著色仏涅槃図 1幅 大楽寺 昭和61年 3月25日

 絵 画 絹本著色二尊連座尊像 1幅 妙安寺 平成元年 3月27日

 彫 刻 加賀藩備荒倉額 1面 個人所有 昭和33年10月10日

 彫 刻 高寺大仏 1躯 蓮王寺 昭和33年10月10日

 彫 刻 木造狛犬 1対 十社大神 昭和33年10月10日

 彫 刻 木造神馬 1対 十社大神 昭和33年10月10日

 
彫 刻 木造釈迦如来立像 1躯 薬勝寺 昭和33年10月10日

 彫 刻 木造千手観音立像 1躯 十社大神 昭和38年 5月 2日

 
彫 刻 木造阿弥陀如来立像 1躯 十社大神 昭和38年 5月 2日

種別
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名称 員数 所有者又は管理者 指定年月日

 

市 
 
 
 
 
 
指 
 
 
 
 
 
定

彫 刻 木造聖観音立像 1躯 十社大神 昭和38年 5月 2日

 
彫 刻 木造千手観世音菩薩坐像 1躯 翁徳寺 昭和40年12月 4日

 
彫 刻 曼陀羅寺の四天王 4躯 曼陀羅寺 昭和42年 9月30日

 彫 刻 気比住吉社の狛犬 1対 奈呉町・古新町自治会 昭和45年 9月18日

 
彫 刻 放生津八幡宮の狛犬 1対

放生津八幡宮文化財 
保存会

昭和45年 9月18日

 
彫 刻 六渡寺日枝神社の三体仏 3躯 六渡寺自治会 昭和45年 9月18日

 彫 刻 阿弥陀如来立像 1躯 乗善寺 昭和47年 3月28日

 彫 刻 地蔵菩薩立像(延命地蔵) 1躯 光明寺 昭和48年 5月25日

 彫 刻 木造阿弥陀如来立像 1躯 個人所有 昭和51年 2月20日

 彫 刻 能面「翁面・三番叟」 2面 十社大神 昭和52年12月 9日

 彫 刻 阿弥陀如来立像 1躯 大楽寺 昭和53年 2月 1日

 彫 刻 中野(大日寺)の板碑 1基 射水市 昭和53年 7月 8日

 彫 刻 木造阿弥陀如来立像 1躯 光専寺 昭和54年10月12日

 彫 刻 木造地藏菩薩立像 1躯 善久寺 昭和54年10月12日

 彫 刻 木造十一面観世音菩薩立像 1躯 永久寺 昭和54年10月12日

 
彫 刻

木造十一面千手観世音菩薩 
立像

1躯 薬勝寺 昭和54年10月12日

 彫 刻 光明寺薬師如来座像 1躯 光明寺 昭和57年 3月26日

 彫 刻 放生津八幡宮箱獅子 1躯
放生津八幡宮文化財 
保存会

昭和59年 5月25日

 
彫 刻 木造男神像他 13 躯 広上神社 昭和61年 3月26日

 
彫 刻

鏝絵「恵比須・大黒」 
「鶴・亀」

3点 射水市 平成元年 3月27日

 
工 芸 品 獅子頭 1頭 加茂社 昭和33年10月10日

 工 芸 品 瑞鳳花文鏡 1面 個人所有 昭和33年10月10日

 工 芸 品 梵鐘 1口 西土寺 昭和33年10月10日

 工 芸 品 石灯籠 2基 薬勝寺 昭和38年 5月 2日

 工 芸 品 半鐘 1口 薬勝寺 昭和38年 5月 2日

 工 芸 品 奉納絵馬額 1面 十社大神 昭和38年 5月 2日

 工 芸 品 古越前大かめ 1個 金刀比羅神社 昭和47年 3月28日

指定
区分

種別
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員数 所有者又は管理者 指定年月日

 

市 
 
 
 
 
 
指 
 
 
 
 
 

定

古 文 書 久証寺古文書 1点 久証寺 昭和38年 5月 2日

 古 文 書 渋谷家古文書 2点 個人所有 昭和38年 5月 2日

 古 文 書 薬勝寺古文書 2点 薬勝寺 昭和38年 5月 2日

 古 文 書 専念寺の制札 1幅 専念寺 昭和42年 9月30日

 古 文 書 神保長職文書 1通 個人所有 昭和45年 9月18日

 古 文 書 前田利長文書 1通 個人所有 昭和45年 9月18日

 古 文 書 前田長種文書 1通 個人所有 昭和45年 9月18日

 古 文 書 塩問屋松屋文書 525 通 個人所有 昭和50年 1月 1日

 古 文 書 神保長住制札 1通 射水市 平成 7年 2月28日

 古 文 書 金木家文書 318 通 射水市 平成12年 2月25日

 古 文 書 汐海家文書 10,645 点 射水市 平成12年 2月25日

 古 文 書 柴屋家文書 354 点 射水市 平成12年 2月25日

 古 文 書 野上家文書 378 点 射水市 平成12年 2月25日

 
書 跡

本願寺蓮如六字御名号 
（光山寺）

1幅 光山寺 昭和47年 3月28日

 書 跡 大楽寺御名号本尊 1幅 大楽寺 昭和50年 1月 1日

 書 跡
本願寺蓮如六字御名号 
（西還寺）

1幅 西還寺 昭和50年 1月 1日

 
書 跡 神社号「八幡宮」 1幅

放生津八幡宮文化財 
保存会

昭和53年 2月 1日

 書 跡 神社号「放生津八幡宮」 1巻
放生津八幡宮文化財 
保存会

昭和53年 2月 1日

 歴 史 資 料 折橋家文書 11,205 点 個人所有 平成20年 2月21日

 有形民俗文化財 放生津八幡宮祭り曳山車 13 基 13 か町自治会 昭和43年 9月30日

 有形民俗文化財 模型和船 1艘 射水市 昭和47年 3月28日

 有形民俗文化財 火事場火消装束 15 点 個人所有 昭和51年 6月29日

 有形民俗文化財 海老江加茂社祭礼曳山車 3基 ３か町自治会 昭和52年 9月 1日

 有形民俗文化財 小島の石名橋 1基 石名橋保存会 昭和53年 7月 8日

 有形民俗文化財 船霊 射水市 昭和54年 7月 1日

 有形民俗文化財 放生津八幡宮昆布の絵馬 1点
放生津八幡宮文化財 
保存会

平成11年 3月26日

 有形民俗文化財 納桝 1個 個人所有 平成15年 4月 1日

 有形民俗文化財 獅子頭 2頭 加茂神社神事伝承会 平成16年 4月15日

 有形民俗文化財
大門神社・枇杷首神社 
秋季祭礼曳山車

4基 各自治会 平成17年 3月25日

 有形民俗文化財 聖観音石像 1躯 阿弥陀寺 平成17年 4月 5日

区分
名称種別

指定
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名称 員数 所有者又は管理者 指定年月日

 

市 
 
 
 
 
 
指 
 
 
 
 
 

 定

無形民俗文化財 澗建のえびす様渡し 市内 5澗建 昭和56年 1月22日

 
無形民俗文化財 赤井の獅子舞

赤井親子獅子舞保存
会

昭和61年 6月18日

 
無形民俗文化財 黒河夜高祭 黒河夜高祭保存会 平成 2年 3月26日

 
無形民俗文化財 新湊めでた 新湊めでた保存会 平成16年12月24日

 
無形民俗文化財 鰤分け神事 加茂神社神事伝承会 平成17年 8月 9日

 
史 跡 射水砺波郡奉行所跡 個人所有 昭和33年10月10日

 
史 跡 上野遺跡 射水市 昭和33年10月10日

 史 跡 加賀藩高札場跡 個人所有 昭和33年10月10日

 史 跡 加賀藩作食蔵跡 射水市 昭和33年10月10日

 史 跡 加賀藩備荒倉跡 個人所有 昭和33年10月10日

 史 跡 加茂社神事馬場跡 加茂社 昭和33年10月10日

 史 跡 旧北陸道一里塚 三ケ自治会 昭和33年10月10日

 史 跡 旧北陸道道しるべ 個人所有 昭和33年10月10日

 史 跡 小杉伊勢領遺跡 三ケ自治会 昭和33年10月10日

 史 跡 三十三塚 黒河自治会 昭和33年10月10日

 史 跡 中山中遺跡 射水市 昭和33年10月10日

 史 跡 日宮城跡 個人所有 昭和33年10月10日

 史 跡 寺林瀬兵衛之墓 1基 赤田町内会 昭和38年 5月 2日

 史 跡 道番の道標 1基 道番自治会 昭和45年 9月18日

 史 跡 五輪塔 2基 蓮王寺 昭和48年 6月12日

 史 跡 三ケ新の道標 1基 庄東自治会 昭和49年 1月29日

 史 跡 鳥取の里 射水市 昭和50年11月 3日

 史 跡 早稲の香句碑 1基
放生津八幡宮文化財 
保存会

平成元年 7月27日

 史 跡 谷昌寺 谷昌寺 平成 3年 4月25日

 史 跡 放生津城跡 射水市 平成15年 7月24日

 名 勝 女池 黒河土地改良区 昭和33年10月10日

 名 勝 兜山公園 射水市 昭和33年10月10日

 名 勝 経嶽山 翁徳寺 昭和33年10月10日

種別
指定 
区分
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種別 名称 員数 所有者又は管理者 指定年月日

 

市 
 
指 
 

 定

天 然 記 念 物 うらじろ樫 1本 射水市 昭和37年 9月28日

 
天 然 記 念 物 シロエビ群遊海面 富山県 昭和44年 3月 3日

 天 然 記 念 物 水島柿
片口・七美・作道 
自治会

昭和50年 1月 1日

 
天 然 記 念 物 ウワミズザクラ 1本 十社大神 昭和52年12月 9日

 
天 然 記 念 物 紐体類(おいらん)生息海域 富山県 昭和57年 3月26日

 

国 
 
 

登 
 
 

録

登 録 大楽寺本堂 1棟 大楽寺 平成 9年 6月12日

 登 録 大楽寺庫裏 1棟 大楽寺 平成 9年 6月12日

 登 録
牧田組本社 
(旧南島商工本店)

1棟 個人所有 平成14年 2月14日

 
登 録 小杉展示館 1棟 射水市 平成11年11月18日

 
登 録 竹内源造記念館 1棟 射水市 平成26年10月 7日

 登 録 旧田中家住宅主屋 1棟
特定非営利活動法人 
アポロン

平成29年10月27日

 登 録 旧田中家住宅離れ 1棟
特定非営利活動法人 
アポロン

平成29年10月27日

 登 録
旧田中家住宅北の土蔵及び
南の土蔵

1棟
特定非営利活動法人 
アポロン

平成29年10月27日

 登 録 旧田中家住宅庭門 1棟
特定非営利活動法人 
アポロン

平成29年10月27日

 登 録
旧伏木港右岸三号岸壁水平
引込式クレーン

1基
伏木港右岸３号クレ
ーン保存会

令和元年12月 5日

 
登 録 吉田家住宅主屋 1棟 個人所有 令和 5年 8月 7日

 
登 録 吉田家住宅石蔵 1棟 個人所有 令和 5年 8月 7日

 
登 録 吉田家住宅土蔵 1棟 個人所有 令和 5年 8月 7日

 
登 録 吉田家住宅板塀 1棟 個人所有 令和 5年 8月 7日

指定
区分
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３　新湊博物館 

令和７年度企画展開催計画 

 企画展・特別展の名称 展示の概要

 企画展「いい湯だな」 

会期　令和 7年 4月 25 日（金）～7月 6日（日）

日本では、古くから湯につかり、心と体を癒す習慣が盛ん

でした。古くから各地の温泉に人が集まり、都市では銭湯

が作られ、自宅でもお風呂を楽しむ文化が形成されていき

ました。本企画展は、入浴の歴史と文化に焦点を当て、人々

はどのように回復し、明日への活力を生み出していたのか

を探ります。 

 企画展「海の守護神」 

会期　令和7年7月11日（金）～9月21日（日）

海の安全は、海上保安庁による様々な活動により守られ 

ています。本展では、江戸時代の海図黎明期から最新の海 

図制作の過程をとおし海図の重要性と、私たちに最も身

近である海上における人命救助を中心に紹介します。

 市制 20 周年記念特別展「いみず紀行」 

会期　令和 7 年 9月 26 日（金）～12 月 27 日

（日）

11 月に、射水市が発足して 20 周年を迎えます。昭和・平

成・令和のふるさとの歩みを、写真でたどります。

 人間国宝認定 70 周年記念企画展「石黒宗麿」 

会期　令和 7年 12月 12 日（金）～令和 8年 2

月 15 日（日）

射水市久々湊出身の陶芸家石黒宗麿が 1955 年に重要無形

文化財保持者（人間国宝）に認定されて 70 周年を迎えま

した。これを記念し、当館所蔵作品や関係資料を展示し、

新たに寄付を受けた書画を初公開します。

 企画展「日本人の心と妖怪」 

会期　令和8年2月20日（金）～4月19日（日）

日本には昔から鬼、天狗、河童をはじめ、動物の化身、さ

らには様々な妖怪が伝わります。これらの人をひきつける

魅力、存在が伝えるメッセージを様々な史料、作品から探

ります。





 

 

 

 

スポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（スポーツ） - 44 - 

ス ポ ー ツ 

１　令和７年度の主なスポーツ行事 

 開　催　日 行　　　事　　　名 会　　　場

 4月20日(日) 富山湾岸サイクリング２０２５
氷見市～射水市～朝日町
（県内９市町）

 
4月20日(日) 令和７年度射水市スポーツフェスタ総合開会式

新湊アイシン軽金属スポ
ーツセンター

 5月11日(日) カターレ富山　市町村サンクスデーin 射水市の日 富山県総合運動公園

 7月26日(土) 
 ～28日(月)

第７８回富山県民スポーツ大会（中心会期） 県内一円

 8月1日(金) 
 ～3日(日)

全国中学校ヨット選手権大会 富山県新湊マリーナ

 8月2日(土) 
 ～3日(日)

スポーツ少年団姉妹都市スポーツ交流（千曲市） 長野県千曲市

 8月20日(水) 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会 オリバースポーツフィー
ルド射水

 8月24日(土) 
 ～25日(日)

第４６回北信越国民スポーツ大会 県内一円

 8月30日(土) 第６１回北信越相撲選手権大会 グリーンパークだいもん
相撲場

 9月7日(日) 第１９回全国パークゴルフ交流大会 in射水
下村パークゴルフ場 
パークゴルフ南郷

 10月4日(土) 
～10月5日(日) 第２４回ミズノカップ全国パークゴルフ選手権大会 小杉パークゴルフクラブ

 
10月26日(日) 第１６回スポーツひのまるキッズ北信越小学生柔道大

会
アルビス小杉総合体育セ
ンター

 11月2日(日) 富山マラソン２０２５ 高岡～射水～富山間

   2月1日(日)　 スポーツ少年団冬季レクリエーション大会
アルビス小杉総合体育セ
ンター



（スポーツ） - 45 - 

２　公共スポーツ施設等一覧 

（１） 体育館 

 

（２） グラウンド 

 

（３） テニスコート 

 

 

 

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 新湊アイシン軽金属スポーツセンター 
（新湊総合体育館） 久々湊 467 番地 82-8277

 
アルビス小杉総合体育センター 
（小杉総合体育センター） 戸破 3111 番地 55-3000

 
ビルト・プレイズ歌の森体育館 
（小杉体育館） 黒河 712 番地 56-6443

 大門総合体育館 二口 3142 番地 52-4655

 
ヨシダ大島体育館 
（大島体育館） 新開発 300 番地 52-8611

 下村体育館 加茂中部 843 番地 59-2824

 七美体育館 七美 1014 番地 －

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 サン・ビレッジ新湊 有磯一丁目 6番地 1 86-5377

 大島中央公園コミュニティ広場 新開発 248 番地１ －

 歌の森運動公園多目的グラウンド 黒河 687 番地 －

 下村グラウンド 加茂中部 843 番地 －

 本江グラウンド 本江北 145 番地 －

 七美公園グラウンド 七美 894 番地 －

 水戸田グラウンド 生源寺 1350 番地 －

 櫛田グラウンド 串田 860 番地１ －

 浅井グラウンド 島 1499 番地 －

 太閤山グラウンド 太閤山 8丁目 3番地 －

 大江グラウンド 大江 93 番地 1 －

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 新湊テニスコート 久々湊 467 番地 －

 下村テニスコート 加茂中部 843 番地 －

 歌の森運動公園テニスコート 黒河 687 番地 －
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（４） 野球場 

 

（５） パークゴルフ場 

 

（６） プール 

 

（７） 相撲場 

 

（８） 弓道場 

 

（９） サッカー場 

 

（１０） その他 

 

 

 

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 歌の森運動公園野球場 黒河 687 番地 57-8989

 薬勝寺池南公園野球場 南太閤山 7丁目 63番地 －

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 パークゴルフ南郷 生源寺 1260 番地 2 53-0789

 下村パークゴルフ場 加茂中部 569 番地 59-8111

 中山公園パークゴルフ場 太閤山 1丁目 18 番地 －

 万葉パークゴルフ場 庄川本町地先 
(庄川右岸緑地内) －

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 海竜スポーツランド 海竜町 29番地 86-8310 温水プール施設

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 グリーンパークだいもん相撲場 二口 3142 番地 －

 太閤山公園相撲場 太閤山 4丁目 47 番地 －

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 大島弓道場 新開発 296 番地 52-3400

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 薬勝寺池南公園サッカー場 南太閤山 7丁目 63番地 －

 施　　設　　名 所　　在　　地 電話番号 備　　考

 下村馬事公園 加茂中部 638 番地 －

 グリーンパークだいもん中央緑地広場 二口 3142 番地 －

 オリバースポーツフィールド射水 
（フットボールセンター） 海竜町 23番地 1 30-3311
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３　令和６年度の主なスポーツ施設の利用状況 

※１日あたりの利用者数は、年間利用者数を使用日数（開場日数）で割った数値 

 

（注）能登半島地震の地震復旧工事のため、人工芝フィールド２面に使用を休止し、屋根付きフットサ

ル場のみ供用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施　　　設　　　名
日　数 
(日)

利用者数 
(人)

１日当たり 
利用者数

５年度 1日 
当たり利用者数

 新湊アイシン軽金属スポーツセンター 
（新湊総合体育館） 310 117,000 377 324

 アルビス小杉総合体育センター 
（小杉総合体育センター） 308 86,738 282 229

 ビルト・プレイズ歌の森体育館 
（小杉体育館） 316 85,340 270 265

 大門総合体育館 304 76,696 252 233

 ヨシダ大島体育館（大島体育館） 307 83,748 273 260

 下村体育館 307 13,643 44 44

 歌の森運動公園多目的グラウンド 75 4,991 67 73

 サン・ビレッジ新湊 301 7,636 25 31

 大島中央公園コミュニティ広場 151 9,403 62 56

 下村グラウンド 307 3,790 12 14

 パークゴルフ南郷 228 24,671 108 114

 下村パークゴルフ場 304 29,461 97 127

 中山公園パークゴルフ場 108 2,627 24 25

 歌の森運動公園野球場 46 6,398 139 136

 薬勝寺池南公園野球場 98 9,956 102 93

 新湊テニスコート 310 5,875 19 20

 歌の森運動公園テニスコート 229 8,781 38 37

 下村テニスコート 307 577 2 2

 大島弓道場 307 18,862 61 59

 下村馬事公園 358 5,628 16 13

 薬勝寺池南公園サッカー場 26 2,628 101 104

 グリーンパークだいもん相撲場 12 775 65 113

 海竜スポーツランド 299 69,135 231 209

 オリバースポーツフィールド射水 

（射水市フットボールセンター）
359 （注）13,989 39 222
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４　令和６年度の総合型地域スポーツクラブの活動状況 

 

 

５　射水市社会体育の機構 

 
 
 
 

 

 

 

 
クラブ名

会員数 
(人)

スポーツ及び 
文化的教室数

参加人数 
(人)

イベント等の 
回数　　(回)

参加人数 
　　　　(人)

 特定非営利活動法人 
新湊カモンスポーツクラブ

1,321 80 教室 59,876 5 1,758

 特定非営利活動法人 
こすぎ総合スポーツクラブきらり

1,193 75 教室 75,570 6 1,397

 特定非営利活動法人 
おおしまスポーツクラブ

1,552 60 教室 52,960 28 2,867

 特定非営利活動法人 
しもむらスポーツクラブまいけ 144 22 教室 1,864 12 779

 特定非営利活動法人 
だいもんスポーツクラブ

300 24 教室 11,220 9 1,100

 
 
 

・スポーツ協会　　　　　　　・スポーツ少年団 
・小学校校長会　　　　　　　・施設利用者 
・中学校体育連盟　　　　　　・青年会議所 
・スポーツ推進委員協議会 
・総合型地域スポーツクラブ

 
 

ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 
　　　　　　１０名

 
 
 
 
 
 
 教育委員会生涯学習・スポーツ課 総合型地域スポーツクラブ
  
 

 
 NPO 法人新湊カモンスポーツクラブ 
 NPO 法人こすぎ総合スポーツクラブきらり 
 NPO 法人おおしまスポーツクラブ 
 NPO 法人しもむらスポーツクラブまいけ 
 NPO 法人だいもんスポーツクラブ

  
 
 
 

スポーツ推進委員協議会　１０５名  
 
     
 
 
  

 
・種目別協会　　　　　２９団体 
・校下・地区体育協会  ２６団体 
・中学校体育連盟 
・スポーツ推進委員協議会 
・スポーツ少年団　　　 
　　　　　合計　　　　５８団体

 
市 ス ポ ー ツ 協 会  
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６　社会体育関係委員一覧 

（１） 射水市スポーツ推進審議会委員 

　任期　令和 6年 4月～令和 8年 3月 

委　　　員  三　箇　勝　則　　　大　森　　　聡　　　片　岡　泰　人　　　金　井　芳　樹 
　　　小　林　清　志　　　清　水　正　美　　　六　渡　　　徹　　　野　田　明　宏 
　　　古　城　克　實　　　島　倉　　　誠 

 

（２） 射水市スポーツ推進委員  

　任期　令和 6年 4月～令和 8年 3月 

　会　　　長　　清　水　正　美 
　副　会　長　　髙　瀬　長　作　　　島　倉　康　浩　　　今　堀　朋　子　　　明　野　久　美 
　理　事　長　　宮　本　相　生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （兼 女性委員長） 
　副 理 事 長　　高　畑　義　広    　松　永　健　一 
　理　　　事　　藤　本　淳　子　　　磯　部　正　昭　　　三　箇　伸　禎　　　牧　野　和　美 
　　　　　　　　山　谷　昌　子　　　潟　渕　里　美　　　藤　平　浩　治　　　松　永　健　一 
　　　　　　　　南　  　晴　久　　　金　　　孝　春　　　高　畑　義　広　　　近　江　和　彦 

藤　田　卓　也　　　奥　井　純　子　　　釜　渕　　　誠　　　村　井　寛　一 
　　            沢　辺　泰　人      高　田　　　晃　　　越　後　　　隆　　　柴　田　靖　士 
                林　　　宏　之　　　田　邉　　　進　　　山　本　和　美　　　山　崎　洋　一 
                川　村　康　一 　   改  井　隆  志      宮  本　相  生　　　窪  田　潤  浩 

      中  谷　弘  美      松　谷　直　子 
　監　　　事　　金　　　孝　春　　　棚　元　久美子 
　会　　　計　　福　村　勝　美 
　女性副委員長　赤　壁　早　苗　　　山　本　和　美 
　委　　　員　　１０５名 

 
 
 
７　社会体育関係諸団体一覧 

（１） スポーツ協会加盟団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和 7年 6月 1日現在 

 団　　体　　名 会 長 名 理事長名 評議員名

 1 射水市スキー協会 堀江新一郎 津田　信人 堀江新一郎

  2 射水市水泳協会 福井有希夫 亀田　市郎 -

  3 射水市ヨット協会 棚田　啓次 平　　美穂 -

  4 射水市ボウリング協会 山崎　晋次 田辺　　進 関谷　義一

  5 射水市陸上競技協会 長谷　　基 夏野　義一 -

  6 射水市サッカー協会 加治　秀夫 油谷　秀隆 古野　孝志

  7 射水市テニス協会 姫野　洋一 織田　利隆 柴田　　忍

  8 射水市バレーボール協会 北本　宗則 市井　政行 黒井由紀子

  9 射水市体操協会 中野　　登 橘　　秀和 -

 10 射水市バスケットボール協会 津田　信人 浜谷　和人 朽木　和寛

 11 射水市ハンドボール協会 夏野　元志 安田　孝士 樋上　敦士

 12 射水市ソフトテニス協会 堀　　哲夫 佐伯　　剛 澁谷　　斎

 13 射水市卓球協会 南　　和彦 江川　大道 炭谷　好一

 14 射水市野球協会 森　　　丞 森田　武夫 -
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 団　　体　　名 会 長 名 理事長名 評議員名

 15 射水市相撲連盟 八嶋　浩久 畑　　正和 -

 16 射水市馬術協会 山科　一樹 森　　信義 -

 17 射水市柔道連盟 岩脇　　聡 作道　一成 -

 18 射水市ソフトボール協会 濱田　宏一 - 倉田　宗平

 19 射水市バドミントン協会 姫野　洋一 竹内　松芳 竹内　松芳

 20 射水市弓道連盟 野田　明宏 本田　晋悟 -

 21 射水市剣道連盟 宮本　康博 串田　信民 -

 22 射水市空手協会 東保　　力 北　富次男 田中　英昭

 23 射水市クレー射撃部 河島　節郎 - 飛田　敏明

 24 射水市ゴルフ協会 大坪　　豊 北野　敏夫 吉田　誠一

 25 射水市ビーチボール協会 山崎　良子 石黒　智春 明石　　茂

 26 射水市パークゴルフ協会 　　関原　辰雄 - -

 27 射水市合気道協会 坂本　龍治 久保　  毅 -

 28 射水市フレッシュテニス協会 宮原　利孝 西出　和男 -

 29 射水市カローリング協会 中田　正憲 - 高橋　　進

 30 放生津校下体育協会 伊藤　誠勝 - 伊藤　誠勝

 31 新湊校下体育協会 野口　　功 - 近岡　　伸

 32 庄西地区体育協会 三箇　伸也 泉田　佳徳 -

 33 塚原校下スポーツ協会 金　　賢志 宮下　正夫 金　　賢志

 34 作道校下スポーツ協会 片岡　泰人 渋谷　達也 前川　博和

 35 堀岡体育協会 法土　裕行 - 棚田　亮太

 36 片口校下体育協会 水野　大輔 - 笹木　康亘

 37 海老江地区体育協会 山崎　重夫 - 山崎　重夫

 38 七美地区体育協会 石田　輝晃 - 石田　輝晃

 39 本江地区スポーツ協会 南　　晴久 - 南　　晴久

 40 戸破地域振興会 森田　雅伸 - 山崎　昭雄

 41 射水市三ヶスポーツ協会 吉田　考志 - 朽木　伸吾

 42 橋下条スポーツ協会 土合　英幸 平井　亮彦 松田　　豊

 43 金山体育協会 宿屋　浩一 - 丸山　友徳

 44 大江地区体育協会 西尾　　哲 島倉　雄二 山崎　良子

 45 黒河地区体育協会 山崎　　薫 藤井憲治郎 竹田　一郎

 46 池多体育協会 米田　　洋 - 西野　　勉

 47 中太閤山まちづくり地域振興会 江尻　泰将 - 越後　　隆

 48 南太閤山体育協会 山沼　　博 河西　　守 城山　　修

 49 大門地区スポーツ振興会 清水　芳昭 角谷　宗一 清水　芳昭

 50 二口地区体力つくり振興会 三川　俊彦 吉田　和人 吉田　和人

 51 浅井体力づくり振興会 轟　　信治 杉本　　学 宝里　　譲

 52 水戸田地区スポーツ振興会 坂井　芳則 寺西　弘一 福井有希夫
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（２） スポーツ少年団登録団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 7年 6月 1日現在 

 団　　体　　名 会 長 名 理事長名 評議員名

 53 櫛田地区スポーツ振興会 盛田　祥司 大居　　亮 炭谷　靖雄

 54 大島地区体育振興会 竹嶋　一雄 寺西　格二 寺西　格二

 55 下村地区体育協会 島倉　　誠 近藤　保之 樋上　　豊

 56 射水市中学校体育連盟 六渡　　徹 筏井章太郎 -

 57 射水市スポーツ推進委員協議会 清水　正美 宮本　相生 -

 58 射水市スポーツ少年団 古城　克實 宮原　英通 -

 
単位団名 活動種目

指導 

者数

団　員　数

 男子 女子 合計

 1 射北ＪＢＣ 軟式野球 3 14 1 15

 2 新南ボーイズ 軟式野球 3 13 13

 3 スポーツ少年団新湊クラブ 軟式野球 4 17 　 17

 4 大門Ｊ.Ｂ.Ｃ 軟式野球 2 8 　2 10

 5 金山クラブスポーツ少年団 軟式野球 2 13 2　 15

 6 太閤山少年野球クラブスポーツ少年団 軟式野球 5 7 7

 7 小杉大江少年野球クラブ 軟式野球 2 20 1　 21

 8 歌の森クラブ 軟式野球 3 13 2　 15

 9 中太閤山少年野球クラブスポーツ少年団 軟式野球 4 12 1　 13

 10 大門ファイターズ 軟式野球 2 27 3　 30

 11 大島フェニックス 軟式野球 3 8 　 8

 12 フォルツア片口スポーツ少年団 サッカー 2 8 1　 9

 13 大島サッカースポーツ少年団 サッカー 3 13 1 14

 14 小杉南フットボールクラブ サッカー 2 22 2 24

 15 ウインズ小杉サッカークラブスポーツ少年団 サッカー 2 28 2 30

 16 作道グリーンエーススポーツ少年団 バレーボール 2 　 7 7

 17 下村バレーボールスポーツ少年団 バレーボール 2 12 12

 18 侍バレーボールクラブスポーツ少年団 バレーボール 4 14 　 14

 19 ゴールドキャッツバレーボールクラブ バレーボール 2 10 10

 20 放生津インフィニティスポーツ少年団 ミニバスケットボール 2 21 　 21

 21 塚原ラビッツスポーツ少年団 ミニバスケットボール 2 　 17 17

 22 射水ＴＷＯＢＩＧミニバスケットボールスポーツ少年団 ミニバスケットボール 2 19 12 31

 23 Ｂ－ＪＥＴＳ ミニバスケットボール 3 　 26 26

 24 小杉ドリームズ(男子)ミニバスケットボールスポーツ少年団 ミニバスケットボール 2 25 　 25

 25 ベイホープス ミニバスケットボール 2 16　 16

 26 小杉ジュニアテニススポーツ少年団 テニス 2 1 3 4

 27 ＷＩＮＧ射水スポーツ少年団 ソフトテニス 4 10 9 19

 28 大門ドッジボールクラブスポーツ少年団 ドッジボール 2 19 1 20
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単位団名 活動種目

指導 

者数

団　員　数

 男子 女子 合計

 29 杉っ子ドッジファイターズ ドッジボール 2 14 2 16

 30 大門ジュニアバドミントンクラブ バドミントン 3 11 11

 31 新湊ジュニアバドミントンクラブ バドミントン 3 9 7 16

 32 小杉卓球クラブ 卓球 3 5 6 11

 33 小杉少年柔道クラブ 柔道 2 13 5 18

 34 新湊少年剣道教室 剣道 2 16 6 22

 35 あしつき剣友会スポーツ少年団 剣道 3 9 8 17

 36 小杉南剣道スポーツ少年団 剣道 2 8 6 14

 37 小杉剣道教室スポーツ少年団 剣道 2 14 6　 20

 38 カモン空手教室 空手道 2 9 7 16

 合　　　計 97 441 183 624



 

 

 

 

指定管理施設 
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指定管理施設 

 
１　指定管理者が管理する施設一覧　　　　　　　　　　　　　　　令和 7年 4月 1日現在 

 施　　設　　名 指定管理者 指定期間

 新湊アイシン軽金属スポーツセンター

（射水市新湊総合体育館）

特定非営利活動法人 
新湊カモンスポーツクラブ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市新湊テニスコート

特定非営利活動法人 
新湊カモンスポーツクラブ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
海竜スポーツランド

公益財団法人 
射水市スポーツ協会

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市サン・ビレッジ新湊

公益財団法人 
射水市スポーツ協会

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 アルビス小杉総合体育センター 
（射水市小杉総合体育センター）

特定非営利活動法人 
こすぎ総合スポーツクラブきらり

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 ビルト・プレイズ歌の森体育館 
（射水市小杉体育館）

特定非営利活動法人 
こすぎ総合スポーツクラブきらり

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市大門総合体育館

特定非営利活動法人 
だいもんスポーツクラブ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 ヨシダ大島体育館 
（射水市大島体育館）

特定非営利活動法人 
おおしまスポーツクラブ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市下村体育館

特定非営利活動法人 
しもむらスポーツクラブまいけ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市下村グラウンド

特定非営利活動法人 
しもむらスポーツクラブまいけ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市下村テニスコート

特定非営利活動法人 
しもむらスポーツクラブまいけ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市下村パークゴルフ場

特定非営利活動法人 
しもむらスポーツクラブまいけ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市下村馬事公園

特定非営利活動法人 
しもむらスポーツクラブまいけ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市パークゴルフ南郷

特定非営利活動法人 
だいもんスポーツクラブ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日

 
射水市大島弓道場

特定非営利活動法人 
おおしまスポーツクラブ

令和 7年 4月 1日～ 

令和12年 3月31日



 

 

 

 

管内施設配置図 
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管内施設配置図 

１　幼稚園、小・中学校 

 

２　教育センター、学校給食センター 

 

３　文化施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 施設の名称 所在地 電話番号 備考

 1 射水市立七美幼稚園 七美 1014 番地 86-0048

 2 射水市立大門わかば幼稚園 二口 427 番地 1 52-1021

 3 射水市立新湊放生津小学校 中新湊 23 番 10 号 82-8022

 4 射水市立作道小学校 作道 913 番地 82-8035

 5 射水市立片口小学校 片口高場 48 番地 86-1393

 6 射水市立堀岡小学校 海竜町 118 番地 2 86-1026

 7 射水市立東明小学校 海老江七軒 1347 番地 86-0050

 8 射水市立塚原小学校 松木 715 番地 82-8040

 9 射水市立小杉小学校 戸破 4100 番地 55-1055

 10 射水市立金山小学校 青井谷 1648 番地 56-0090

 11 射水市立歌の森小学校 黒河 560 番地 56-0164

 12 射水市立太閤山小学校 橋下条 926 番地 56-3303

 13 射水市立中太閤山小学校 中太閤山 11 丁目 3番地 56-3333

 14 射水市立大門小学校 二口 417 番地 1 52-0072

 15 射水市立下村小学校 加茂中部 1051 番地 59-2310

 16 射水市立大島小学校 小島 675 番地 1 52-0201

 17 射水市立新湊中学校 八幡町三丁目 14 番 4号 82-8050

 18 射水市立新湊南部中学校 鏡宮 193 番地 1 82-8055

 19 射水市立射北中学校 堀岡古明神 20 番地 86-0016

 20 射水市立小杉中学校 戸破 2013 番地 56-1335

 21 射水市立小杉南中学校 南太閤山 1丁目 2番地 56-5077

 22 射水市立大門中学校 二口 258 番地 52-0116

 番号 施設の名称 所在地 電話番号 備考

 23 射水市教育センター 新開発 410 番地 1 51-6636 教育委員会内

 24 射水市学校給食センター 鏡宮 203 番地 5 82-8060

 番号 施設の名称 所在地 電話番号 備考

 25 射水市新湊博物館 鏡宮 299 番地 83-0800

 26 射水市下村加茂遺跡展示室 加茂中部 569 番地 59-8111 下村パークゴルフ場内

 27 射水市下村民俗資料館 加茂中部 828 番地 51-6637 連絡先:生涯学習・スポーツ課

 28 飛鳥工人の館 流通ｾﾝﾀｰ青井谷 1丁目 26 56-4369
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1

七美幼稚園七美幼稚園
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大門わかば幼稚園大門わかば幼稚園

大門中学校大門中学校

大門小学校大門小学校

3

新湊放生津小学校新湊放生津小学校

4

5

作道小学校作道小学校

6

片口小学校片口小学校

堀岡小学校堀岡小学校
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東明小学校東明小学校

9

塚原小学校塚原小学校

10

小杉小学校小杉小学校

11

金山小学校金山小学校

12
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13

太閤山小学校太閤山小学校

14

中太閤山中太閤山  
小学校小学校

17

大島小学校大島小学校
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下村小学校下村小学校18

新湊中学校新湊中学校 19
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教育センター教育センター
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27
新湊博物館新湊博物館

下村加茂遺跡下村加茂遺跡  
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下村民俗資料館下村民俗資料館

飛鳥工人の館飛鳥工人の館
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４　コミュニティセンター 

 

５　図書館 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 番号 施設の名称 所在地 電話番号 備考

 1 射水市作道コミュニティセンター 作道 908 番地 82-8462

 2 射水市片口コミュニティセンター 片口高場 175 番地 1 86-1006

 3 射水市堀岡コミュニティセンター 射水町一丁目 17 番地 1 86-1005

 4 射水市海老江コミュニティセンター 海老江 1082 番地 86-0041

 5 射水市七美コミュニティセンター 七美 898 番地 86-0043

 6 射水市本江コミュニティセンター 本江北 142 番地 86-0079

 7 射水市塚原コミュニティセンター 松木 761 番地 82-8463

 8 射水市庄西コミュニティセンター 庄西町一丁目 17 番 48 号 82-8461

 9 射水市放生津コミュニティセンター 立町 10 番 20 号 82-8460

 10 射水市新湊コミュニティセンター 本町一丁目 12 番 24 号 82-8464

 11 射水市三ケコミュニティセンター 三ケ 1045 番地 1 55-1214

 12 射水市戸破コミュニティセンター 戸破 2917 番地 1 55-3948

 13 射水市橋下条コミュニティセンター 橋下条 1771 番地 56-0175

 14 射水市金山コミュニティセンター 青井谷 1648 番地 56-2649

 15 射水市大江コミュニティセンター 大江 201 番地 55-0703

 16 射水市黒河コミュニティセンター 黒河 3106 番地 56-0069

 17 射水市池多コミュニティセンター 池多 633 番地 56-1835

 18 射水市太閤山コミュニティセンター 太閤山 8丁目 4番地 1 56-5381

 19 射水市中太閤山コミュニティセンター 中太閤山 19 丁目 1番地 56-4105

 20 射水市南太閤山コミュニティセンター 中太閤山 13 丁目 3番地 1 56-7823

 21 射水市大門コミュニティセンター 大門 164 番地 2 52-0558

 22 射水市二口コミュニティセンター 二口 3051 番地 52-0064

 23 射水市水戸田コミュニティセンター 生源寺 532 番地 3 54-1010

 24 射水市櫛田コミュニティセンター 串田 864 番地 1 54-1110

 25 射水市浅井コミュニティセンター 島 1394 番地 1 52-4702

 26 射水市大島コミュニティセンター 小島 700 番地 1 52-6001

 27 射水市下村コミュニティセンター 加茂中部 893 番地 59-2563

 番号 施設の名称 所在地 電話番号 備考

 28 射水市新湊図書館 三日曽根 3番 23 号 82-8410 高周波文化ホール内

 29 射水市中央図書館 戸破 1511 番地 57-4646

 30 射水市正力図書館 大門 67 番地 52-5273 大門総合会館内

 31 射水市下村図書館 加茂中部 838 番地 2 59-2303 下村交流センター内
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新湊図書館新湊図書館

1
作道ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ作道ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

2

片口ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ片口ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

堀岡ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ堀岡ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 4 海老江ｺﾐｭﾆﾃｨ海老江ｺﾐｭﾆﾃｨ 
ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ

5

七美ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ七美ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

6

本江ｺﾐｭﾆﾃｨ本江ｺﾐｭﾆﾃｨ  
ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ

7
塚原ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ塚原ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

8
庄西庄西  

ｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ 910

新湊ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ新湊ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

11

三ケ三ケ
ｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨ

ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ
12 戸破ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ戸破ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

13

橋下条ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ橋下条ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

14 金山ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ金山ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

15大江ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ大江ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

16 黒河ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ黒河ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

17 池多ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ池多ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

18

太閤山太閤山
ｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ

19

中太閤山中太閤山  
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

20 南太閤山南太閤山  
ｺﾐｭﾆﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨ  
ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ

大門ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ大門ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

22 二口ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ二口ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

23

水戸田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ水戸田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

24

櫛田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ櫛田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

25

浅井ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ浅井ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

26

大島ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ大島ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

27 下村ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ下村ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

29 中央図書館中央図書館

21

28

31 下村図書館下村図書館

3

放生津ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ放生津ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

30
正力図書館正力図書館
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６　体育施設 

（１）体育館 

 

（２）野球場・サッカー場・グラウンド・テニスコート・パークゴルフ場 

（３）その他 

 

 

 番号 施設の名称 所在地 電話番号 備考

 1
新湊アイシン軽金属スポーツセンター 
(射水市新湊総合体育館)

久々湊 467 番地 82-8277

 2 射水市七美体育館 七美 1014 番地 86-0043 申込:七美ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 3
アルビス小杉総合体育センター 
(射水市小杉総合体育センター)

戸破 3111 番地 55-3000

 4
ビルト・プレイズ歌の森体育館 
(射水市小杉体育館） 黒河 712 番地 56-6443

 5 射水市大門総合体育館 二口 3142 番地 52-4655

 6
ヨシダ大島体育館 
(射水市大島体育館) 新開発 300 番地 52-8611

 7 射水市下村体育館 加茂中部 843 番地 59-2824

 番号 施設の名称 所在地 電話番号 備考

 8 射水市サン・ビレッジ新湊 有磯一丁目 6番地 1 86-5377

 9 射水市歌の森運動公園野球場 黒河 687 番地 57-8989 申込:小杉体育館

 10 射水市薬勝寺池南公園野球場･サッカー場 南太閤山 7丁目 63 番地 56-6443 申込:小杉体育館

 11 射水市歌の森運動公園多目的グラウンド 黒河 687 番地 56-6443 申込:小杉体育館

 12 射水市大島中央公園コミュニティ広場 新開発 248 番地 1 52-8611 申込:大島弓道場

 13 射水市本江グラウンド 本江北 145 番地 86-0079 申込:本江ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 14 射水市七美公園グラウンド 七美 894 番地 86-0043 申込:七美ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 15 射水市大江グラウンド 大江 93 番地 1 55-0703 申込:大江ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 16 射水市太閤山グラウンド 太閤山 8丁目 3番地 56-5381 申込:太閤山ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 17 射水市水戸田グラウンド 生源寺 1350 番地 54-1010 申込:水戸田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 18 射水市櫛田グラウンド 串田 860 番地 1 54-1110 申込:櫛田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 19 射水市浅井グラウンド 島 1499 番地 52-4702 申込:浅井ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 20 射水市下村グラウンド 加茂中部 843 番地 59-2824 申込:下村体育館

 21 射水市新湊テニスコート 久々湊 467 番地 82-8277 申込:新湊ｱｲｼﾝ軽金属ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

 22 射水市歌の森運動公園テニスコート 黒河 687 番地 56-6443 申込:小杉体育館

 23 射水市下村テニスコート 加茂中部 843 番地 59-2824 申込:下村体育館

 24 射水市万葉パークゴルフ場 庄川本町地先(庄川右岸緑地内) 84-1030 申込:いきいき長寿館

 25 射水市中山公園パークゴルフ場 太閤山 1丁目 18 番地 56-6443 申込:小杉体育館

 26 射水市パークゴルフ南郷 生源寺 1260 番地 2 53-0789

 27 射水市下村パークゴルフ場 加茂中部 569 番地 59-8111

 番号 施設の名称 所在地 電話番号 備考

 28 射水市太閤山公園相撲場 太閤山 4丁目 47 番地 56-6443 申込:小杉体育館

 29 射水市グリーンパークだいもん相撲場 二口 3142 番地 52-4655 申込:大門総合体育館

 30 射水市大島弓道場 新開発 296 番地 52-3400

 31 射水市下村馬事公園 加茂中部 638 番地 59-2833 問合:下村体育館

 32 射水市グリーンパークだいもん中央緑地広場 二口 3142 番地 52-4655 申込:大門総合体育館

 33 海竜スポーツランド 海竜町 29 番地 86-8310 温水プール施設

 34 オリバースポーツフィールド射水 
(射水市フットボールセンター) 海竜町 23 番地 1 30-3311

人工芝フィールド２面 
屋根付きフットサル場
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1
新湊アイシン軽金属新湊アイシン軽金属  
スポーツセンタースポーツセンター  
(新湊総合体育館)(新湊総合体育館)  
新湊テニスコート新湊テニスコート

23

海竜スポーツランド海竜スポーツランド

2

10

サン・ビレッジ新湊サン・ビレッジ新湊

七美体育館七美体育館

15

3

本江グラウンド本江グラウンド

21

浅井浅井
グラウンドグラウンド

20

櫛田グラウンド櫛田グラウンド

4

17

アルビスアルビス  
小杉総合体育センター小杉総合体育センター  
(小杉総合体育センター)(小杉総合体育センター)

大江グラウンド大江グラウンド

5

ビルトビルト・・プレイズ歌の森体育館プレイズ歌の森体育館
（小杉体育館）（小杉体育館）

6

大門総合体育館大門総合体育館

ヨシダ大島体育館ヨシダ大島体育館  
（大島体育館）（大島体育館）  
大島弓道場大島弓道場  

大島中央公園大島中央公園  
コミュニティ広場コミュニティ広場  

7

25

下村下村  
テニスコートテニスコート

下村グラウンド下村グラウンド
下村下村  

体育館体育館

13

歌の森運動公園野球場歌の森運動公園野球場

歌の森運動公園テニスコート歌の森運動公園テニスコート

14

11

薬勝寺池南公園野球場・サッカー場薬勝寺池南公園野球場・サッカー場

29

水戸田水戸田  
グラウンドグラウンド

28

中山公園パークゴルフ場中山公園パークゴルフ場

19

パークゴルフ南郷パークゴルフ南郷

30 

下村下村  
馬事公園馬事公園

下村パークゴルフ場下村パークゴルフ場

31

太閤山公園相撲場太閤山公園相撲場

グリーンパークグリーンパーク  
だいもん相撲場だいもん相撲場

歌の森運動公園歌の森運動公園
多目的グラウンド多目的グラウンド

18

太閤山グラウンド太閤山グラウンド

824

33

22

26

12

9

16

七美公園七美公園  
グラウンドグラウンド

27

万葉パークゴルフ場万葉パークゴルフ場

32
グリーンパークグリーンパーク  
だいもんだいもん  
中央緑地広場中央緑地広場

オリバースポーツフィールド射水オリバースポーツフィールド射水
（フットボールセンター）（フットボールセンター）

34



 



 

 
射水ブランドロゴマーク  

 

 射水ブランドロゴマーク： 

水の精の王をイメージしています。１３００年の歴史を刻む地、水の王冠

が似合う街「射水市」。楽しいことがありそうで元気の出る、そんなエンブ

レム（象徴）です。このマークが描かれたバルーンやフラッグが街を彩り、

みんながつい行ってみたくなるような地域を創りたいと考えています。 
※キャラクターマークはシーンに合わせたポーズをつけ展開します。 

キャッチコピー：イミズムズムズ♪ 

射水市が「何か新しいこと、楽しいこと」を始めようとしています。常に

新しいことに挑戦し、新しい芽（人（子ども）、産業、自然環境、等）を芽

吹かせ育てていきます。 

そして、射水 ism（イズム）＝射水市のこだわりを他地域と明確に区別し、

情報発信していきます。 

その情熱や取組のユニークさを感覚的にアピールしています。



 

 

 射水市教育行政要覧 

令　和　７　年　度 

発行者　射水市教育委員会 

所在地　富山県射水市新開発４１０番地１ 
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射水市イングリッシュ・キャンプの実施について 

 

１　実施概要 

日　　程　令和７年８月４日（月）～令和７年８月６日（水）（２泊３日） 

場　　所　富山県呉羽青少年自然の家 

参加資格　射水市内在住または射水市立小中学校に在籍する小学５年生から中学３年生 

募集人数　６０名 

参 加 費　５，０００円 

 

２　委託事業者 

　　株式会社アイエスエイ関西支社（昨年度と同一事業者） 

　　大阪府大阪市北区豊崎3-20-12 

　　※教育プログラムの提供・実施（添乗員２名、外国語指導助手６名） 

 

３　昨年度からの主な変更点 

（１）外国語指導助手を５名から６名に増員 

（２）現地集合、現地解散（昨年度は市役所からのバスの送迎） 

（３）参加費を３，０００円から５，０００円に増額 

（４）集中力持続のためのプログラム変更 

　　①　小学生のプログラムは１コマ５０分から４５分、休憩１０分から１５分に変更 

　　②　休憩を兼ねた屋外自由時間を設定 

　　※詳細は事業者と調整中 

　　※参考別紙（Ｒ６プログラム） 

 

４　スケジュール 

５月２７日（火）～６月２０日（金）　参加者募集 

６月２３日（月）　参加者抽選日（参加申込数７６名中６０名を抽選） 

６月２４日（火）　参加者決定通知発送 

７月２９日（火）　参加者事前説明会（射水市役所） 

８月４日（月）～８月６日（水）　キャンプ当日 

 

５　補足 

小中学校の教職員に案内し、教職員の見学を促し、英語指導力の向上を図る。 

資料 ７  







 

令和７年度学校医、学校歯科医及び学校薬剤師一覧表 

 

令和７年６月１日現在 

 学　校　名 学校医（内科） 〃（耳鼻科） 〃（眼科） 学校歯科医 学校薬剤師

 新湊放生津 

小　学　校
宮林弘太郎 村井　満 植田　芳樹 稲田　雅一 永野　康己

 作道小学校 山崎　雅和 村井　満 渡辺　裕士 高畑　保夫 上田　利幸

 
片口小学校 大野　太郎 村井　満 植田　芳樹 夏目もえこ 高松　宏成

 堀岡小学校 姫野万里子 村井　満 但馬　悠介 伊藤　聡 高松　宏成

 東明小学校 村上　薫 村井　満 増子　杏 三崎　広樹 松田　素子

 塚原小学校 姫野万里子 村井　満 田中　伸弥 青木　一登 奥村　真樹

 

小杉小学校
高畠　章司 
高橋 徹 (三 ケ ) 
高畠　琢磨

真鍋　恭弘 大角智壽子 中沖　一人 伏喜　壮成

 金山小学校 吉崎　達郎 長崎　正男 大角智壽子 高畠 隆 荒谷　一樹

 
歌の森小学校

高畠　章司 
吉崎　達郎

真鍋　恭弘 植田　芳樹 大谷　敦志 友成　真理

 
太閤山小学校

富川　武樹 
田子さやか

長崎　正男 藤田　和也 片口　宗久 荒谷　裕子

 
中太閤山小学校

松本　邦彦 
高畠　章司

真鍋　恭弘 大角智壽子 黒川勇次郎 澤井由紀子

 
大門小学校

豊田　貢一 
道振　義治 
野澤　　寛

長崎　正男 藤田　和也
山崎　史晃 
高田　恒弘

恒枝伊都子

 下村小学校 西森　　弘 長崎　正男 大角智壽子 和田　三茂 松田　素子

 
大島小学校

豊田　貢一 
太田　雅也 
森　　俊介

長崎　正男 植田　芳樹
奥村　俊晴 
稲田　雅一

森永　泉

 学　校　名 学校医（内科） 〃（耳鼻科） 〃（眼科） 学校歯科医 学校薬剤師

 新湊中学校 矢野　博一 村井 満 増子　杏 安田　由美 永野　康己

 新湊南部中学校 宮林弘太郎 村井 満 田中　伸弥 渡辺　光生 上田　利幸

 射北中学校 姫野万里子 村井 満 但馬　悠介 橋本　昌人 宮嶋　典子

 
小杉中学校

北林　正宏 
高橋 徹 (三 ケ ) 
山谷　怜司

真鍋　恭弘 大角智壽子 高畠 隆 澤井由紀子

 
小杉南中学校

大角　誠治 
富川　武樹

真鍋　恭弘 大角智壽子 黒川勇次郎 藤岡　孝志

 
大門中学校

駒井　 理 
野澤　 寛 
加藤　久人

長崎　正男 藤田　 和也 岩井　健治 山崎　禎直

 幼稚園名 学校医（内科） 〃（耳鼻科） 〃（眼科） 学校歯科医 学校薬剤師

 七美幼稚園 村上　薫 村井 満 渡辺　裕士 三崎　広樹 宮嶋　典子

 大門わかば幼稚園 藤田　克 真鍋　恭弘 橋本　義弘 清水　秀明 山崎　禎直

別　紙
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「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」保存修理事業について 

 

１　経緯等 

 

２　「放生津八幡宮祭の曳山・築山行事」保存修理事業の内容 

（１）事業主体：放生津八幡宮曳山・築山保存会（文化財保護団体） 

（２）事業期間：令和８～２８年度（延長となる可能性が高い） 

（３）総事業費：440,000 千円（令和５年度予備調査に基づく概算額） 

（４）経費負担割合　国：50％　県：20％　市：20％　文化財保護団体：10％ 

　　　　　　　　　　国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（民俗文化財伝承・活用等事業） 

　　　　※15,000～20,000 千円／年の事業費を想定 

　　　　※曳山（市指定有形民俗文化財）については、国庫補助対象とならない少額修理や緊急修

理等に対応するため、市単独補助金も継続する 

 
３　保存修理事業に対する市のサポート（修理委員会）について 

（１）国庫補助事業による修理では、有識者・文化財保護団体・所管自治体等で構成する修理

委員会を設置し、その指導・助言に基づいて事業を実施することが求められる。 

（２）国庫補助事業としての長期的な取り組みとなるため、修理委員会事務局を生涯学習・ス
ポーツ課に置き、保存会での対応が困難な事務等を支援し、適切かつ効率的な事業の遂行

を図る。 

（３）修理委員会は、各種調査、修理方針及び仕様・計画の検討、発注業務の監修等の指導・

助言を行う。 

（４）令和７年度は事業未採択のため、修理委員会の母体となる「準備委員会」として立ち上

げ、事業採択後（令和８年度予定）、「修理委員会」に移行させる。 

（５）準備委員会は、射水市教育委員会が所管し（R7 予算額：412 千円）、修理委員会は修理事

業の主体となる保存会が所管する。修理委員会の運営経費は、補助事業の一部として保存

会が負担する。 

 
４　今後のスケジュール 

 R5. 5.12 保存会修理担当者会議　修理要望箇所取りまとめ

 6.26 修理予備調査着手（R6.3.16 完了）

 R6.5.30 保存会修理担当者会議　予備調査結果報告、修理の考え方について意見交換

 7.30 文化庁協議　予備調査に基づき事業実施方針と概算経費を提示 

　　　　　　令和 8年度の事業着手を要望

 6 月 令和８年度国庫補助事業概算要望

 7.16 第 1回準備委員会会議（射水市役所）

 ～8月 文化庁調査官現地視察　10 年程度の事業計画を提示する

 ～9月 令和８年度修理案件仕様書作成、見積徴集、国・県補助事業ヒアリング

 11 月 令和８年度国庫補助事業計画提出

 R8.1 月 国予算査定、令和８年度国庫補助金交付申請

 2 月 第 2回準備委員会会議　射水市文化財審議会
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（研修番号①） 

令和７年度 教育講演会【実施要項】二次案内（案） 

 

１ 趣 旨   ソーシャルメディアが児童生徒にも急速に普及する中、保護者と教

員がネットの危険性や具体的な対処方法等について事例を基に学び、

トラブルの未然防止や対応力の向上を図る。 

 

２ 主 催   射水市教育委員会 

 

３ 日 時   令和７年７月２８日（月） １３：３０～１６：００ 

 

４ 実施方法  ・オンライン講演会 

        ・射水市立小･中学校教員【申込不要】 

会場 各学校オンライン会場 

        ・射水市立小･中学校の希望する保護者、招待者等【別途申込】 

          会場 射水市役所３０２～３０４会議室 等 

（射水市新開発 410番地 1 TEL:0766-51-6635 教育委員会） 

※参加人数等により、会場を変更することがあります。 

 

５ 講演内容   講師 兵庫県立大学 環境人間学部 教授 竹内 和雄 氏 

演題 「AI 時代の大人が知っておきたいこと 

～市内全小中学生ネットアンケートからわかること～」 

 

６ 日 程   ・接続、受付  １３：００～１３：２０ 

 ・開会、挨拶  １３：３０～１３：４５ 

 ・講演     １３：４５～１５：４５ 

 ※ 休憩、質疑応答を含む。 

 ・諸連絡、閉会 １５：４５～１６：００ 

 

７ その他    ・回線トラブル等を回避するために、各学校の接続台数をできるだ

け少なくしてください。 

・教員が欠席する場合は、欠席届を提出してください。 
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令和７年度 射水市マイスター教員事業について 
 

１ 事業について 

 ・高い専門性と指導力を有し、優れた教育活動を実践している教員をマイスター教員に認定し、

その実践的指導力を広く市内の教員に伝授する。 

・専門性と指導力を高めるために、マイスター（GIGA以外）の中から数名を県外の教育先進校

等に派遣する（年間７名程度）。 

◇授業公開（教科等マイスター） 授業力向上研修会で師範授業を公開し、協議会を行う。 

（ICTマイスター） ICT活用授業研究研修会で提案授業を公開し、協議会を行う。 

（GIGAマイスター） 県の取組を通して、ICT教育に関する市内教員の資質向上を

図る。 

 ◇研修指導（特別支援教育マイスター） 特別支援教育研修会での伝達講習等を行う。また、

随時、市内教員の要請や実態に応じて助言等を行

う。 

 ※令和７年度は、小･中学校ともに GIGA マイスター１名、ICT マイスター１名、特別支援教育

マイスター１名の３名を任命する。さらに、教科等マイスターとして小学校２名、中学校６

名を命する。 
 

２ マイスター教員の委嘱状況（平成 26年度から）       ※小・中校長会に人選依頼 

 

３ 令和７年度マイスター教員 

 ・教科等マイスター教員 大西 薫(下村小) 姫野 友希(作道小) 髙田 雅行(小杉南中) 

杉本 真澄(新湊中) 谷口 純平(大門中) 杉本 聖真(小杉南中) 

宮腰 太輔(新湊中) 友葭 大貴(小杉南中) 

 ・特別支援マイスター教員 花川 幸子(大島小) 嶋 明子(大門中) 

 ・ICTマイスター教員 輪達 光司(堀岡小) 長岡 紘一(小杉中) 

 ・GIGAマイスター 前 拓未(小杉小) 杉元 純一(新湊南部中) 

 国語 社会 
算数 
数学 

理科 
生活 
総合 

音楽 
図工 
美術 

体育 
保体 

技術 
家庭 

外国語 
英語 

道徳 
特別 
活動 

特別 
支援 

ICT GIGA 計 

H26 
小   1 1         2   4 

7 
中 1         2      3 

H27 
小 2 1 2       1   1   7 

11 
中 1   1      2      4 

H28 
小 2 1 2   1    1   2 2  11 

18 
中 1 1 1 1  1    2      7 

H29 
小 2 1 2   1    1   2 2  11 

20 
中 1 1 1 1  1    2    2  9 

H30 
小 1 1 2   1    1 1 1 2 2  12 

21 
中 2 1 1 1    1  1   1 1  9 

R1 
小 1 1 1  1 1 1 1   1 1 2 1  12 

21 
中 1  1 1  1 1   1 1  1 1  9 

R2 
小 2 1 1 1  1 1   1 1  2 1  12 

21 
中  1 1 1  1 1 1  1 1   1  9 

R3 
小 2 1  1  1  1  1 1 1 2 2  13 

22 
中 1 1 1 1  1    2 1   1  9 

R4 
小 1 1 1 1 1   1  1 1 1 2 1  12 

21 
中 1 2 1 2  1    1    1  9 

R5 
小        1   1  1 1  4 

13 
中 1 2 1 1  1    1   1 1  9 

R6 
小       1 1     1 1 2 6 

11 
中    1         1 1 2 5 

R7 
小       1 1     1 1 1 5 

14 
中 1 1 1 1    1   1  1 1 1 9 

合計 

小 13 8 12 4 2 6 4 6  7 6 4 20 14 3 109 

200 中 11 10 9 12  7 2 3  15 4  5 10 3 91 

計 24 18 21 16 2 13 6 9  22 10 4 25 24 6 200 
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令和７年度「学び高め合う集団づくり支援事業」について 

 

１ 事業の目的 

「学び合う集団づくり推進事業(令和元年度～令和３年度)」の成果を基盤とし、GIGAスクール構想の

実現、学習指導要領の着実な実施、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を目指し、集団の「学

び高め合い」と「いじめ・不登校予防対策」を支援する。 

 

２ 事業の期間   ６か年［令和４年度 ～ 令和９年度］ 

 

３ 事業の内容 

 

 

 

 

 

 

 

※取組の具体 

 

 

 

・小中連携を深め、学校訪問研修・マイスター公開授業等の参観及び協議会参加を通して、授業の充

実・改善を図る。 

・「ＷＥＢＱＵ調査(２回実施)」の分析結果を「小中連携」に生かす。 

・推進校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学級集団の児童生徒の実態を捉え、授業の充実・改善に生かす。 

・「ＷＥＢＱＵ調査(２回実施)」の分析結果を個への早期支援、集団づくりに生かす。 

・調査に基づく効果的な取組を「市教育センター調査研究事業」で集積する。 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

新湊中学校区 

 ・新湊中学校 

 ・放生津小学校 

 ・新湊小学校 

射北中学校区 

・射北中学校 

・片口小学校 

・堀岡小学校 

・東明小学校 

新湊南部中学校区 

・新湊南部中学校 

・作道小学校 

・塚原小学校 

大門中学校区 

 ・大門中学校 

 ・大門小学校 

 ・大島小学校 

小杉中学校区 

・小杉中学校 

・小杉小学校 

・太閤山小学校 

・下村小学校 

小杉南中学校区 

 ・小杉南中学校 

 ・金山小学校 

 ・歌の森小学校 

 ・中太閤山小学校 

授業の充実・改善を一層推進する視点：「教え合い・学び合い・認め合い・高め合い」 

(総称して「学び高め合い」) 

協働学習ができる集団づくりの視点:学級満足群から安定度と活性度のバランス 

 

個々の、集団の、「自尊感情の高まり」(みんなで取り組んだ・分かった！) 

たくましい人材の育成 

① 「推進校」として、中学校区単位で授業の充実・改善を図る。 

(年度に２中学校区を指定 → ３か年で全学校が「推進校」) 

② 「ＷＥＢＱＵ調査」を実施・活用する。 
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・各推進校で研修計画を協議し、「派遣計画書」「事業計画書」を作成・提出する。 

・令和７年度射水市教育アドバイザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「スクリーニング」(夏季休業中)「コミュニケーションスキル」は必ず実施する。 

・「スクリーニング」は２時間、「コミュニケーションスキル」は１時間、「WEBQU活用」は 1.5時 

間の研修とする。 

  ・雷鳥先生の「コミュニケーションスキル」は、２校以上(できれば各中学校区連携)での合同実施と

する。 

・「スクリーニングシート(ISS)」の活用…「普通に見える子」で支援が必要な児童生徒の早期発見に 

役立つ。 

 

４ その他 

  ・「事業報告書」、令和８年２月上旬頃(後に連絡)までに作成・提出する。 

  ・令和７年４月に講師派遣の研修(学級づくりスタートダッシュ研修等)を行う場合は、 

令和７年３月７日(金)までに計画し、教育センターに電話連絡する。 

 

 

 

 

教育アドバイザー 内  容 

水上 和夫 先生 学級づくり、授業づくり、ＷＥＢＱＵ活用 

宮原 三千代 先生 学級づくり、人間関係づくり(ＳＳＴ等)、ＷＥＢＱＵ活用 

釣 吉美 先生 

(松井千代子先生) 
音楽療法(教員対象･児童生徒対象)、スクリーニング 

青木 麻由美 先生 スクリーニング 他 

村田 己智子 先生 学級づくり、ＷＥＢＱＵ活用 

髙畠 佳江 先生 特別支援教育 

お笑いコンビ雷鳥 先生 人間関係づくり・コミュニケーションスキル 

③ 「教育アドバイザー(等)」を推進校(校区・各校)の研修機会に活用する。 



◆各校の研修計画 

№ 希望月日  時間 研修校 研修内容 アドバイザー 

1 4月2日 (水) 10:00～11:30 塚原小学校 学級づくりスタートダッシュ研修 村田先生 

2 4月2日 (水) 13:30～15:00 歌の森小学校 学級づくりスタートダッシュ研修 宮原先生 

3 4月3日 (木) 14:30～15:30 小杉南中学校 学級づくりスタートアップ研修 宮原先生 

4 4月3日 (木) 9:00～10:30 金山小学校 学級づくりスタートダッシュ研修 宮原先生 

5 4月4日 (金) 13:30～15:00 新湊南部中学校 学級づくりスタートダッシュ研修 水上先生 

6 4月4日 (金) 10:00～11:00 作道小学校 学級づくり、授業づくりをしよう 水上先生 

7 4月4日 (金) 9:00～10:30 中太閤山小学校 学級づくりスタートアップ研修 宮原先生 

8 5月28日 (水) 15:10～16:40 新湊南部中学校 ＷＥＢＱＵ活用 宮原先生 

9 6月11日 (水) 15:00～16:30 中太閤山小学校 ＷＥＢＱＵ活用研修 村田先生 

10 6月25日 (水) 15:00～16:30 塚原小学校 ＷＥＢＱＵ活用研修会（前期） 村田先生 

11 7月25日 (金) 15:30～16:30 新湊南部中学校区 学級づくりのための教師のコミュニケーションスキルアップ研修 雷鳥先生 

12 7月28日 (月) 9:00～11:00 歌の森小学校 スクリーニング 釣･青木先生 

13 7月29日 (火) 13:30～14:30 小杉南中学校区 学級づくりのための教師のコミュニケーションスキルアップ研修 雷鳥先生 

14 7月30日 (水) 9:30～11:30 金山小学校 スクリーニングシートの活用 釣･青木先生 

15 8月1日 (金) 14:30～16:30 塚原小学校 スクリーニングシートの活用 釣･青木先生 

16 8月6日 (水) 10:00～11:30 作道小学校 ２学期の学級づくり研修(ＷＥＢＱＵの結果を基に) 村田先生 

17 8月6日 (水) 9:30～11:00 歌の森小学校 ＷＥＢＱＵ活用 宮原先生 

18 8月18日 (月) 10:00～12:00 作道小学校 スクリーニングシートの活用について 釣･青木先生 

19 8月20日 (水) 13:30～15:30 新湊南部中学校 スクリーニングシートの活用 釣･青木先生 

20 8月25日 (月) 13:30～15:30 小杉南中学校 スクリーニングシートの活用について 釣･青木先生 

21 8月26日 (火) 9:00～11:00 中太閤山小学校 スクリーニングシート活用研修 釣･青木先生 

22 10月7日 (火) 13:30～14:30 新湊南部中学校 音楽療法(生徒対象)１つの学年 釣･松井先生 

23 10月29日 (水) 15:00～16:30 塚原小学校 ＷＥＢＱＵ活用研修会（後期） 村田先生 



令和７年度 小学生におけるプログラミング教育推進事業について 

 

１ 事業の目的 

富山県立大学 岩井 学 教授が開発したプログラミング教材を活用し、小学校で体験授

業を実施することにより、プログラミング教育を推進する。 

 

２ 実施方法 

・富山県立大学 岩井 教授及びゼミの学生数名が実施小学校の１つの学級で体験授業（２

時間）を実施する。 

・当該校の教員は自身で授業ができるよう、授業の進め方を学ぶ。 

 （体験教室に参加した学級以外の学級も別日に体験できるようにするため。） 

 ・ドローンを活用したプログラミング教材は、岩井教授ゼミ保有機材及び市教育委員会

で準備した機材を使用する。 

 

３ 実施内容 

１時間目 コントローラによる手動飛行 

・コントローラを用いてドローンを手動飛行させる。 

  ２時間目 プログラミング及び自動飛行 

・コースを周回できるように、飛行する長さを巻き尺で測定し、プログ

ラミングする。 

・実際にドローンを自動飛行させる。 

 

４ 実施校の選考 

① 令和のとやま型教育推進事業推進校（片口小、堀岡小、東明小、小杉小、太閤山小、

下村小）のうち、「プログラミング教育」の研修を推進する学校があれば、第１優先

に希望を尋ねる。（計画書から該当校の有無を確認する。） 

② 学び高め合う集団づくり支援事業推進校（作道小、塚原小、金山小、歌の森小、 

中太閤山小）以外の学校から希望をとり、市教育センターで実施校及び実施日を調整

・決定する。 

 

５ 令和７年度実施校 

 （前期）５月 29日(木)堀岡小学校  （後期）10月９日(木)太閤山小学校１組 

     ６月 26日(木)片口小学校      10月 23日(木)太閤山小学校２組 

７月 17日(木)下村小学校 

 

６ その他 

 ・８月１日(金)に岩井教授を講師としてプログラミング研修会を開催する。小学校３年

次教員を悉皆とし、体験を通して、講師からドローンを使ったプログラミング教育の

基礎を学ぶ。 

 ・ドローン等を活用したプログラミング教材は、市教育センターで管理し、希望のある

学校に適宜貸し出す。 
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日 曜 時間 主務・関連課
教育委
員出席

1 火

2 水

3 木

4 金 15:00 学校教育課 〇

5 土

6 日 10:30
学校教育課

生涯学習・スポーツ課
教育長

7 月 15:30 学校教育課 教育長

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火 午前 学校教育課 教育長

15 火 14:00 学校教育課 教育長

16 水 10:00 生涯学習・スポーツ課 教育長

16 水 13:15 学校教育課 〇

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木 学校教育課

24 木 19：00 生涯学習・スポーツ課 教育長

25 金 10：00 学校教育課 〇

25 金 18：30 生涯学習・スポーツ課

26 土

27 日

28 月 13:30 教育センター 教育長

29 火 10：00 生涯学習・スポーツ課 教育長

29 火 19：00 学校教育課

30 水 16:00 学校教育課 教育長

31 木

至 場所 自 至 場所

7/6 新湊博物館 7/11 9/21 新湊博物館

8/31 中央図書館 7/12 新湊図書館

7/16 新湊図書館 7/26 中央図書館

7/29 中央図書館

令　和　７　年　７　月　の　主　な　行　事　予　定

場　　所 行　　事　　予　　定

高岡商工ビル 西部地区地方教育委員会連絡会総会

クロスベイ新湊 市長のタウンミーティング

会議室401 部活動在り方検討会

会議室401 小中学校長会

会議室401 教育に関する事務の点検・評価に係る意見聴取会

会議室401 放生津八幡宮祭の曳山・築山行事保存修理事業準備委員会

ToyamaSakuraビル 富山県市町村教育委員会連合会定期総会

市内小中学校 1学期終業式

会議室302・303・304 令和７年度青少年育成射水市民会議総会

会議室304 定例教育委員会

救急薬品市民交流プラザ スポーツコミッション講演会

会議室401 教育講演会

会議室401 令和７年度社会教育委員会議

会議室302・303・304 イングリッシュキャンプ参加者説明会

会議室302・303・304 北信越中学校総合競技大会激励会

展示等

自 展示名 展示名

開催中 企画展「いい湯だな」 企画展「海の守護神」

開催中
「青少年読書感想文全国コンクール課
題図書」展

七夕児童集会

7/2
【一般書】「外国の小説を読んでみよう」
【児童書】「夏といえば（たなばた・海・花火・　スイカなど）」 夏のおたのしみ子ども会

7/9 「こわ～い本、かしますよ～」展
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日 曜 時間 主務・関連課
教育委
員出席

1 金 16:00 生涯学習・スポーツ課 教育長

2 土 生涯学習・スポーツ課

2 土 生涯学習・スポーツ課

3 日 生涯学習・スポーツ課

4 月 学校教育課

5 火 18:00 生涯学習・スポーツ課 教育長

6 水

7 木

8 金 9：00 生涯学習・スポーツ課

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水 6：00 生涯学習・スポーツ課 教育長

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水 学校教育課

28 木

29 金

30 土

31 日

至 場　　所 自 至 場所

9/21 新湊博物館

令　和　７　年　８　月　の　主　な　行　事　予　定

場　　所 行　　事　　予　　定

クロスベイ新湊 第２３回全国中学校ヨット選手権大会　開会式

海竜マリンパーク 第２３回全国中学校ヨット選手権大会（～3日）

長野県千曲市 スポーツ少年団千曲市交流事業（～3日）

会議室301・302・303 第１回いみず親学びスクール

富山県呉羽青少年自然の家 イングリッシュ・キャンプ（～6日）

放生津八幡宮 秋季例大祭　大曳山番付鬮取の儀

射水市埋蔵文化財センター まいぶんチャレンジデー

　　　　　市立小・中学校閉庁期間

オリバースポーツフィールド（マリンフィールド） 巡回ラジオ体操（市制20周年記念事業）

市内小中学校 第2学期始業式

展示等

自 展示名 展示名

開催中 企画展「海の守護神」
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